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はじめに

毎 年 ６ 月 に 名 古 屋 市 緑 区 有 松 町 で は 、 江 戸 期 以 来 の 豪 壮 な 絞 商 の邸 宅 が並

ぶ 旧 東 海 道 一 帯 で 、 盛 大 に 絞 祭 が 開 催 さ れ 全 国 から 観 光 客 が訪 れ る 。 老 若 男

女 が集 い 、 豪 華 絢 爛 た る 絞 り製 品 を 前 に 、 オ リ ジ ナ ル の 絞 り のハ ン カ チ を 制 作

し た り 、 旧 東 海 道 を 散 策 す る ひ と と き を 堪 能 す る 。 街 道 を パ レ ー ド す る 華 や か

な オ ー プ ン カ ー に 並 ん で い る 名 古 屋 市 長 と ミ ス 絞 り 娘 が 纏 う 総 絞 り の 着 物 姿 を

見 な が ら 、 私 は あ る 種 の感 慨 を 覚 え る 。 よ く 見 る と、 そ れ ら の 着 物 に は 原 産 地

、 。表示 がない ものの 実は多くがメイ ド・イン・チャイナな いしコリ ア なのである

「 絞 り 」 と は、 絹 や 綿 の布 地 に 糸 で 「括 り 」 を 施 し て 染 色 す る と、 そ の部 分

の み 染 料 が浸 食 せ ず、 凹 凸 の あ る独 特 の模 様 が浮 き出 す 日 本 古 来の 伝 統的 な

古 典 的 染 色 技 法 で あ り 、 現 存 す る 代 表 的 な 産 地 は 、 京 都 の 「 鹿 の 子 絞 」 と 名

古 屋 の「 有 松 ・ 鳴 海 絞 」 の二 産 地 であ り、 い ず れ も 経 済 産 業 省 の 「 伝 統 的 工

芸品 」指定を受けてい る。

現 代 日 本 の 伝 統 的 工 芸 品 産 業 の ほ と ん ど は 、 生 産 工 程 を 急 速 に 東 ア ジ ア に

移 転 し 、 今 や 純 国 産 品 は 高 級 品 の 分 野 に な り 、 定 番 品 の ほ と ん ど は 輸 入 品 と

な って い る 。絞 りは 、 日本 的 な感 性 が最 も要 求 され る民 族衣 装 であ り、 国際 市

場 を 持た な い 伝統 的工 芸 品であ りな がら 、 今や海 外生 産が主 流とな り、国 内産

地 は 崩 壊 の 危 機 に 直 面 し て い る 。 自 動 車 や 機 械 ・ 電 気 産 業 と い う 基 幹 産 業 に

先 ん じ て 、 絞 り染 織 産 業 の海 外 生 産 がは じま り、 韓 国 → 台 湾→ 中 国 → ベ ト ナム

・ マレ ー シア とワ ンダー フ ォ ーゲ ル的 に 展開 す るな かで 、途 上 国の輸 出 指向 型

開 発 経 済 の 戦 略 産 業 と な っ た の で あ る 。 こ う し た 海 外 生 産 か ら 最 も 遠 い と 思 わ

れ て い た 産 業 が 実 は最 も早 く 海 外 進 出 す る とい う 驚 く べ き パラ ド ッ ク ス を ど のよ

う に解いた らよい のであろう か。

本 書は 、こ のよう な 地場 産業 に誘 発 されて い るパラ ダイ ム・ チ ェイ ンジとも い

え る 変 革 を 、 生 産 シ ス テ ム の グ ロ ー バ ル 展 開 、 セ ル 生 産 方 式 、 異 業 種 交 流 と

い う ３ つ の 側 面 か ら 検 討 す る 。 さ ら に 、 地 場 産 業 の 高 度 情 報 化 を め ざ す 「 繊 維

リ ソ ー ス セ ン タ ー 」 と 「 Ｌ Ｐ Ｕ 」 に 焦 点 を あ て 、 伝 統 和 装 産 業 の 情 報 化 戦 略 が

な ぜ 挫 折 や 失 敗 ・ 混 迷 に 陥 っ て い っ た か を 考 察 し 、 成 熟 ・ 衰 退 型 産 業 と 云 わ



- 4 -

れ る 伝 統 的 地 場 産 業 が 、 ２ １ 世 紀 に 再 生 し て い く に は ど う す れ ば い い の か 、 そ

の課題と方向を考え る。

主 た る 分 析 は 、 名 古 屋 市 の 有 松 ・ 鳴 海 絞 を 対 象 と し 、 産 地 で 先 駆 的 な 経 営

現 代 化 を 試 行 し て い る 絞 商 を モ デ ル に 、 将 来 戦 略 の 可 能 性 を 探 る 。 本 書 作 成

の過 程 で、 下記 の方 々 を 含む 多く の方 にご 世話 に なり 、貴 重な 助言 と協 力を 得

た 。 記 し て 謝 意 を 表 し た い （株 ） 浅 井 絞 社 長 浅 井 健 次 氏 （ 株） 竹 田 嘉 兵 衛。 、

商 店 社 長 竹 田 浩 巳 氏 （ 株 ） 安 藤 来 助 商 店 社 長 安 藤 英 明 氏 、 京 都 絞 工 業 協 同、

組合 沖津文幸氏 （株）タ クマ商店取締役中井保 博氏はじめ 産地職人の方々。、

さ ら に 本 書 の 立 論 に 際 し て 重 要 な 示 唆 を 戴 い た 椙 山 女 学 園 大 学 生 活 科 学 部 横

田 澄 司 教 授 、 長 年 に 渡 っ て 筆 者 の 研 究 生 活 を 指 導 し て い た だ い た 名 古 屋 市 立

大 学 経 済 学 部 教 授 塩 見 治 人 教 授 の お 二 人 の 先 達 に は 、 感 謝 の 念 こ れ に す ぐ る

ものはない。

願 わ く ば 本 書 が 、 全 国 の 伝 統 的 工 芸 品 産 業 の 産 地 で、 献 身 的 に技 術 と 技 法

を 継 承 され てい る 職 人群 像 と業 者の方 々 へのはげ まし とな り、 伝統 的工 芸 品産

業 の ルネ ッサ ン ス に 連 な る な ら ば 、 私 の喜 びこ れ に す ぐ る も のは な い 。 諸 賢 の

忌憚 なきご批判を 期待する次第である。

絞り着て装 う 君の 袖裏 に 新た な世紀 の 光は宿 る

２ ０ ０ １ 年 ５月 日

荒 木 國 臣
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第 １ 章 伝統的地 場産業論の意 義と限界

１ ）地場産業とは何か

地 場 産 業 が 脚 光 を 浴 びた のは 、沖 縄 返 還 の なか で成 立 し た 「伝 統 的 工 芸 品

産 業 の振 興 に関 す る 法律 （ 伝 産法 ） を 契 機とす る 。 この法 律 の「伝 統 的工 芸」

品 産 業 」 の 規 定 は 「 一 定 の 地 域 で 伝 統 的 な 技 術 ま た は 技 法 な ど を 用 い て 製、

、 、 」造され 民衆の生活のな かで受け継がれ 将来も存続 される基盤があるもの

と な っ て い る 。 よ く 似 た 用 語 で あ る 「 伝 統 産 業 」 や 「 地 場 産 業 」 に つ い て の一

義 的 な 定 義 は な い 。 地 場 産 業 の代 表 的 な 定 義 を あ げ ると 「古 く から 一 定 の地、

域 に 集 ま っ て 、 同 一 の立 地 条 件 で同 じ 製 品 を 作 り 、 これ を 全国 販 売 す る も の」

（ 杉 岡 碩 夫 「外 部 経 済 効 果の 集積 に 依 拠し て 形 成 され た 中 小 企業 の 地域 集）、

団 で あ り 、 そ の 市 場 は 全 国 市 場 ま た は 海 外 市 場 で あ る （ 清 成 忠 男 「 特 定」 ）、

地 域 の 伝 統 産 地 に 、 同 一 業 種 の中 小 零 細 企 業 が 社 会 的 分 業 体 制 に よ り 、 地 域

独 自 の 特 産品 を 生 産し 、 全国 や海 外 に 販 売 し て い る （ 山 崎 充 ） な ど が ある」

、 「 」 「 」 「 」 「 」 「 」が 何れも 伝統 ・ 社 会的分業 ・ 産地 集積 ・ 消費財 ・ 生産統括者

た だ し 板 倉等 の 要 素 に 注 目 し 、 そ の い ず れ か に 重 点 を 置 い て 定 義 し て い る 。

勝 高 は 「 同種 ま た は 関 連 製品 の 生 産 や 加 工 を お こ なう 小 規 模 工業 群 が 、、

一 定地域に 集中 し て 形成し て い る地域 的産業集団 で、集 団内部で は 社会的

分 業 が 行 わ れ て い る 。 な お 地 場 産 業 と い う と ら え 方 は 、 歴 史 性 に 基 づ く 伝

統 工 業、 在 来産 業と い う 概 念と は 範疇 を 異に す る も の で あ る （ 日本 経済」 『

地 理 読 本 第 ５ 版 』 東 洋 経 済 新 報 社 、 １ ９ ９ １ 年 ） と し て 、 伝 統 工 業 、 在 来 産

業を地場産業から除いて いる例も ある （図 参照 。1 ）

さ て 表 １ は 、 研 究 者 が地 場 産 業 の ど の要 素 に 重 点 を 置 い て 定 義 し て い るか を

比 較 し た も の で あ る が 「 産 地 集 積 ・ 社 会 的 分 業 ・ 伝 統 」 の三 要 素 が最、 」 「 」 「

も重視されてい ることが分かる。
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【 図 地場産業の分布 （出所 ：中小企業庁『中小 企業白書 ）1 】 」』
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【 表 １ 地場産 業の概念規定 比較 （出所：筆者 作成）】
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、 「 」 「 」では 全ての地場産業の定義が例外なくあげてい る 産地集積 の 産地

と は 、 ど の よ う な 意 味 で あ ろ う か 「 産 地 」 の 古 典 的 な 定 義 は 、 マ ー シ ャ ル が。

地 域 特化 企業 研 究で おこ なった 「 １ ） 気象 や土 壌 など の自然Localized Indsurty （

的 条 件 を 共 有 し （ ２ ） 宮 廷 の庇 護 を 受 け （ ３ ） 統治 者 に よっ て計 画 的 に導 入、 、

さ れ た も の と い う も の 」 と い う 規 定 に は じ ま る（ マ ー シ ャ ル 『 経 済 学 原 理 。』）

マ ー シ ャル の 定 義 は 、 西 欧 絶 対 王 政 下 で 形 成 さ れ た 「 産 地 」 の 特 性 が 強 調 さ

れ 、 日 本 の伝 統 的 地 場 産 業 にも こ のよ う な 特 性 が あ るこ と は確 か であ る が、 現

代 の「産 地 」は、 マー シャルの定 義 ではカ バ ーでき ない 、も っと多様 なも のに

な って い る 。 表 の 「 産 地 」 の定 義 は、 地 域 経 済 政 策 との 関 連 で 「 産 地 」 の1

意義 の違い が露わ とな る。

第 １ は 、 産 地 の 規 模 縮 小 に よ っ て 、 地 域 経 済 が危 機 に 陥 っ て い る と し て 、 伝

統 的 な 産 地 の シス テ ム を 維 持 し て い こ う と す る 産 地 維 持 論 で あ る （ 下 平 尾 勲 ・

「 地 域 的 視 点 か ら 、 地 場 産 業 産 地 の 中 小 企小 原 久 治 ・ 石 倉 三 雄 。 例 え ば）

業 を 育成 強 化し 、 そ の 多 く の 中小 企 業が 形 成 し て い る 社会 的分 業を 維 持、

発 展 さ せ て い く こ と が 、 地 場 産 業 中 小 企 業 の 一 大 密 集 集 団 つ ま り 産 地 を 振

興 さ せ る こ と と な り 、 他 方 で は 地 域 経 済 の 基 盤 形 成 に 役 立 ち 、 そ れ を 通 じ

小 原 久 治 『 地 域 経 済 を 支 え る 地 場 産 業 ・ 産 地て 地域 経済の 形成促進に 貢献する （」

と言 う 主張 である。の 振 興 策 』 Ｐ １ ５ １ ）

第 ２ は 、 産 地 危 機 の 要 因 を 、 伝 統 的 生 産 シ ス テ ム と 製 品 の 伝 統 性 に た い す る

固 執 に求 め 、新 製 品創 造 な ど事 業再 構築 によ って打 破す べ きだ とい う 伝 統 産地

限 界論 であ る（ 山崎 充 。 山崎氏 にあ っては、 地域 の産地 集積 性は、 単なる）

生 産 の 場 「 亜 工 場 」 で あ り 、 産 地 の 空 間 的 な 要 素 は 重 視 さ れ な い 。 産 地 に 形

成 さ れ た 社 会 的 分 業 は 、 低 コ ス ト 製 品 生 産 に は 有 効 で あ っ た が 、 各 工 程 の 最

終 製 品 に 対 す る 責 任 感 を 弱 め る 。 従 っ て 産 地 の 分 業 制 を 克 服 し 、 一 貫 生 産 へ

切 り替 え て 高付 加 価値 製 品の生 産 を 実 現す べ き だ とす る。 しかし 、 社会 的 分業

が イコー ル 低コ ス ト 製 品な のか、 技 法や 技術 の伝 承はど う な るのか等の問 題は

捨象 している（山 崎充『日本の地場産業』ダイヤモン ド社 参照 。）
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第 ３ は 、 産 地 限 界 論 と共 通 し て い るが 、 イタ リ ア や フ ラ ンス を モデ ル とす るデ

ザ イ ン ・ ブ ラ ン ド 優 位 を め ざ し 、 ヒ ュ ー マ ン ・ ネ ッ ト ワ ー ク に よ る デ ザ イ ン ・ イ

ン を 実 現 す るソ フ ト ・ イン フ ラ の 整備 に 重点 を 置 く べ き だ とい う 先進 国 型 産 地へ

の転 換 論で ある （ 清成 忠 男 。 これ ら の産 地 論は 、産 地 の地 域集 積 を 維持 する）

か或 い は一 貫生 産 に切り 替え るかは別 とし て 、生 産工 程を 基 本的 に国 内 で完結

さ せ よ う と す る 点 で 共 通 し て お り 、 各 れ も 海 外 展 開 に よ る 産 地 空 洞 化 を 批 判 的

に 評 価 し て い る 。

これ に対 し、 伝 統的 産地 を グロー バ ルに再 編成 する新 たな 第４の国 際産 地論

が 登 場 し 、 地 場 産 業 の海 外 展 開 と 国 際 的 な 工 程 間 分 業 に 対 応 し た い わ ば 国 際

地 場 産 業 論 とも い う べ き 新 た な パ ラ ダイ ム が提 起 され て い る（ 宮 川 泰 夫 ・椎 谷

福 男 ・ 大 西 広 。 筆 者 は 最 も こ れ に 注 目 す る 。 な ぜ な ら 、 労 働 コ ス ト の 極 小 化）

に よ る 最 適 立 地 と し て の 海 外 移 転 か ら 、 ２ １ 世 紀 の 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の進 展 によ

っ て 、 産 地 集 積 の 空 間 的 な 意 味 が 大 き く 変 容 す る と 予 測 さ れ る か ら で あ る 。 こ

のよ う な 国際 産 地論 （ 国 際地 場 産業 論） を どのよう に 評価 す るか、地 場 産業 の

パ ラ ダイ ム 転 換 な の か、 こ のパ ラ ダイ ム 転 換 に地 場 産 業 の 未来 は あ る のか、 こ

こに現代の地場産業の帰趨を決 する分水嶺があ る。

そ こ で 最 も 注 意 を 払 わ な け れ ば な ら な い の は 、 本 書 の 対 象 で あ る 伝 統 和 装

産 業 は 、 民 族 衣 装 とし て 、 他 の 繊維 産 業 と 異 な り国 内 市 場 し かな い とい う 決 定

的 な 特 徴 を 持 っ て い る こ と で あ る 。 こ の よ う な 文 化 資 産 に 等 し い も の を 海 外 生

産 し てい い のか ？ 、 伝統 和装 の海外 生産の目 的は、 ただ 単に 低賃 金であ り進出

目 的の高 度 化は絶 対 にあ り得な い 、 地域 を顧 み ない 安 易な 展開 によるモラ ル・

、 。 、ハ ザード 海外 展開の外部 経済性の国内 環流などの疑 問が生まれる 従って

伝 統 和 装 地場 産 業 の国 際 分 業の 評価 は、 製 造 業の海 外 展 開の一 般 的な 論 理 と

は峻別し て考察する必要がある。

こ の 点 を 踏 ま え て 、 国 際 産 地 論 （ 国 際 地 場 産 業 論 ） が 登 場 し て き た 背 景 を

考 察 す る た め に 、 最 初 に 伝 統 的 な 地 場 産 業 の 国 内 完 結 型 生 産 シ ス テ ム の 特 質

と限界を 分析する。
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絞り染織産業にみる２ ）国内完結型地場産 業の特質と限界 ー

明 治 以 降 の 戦 略 産 業 と し て 繊 維 産 業 が 位 置 づ け ら れ て い た 段 階 で は 、 和 装

染 織 産 業 の 資 本 ・ 原 料 ・ 労 働 力 の 生 産 三 要 素 の 調 達 と市 場 は 、 １ ０ ０ ％ の国 内

完 結 型 で あ っ た （ 海 外 在 住 日 本 人 を 対 象 とし た 少 量 の輸 出 は あ った が 。 こ の）

シス テム を伝統染織産 地である有松 絞の産地形成 にみ てみる。

有 松 は 、 徳 川 幕 藩 体 制 下 の ロ ジ ス テ ｲッ ク ス の 基 幹 ル ー ト で あ っ た 東 海 道 の

宿 駅 で あ る 鳴 海 宿 と 池 鯉 附 宿 （ 現 知 立 市 ） の 合 宿 と し て 、 尾 張 藩 が 賦 役 免 除

と 免租 を もっ て切 り開 い た 開 発 村で ある 。初 期 の有 松は 、極 め て 零細 な 小農 経

営 で あっ た が、 特産 物 とし て 絞り 生産 が開 発 され てから 、尾 張 藩の重 点 藩製 品

の 指 定 を 受 け 、 そ の 後 全 国 的 な 産 地 へ 発 展 し て い っ た 。 有 松 絞 の生 産 工 程 と

分 業シ ス テム は図 ２のよ うに 編成 され、 このシス テム は基本 的に 現代に 至るま で

継承 されてきた。

出 所 有 松絞 振 興 協 同 組 合 有 松 絞 り )【 】図 ２ 有松絞 の製造工程と分業構造 ( : 『 』

有 松 絞 の 生 産 シ ス テ ム の 特 質 は 、 絞 商 を 頂 点 と す る 蜘 蛛 の 巣 状 の 社 会 的 分

業 か ら な る 垂 直 統 合 シ ス テ ム （ 問 屋 制 家 内 工 業 ） で あ る 。 製 品 の 質 は 、 図 案

作 成 工 程 と 染 色 工 程 及 び 、 最 も 労 働 集 約 的 な 熟 練 手 作 業 で あ る 括 り 工 程 の 水

準 に よ っ て 決 ま る 。 生 産 統 括 者 た る 絞 商 の 利 益 極 大 化 は 、 図 案 原 画 の 秘 匿 に
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よ るデザ イン 優位 性に あるが 、染 色業 者に は市 場の平 均的 な 加工 賃を 支払 う か

ら 、 も っぱ ら 括織 労 働 力の労 働 コス ト を 極 小化 す るこ とに よって 実 現 される 。 で

は 絞 商 は 、 ど の よ う に 括 織 労 働 力 の 最 適 調 達 を お こ な っ た の で あ ろ う か。 こ の

、 、括職 労働力の調達 方法が 実は結果的に括織の国内調達を袋 小路に追い込み

結 果的 に海 外展 開 を 誘発 し、 国 内完 結型 生産 シス テ ムが崩 壊 して い く最 大の要

因となった。

括 り 工 程 は 、 糸 で 布 を 括 って い く 手 作 業 に よる 労 働 集 約 的 な 工 程 であ り （ 幾

多 の機 械化 の試 行 はほ とん ど 失敗 し た 、家 伝 的な 技 法伝 達 と習 熟が 要求 され）

る ク ラ フ ト 技 能 で あ る 。 こ の よ う な 性 格 を 持 つ 括 り 労 働 力 の 最 適 調 達 は 、 農 閑

期 の 農 村 主 婦 を 中 心 と し た 家 内 副 業 的 な 労 働 力 で あ っ た 。 名 古 屋 市 有 松 絞 と

京 鹿 の 子 絞 の 産 地 が 、 い ず れ も 背 後 に 知 多 半 島 と 西 三 河 平 野 、 丹 後 半 島 と い

う 広大な近郊零細 農村を配置し ているのはこのため であ る。

伝 統 工 芸 士 認 定 制 度 に よ っ て 認 定 さ れ て い る 有 松 ・ 鳴 海 絞 の 伝 統 工 芸 士 を

み る と （ 表 ２ 参 照 、 伝 統 工 芸 士 （ 括 り 織 部 門 ） の全 員 が 女 子 で あ り 、 幼 児 期）

よ り 母 から 技 法 を 習 得 し 、 学 校 か ら 下 校 後 に 家 内 で 括 り を お こ な い 、 ほ ぼ 尋 常

小学 校で学校 教育を終えて 括りに従事 してきたことが分かる。

出 所 ： 鳴 海 絞 振 興 協 同 組 合【 表 ２ 有 松 ・ 鳴 海 絞 伝 統 工 芸 士 認 定 者 一 覧 】 (

『 鳴海 絞 り ）』
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名古屋 市近郊 三好町福 田に暮ら すＢ さん（ ７ ８歳 ）は、次のよう に云う。

尋 常 小 学 校 入 学 前 の ７ 、 ８ 歳 か ら こ ど も 達 が 集 ま っ て 括 っ て い た 。 叔 父 が 絞 商 で 、 母 親 か「

ら 見 よ う 見 ま ね で 覚 え た 。 小 学 校 入 学 後 も 放 課 後 集 ま っ て 括 り を や り 、 靴 下 を 買 う ぐ ら い の 小

遣 い を 手 に し た の で 楽 し か っ た 。 親 も 勉 強 や れ と は 一 切 云 わ ず 、 高 等 科 へ い く生 徒 は 少 な か

っ た し 、 こ ど も も 大 人 と 同 じ 立 派 な 稼 ぎ を あ げ た 。 私 は 、 巻 上 絞 の 技 法 で 、 男 も 巻 上 絞 や 皮

巻 絞 を や り 、 母 も 父 も 夜 遅 く ま で 副 業 と し て や っ た が 、 こ ど も は 夜 は や ら な か っ た 。 今 で も 絞

り を や っ て い る 人 が い る が 、 ほ と ん ど ８ ０ 歳 か ら ９ ０ 歳 で み ん な 元 気 だ 。 ５ 、 ６ 年 前 か ら 注 文 が

、 。 、 、 、 、減 り始 めて 今 年 は ほと んど 注 文 が な い こ の あ た りは 百 姓 が主 で 米 麦 野 菜 を つ く り

副 業 と し て 絞 り を や っ た 。 ト ヨ タ が 来 て か ら だ ん だ ん 百 姓 が 減 っ て 、 今 は 田 畑 は 役 場 に 預 け

て 他 人 に 耕 し て も ら い 、 外 へ 働 き に 行 く 人 が 増 え た 。 絞 り の 日 当 は 、 柄 や 技 法 に よ っ て 一 概

に は 言 え な い 。 昔 は 、 １ 銭 か ら １ ０ 銭 ぐ ら い ま で あ り 、 反 物 は １ 単 ３ ０ 銭 に な っ た 。 現 在 の 工 賃

、 （ ） 、 。は １日 ５ ０ ０ 円 か ら １ ０ ０ ０ 円 ハ ン カ チ で １ ０ ０ ０ 円 だ と 朝 か ら 夜 ま で や ら な い と い け な い

工 賃 は 、 取 次 人 が こ れ ぐ ら い で や っ て く れ と 決 め て く る の で 、 こ ち ら か ら は 言 え な い 。 不 良 品

は 弁 償 し な く て い い が 、 工 賃 が 下 が っ た り 次 か ら 注 文 が 来 な く な る 。 工 賃 は 加 工 し て 製 品 を

渡 す と き に 呉 れ る 。 今 は お 情 け で や ら し て も ら っ て い る よ う な も の だ 。 こ の 町 は 藁 細 工 の ほ う

が 多 か っ た が 、 一 枚 ５ 銭 で 下 手 な ら 三 銭 と 括 り と 同 じ ぐ ら い で 、 藁 は １ 日 ３ 枚 か ら １ ０ 枚 ぐ ら い

編 ん で も 良 い 稼 ぎ に な っ た 。 括 り 糸 は 自 分 で 買 い 取 る 場 合 も あ る が 、 も ら う 場 合 も あ る 。 い

。ま は 、 そ ろ そ ろ 括 り を や め よ う か と 思 っ て い る （ １ ９ ９ ７ 年 ８ 月 聴 取 調 査 よ り」 ）

日 働 い て ５ ０ ０ 円 か ら １ ０ ０ ０ 円 と は 驚 く べ き 低 加 工 賃 で あ る こ と が お 分 か１

な ぜ こ の よ う な 低 加 工 賃 と な る の か、 有 松 の 絞 商 Ａ 社 長 が 扱 う ハ ンり だ ろ う 。

カ チ の原 価 構 成 を み る （ １ ９ ９ ７ 年 実施 ヒ ア リ ング 調査 から 。ハ ン カ チ の 小売 価）

格 を 平 均 的な １ ０ ０ ０ 円 に設 定す る た め には、 製 造原 価 を 約 半額 に抑 え る必 要 が

あ る。 とこ ろ が製 造 原価 にし め る 工賃 の比 率 は ５分 の １ が 括り 工賃 であ り、 ５ ０ ０

円 程 度と なる 。と ころ がハ ンカ チ １ 枚 の括 りに要 す る時間 は、 ほ ぼ８ 時 間程 度 で

あ り 、 従 っ て 彼 女 た ち は ８ 時 間 の 作 業 に 対 す る 対 価 が ５ ０ ０ 円 程 度 と な り 、 コ ン
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ビ ニの時給と変わら ない 恐るべ き低加工賃となるのである。

【 １ ９ ９ ７ 年度 ハンカ チ（ 千円）国内 生産の原価構 成 （ １ ９ ９ ８ 年聴 取調査より）】

こ の １ ９ ９ ７ 年 の原 価 構 成 には 、 生 地 仕 入 れ 費 が 計 上さ れ て い な い のでさ ら に

絞 商 の 利 潤 率 は 低 下 す る が 、 市 場 不 況 の 時 に は 販 売 価 格 を 低 く 設 定 せ ざ る を

得 な い の で 、 従 来 の 利 潤 率 （ ２ ０ ％ 前 後 ） を 維 持 す る た め に は 、 さ ら に 括 り 工

賃 を 削 減 せ ざ るを 得な い （ 表 ３ 参 照 。 一方 で 高 度 成 長 期 以 降、 主 婦 の パー ト）

工 場 労 働 化 が 進 み 、 主 婦 の 農 家 副 業 は 次 第 に 衰 退 し 、 絞 りの 加 工 賃 を 相 対 的

に高くし ても若年層は応じなくなり、括り労働力は減少し ていった。

出 所 愛 知 県 絞 工 業 組 合 資 料 よ り筆 者 作 成 ）【表 ３ 有松・鳴海絞加工 賃の推移】 ( :
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括 り 労 働 力 減 退 に 対 応 し て 、 例 え ば 京 鹿 の 子 絞 産 地 で は 、 近 郊 農 家 主 婦 労

働 力 ら 被 差 別 部 落 労 働 力 へ 、 さ ら に 在 日 朝 鮮 人 労 働 力 や 身 体 障 害 者 労 働 力 へ

と、 次々 と国内 の縁辺労 働力 の調達 へと向かったが、 それも限界 に直面す る。

こ のよ う な 国 内 の縁 辺 労 働 力の 絶 対的 な 限 界 は、 東 ア ジ ア を 中 心 とし た 海 外

労 働 力 の調 達 を 選 択 せ ざ る を 得 な い 必 然 性 を も た ら し た 。 な ぜ 東 ア ジ ア であ る

の か ？ 実 は東 ア ジ ア は、 日 本の 伝 統的 な 絞 り染 織 と共 通 し た 染 織 製 品を 歴 史

的 に 生 産 し て き た 産 地 で あ り 、 同 時 に 日 本 と 比 較 し て 労 賃 コ ス ト の圧 倒 的 な 比

較優 位性を持ってい たから である。

例 え ば 鳴 海 絞 商 Ａ 社 の中 国 委 託 で 、 原 価 １ ６ 万 円 の シル ク 絞 り製 品 の工 程 別

コ ストは、括 り工程のみを 中国に委託し ている場合、表 のようになっている。4

総 加 工 賃 に 占 め る 括 り 加 工 賃 （ 中 国 支 払 い 分 ） は 、 中 国 へ の 委 託 に よ っ て １ ５

％ 程度に低下し、絞り商の期待利潤率は維持できる水準になる。

（ 出 所 ： １ ９ ９ ７ 年 筆者 聴 取 調 査 に よ る ）【 表４中国委 託工程別コス ト】

こ う し て 国 内 完 結 型 生 産 シ ス テ ム の 「 括 り 」 工 程 から 海 外 移 転 が 始 ま っ た の

。 、 、である 今や国内に括り労働力を 求め 絞りの国内生産を復 活させる可能性は

一 部 の 工 芸 作 家 活 動 を 除 い て は 皆 無 で あ り 、 従 っ て 国 内 生 産 完 結 型 地 場 産 業

論 の 有 効 性 は 絞 り に 関 す る 限 り 、 実 態 と し て も 理 論 と し て も 成 立 し 得 な い の で

あ る 。 絞 業 の 海 外 委 託 の 段 階 を 図 式 的 に 整 理 す ると 、 [国 内 完 結 型 ]→ [労 働 集
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約 工 程 の 移 転 ]→ [技 術 集 約 工 程 の移 転 ]→ [複 合 的 移 転 ]とな る （ 図 ３ ・ ４ ・ ５ ・

６ 参照 。）

【 図 ３ 国内完結段階 （出所：筆者作成 ）】

【 図４労働集 約工程の移 転－韓国 （ 出所：筆者作成）】

【 図 ５ 技術集約工程の移転－韓国 】
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【 図６複合的移転 －韓国・中国】

絞 り の 海 外 委 託 加 工 は 、 １ ０ ０ 万 円 以 上 の 部 分 に つ い て は通 商 産 業 省 の 承 認

制 と なっ て い る。 同 省 の生 活 産業 局 が把 握 し て い る １ ９ ９ ２ 年（ 平 成 ２ 年 ）か ら １

９ ９ ６ 年 （平成 ８ 年） までの承 認件 数の推移 は、次 のよう にな ってい る（表 参5

照 。 １ ９ ９ ２ 年 （ 平 成 ４ 年 ） に 輸 出 ・ 輸 入 額 と も 急 減 し て い る の は 、 原 材 料 を）

輸 出す る委託 加工 形態 から海 外原 反を 使用 した 完成 品の輸入へと絞 り貿易の転

換が起こったことにある。

（ 出 所 ： １ ９ ９ ７ 年 実【表 委託 加工 のう ち織 物の絞 り加工 に関わ る承認 件数5 】

）施 通 産 省 生 活 産 業 局 聴 取 調 査 に よ る 筆 者 作 成
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以上 の日 本 絞業 の東ア ジ ア 委 託を 、日 本 経済 のグロ ーバ リ ゼ ー ション の中に

位置 づけると、次のよう に整理される（表 参照 。6 ）

（出所：筆者作成）【 表 日 本経済国際化と絞り産業の変容6 】
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３ ）成熟産業型地場産 業論の限界

成熟産 業 の 成熟 とは何を意味 するのであろ うか 日夏嘉寿雄は 成「 」 「 」 。 、「

熟 化 とは 、 経 済 や 経 営 の 現 象 、 特 に 技 術 や 需 要 、 企 業 、 産 業 な ど の状 況 が最

も 充実 し た段 階・ 時期 に変化 し てい く、 あるい はそ のよう な状 況に到 達し てい く

様 から 、さ ら に 次の 高 次元 の段 階 に進 め ず 、 むし ろ 停 滞 ・ 低 迷状 況 に 陥 って い

」 「 、 （ ）る事象を 指す とし 具体的には 経済や経営の主要 指標の伸び率 成長率

が 鈍化 し て い る、 低迷 化 し てき た 状況 を 指す 」 とし 、成 熟化 ＝衰 退化 の前 段階

夏 嘉寿 雄 『 成 熟 産業 に お け る 戦 略展 開 と 経 営資 源 』 ミ ネ ル ヴと 規 定 し て い る （ 日

。ァ書房、 １ ９ ９ ７ 年）

こ う し た 成 熟 産 業論 は 、 製品 ラ イ フ サイ ク ル説 （開 発 期 →成 長 期→ 競 争期 →

成 熟 期 → 衰 退 期 ） の Ｓ 字 型 カ ー ブ と し て 把 握 さ れ 、 製 品 の 限 界 普 及 率 （ 一 世

帯 当 た り普 及率 ） や代 替 製品 出 現率 によ って 実 証さ れる 。ま た戦 略 産業 を 指定

す る産 業政 策 をと ると、 政策 的に産 業構 造が組 み替 え られ て、 成熟 産業や 衰退

産 業 が 必 然 的 に 派 生 す る 場 合 も あ る 。 成 熟 産 業 論 の 基 本 に あ る 論 理 は 、 産 業

自 身 に 高 付 加 価 値 産 業 と低 付 加 価 値 産 業 があ り、 産 業 構 造 は 低 付 加 価 値 産 業

から 高付 加価 値産 業 へ必然 的 に移行 す るとい う 論 理 であり 、成 熟産 業型 地 場産

業 論 の 主 張 も こ こ に あ る 。 こ う し た 成 熟 産 業 型 地 場 産 業 論 の 論 理 は 、 そ のま ま

伝 統 和 装 産 業 に も 適 用 で き る だ ろ う か 。

あ る 商 品 の使 用 価 値 は 、 機 能 的 側 面 （ 衣 服 は 寒 さ を 防 ぐ ） と 非 機 能 的 側 面

（ 着 物 で 美 し く 装 う ） が あ る 。 伝 統 和 装 製 品 の 使 用 価 値 は 、 非 機 能 的 側 面 の

高 付 加 価 値 化 が す べ て で あ り 、 そ の意 味 で す ぐ れ て 感 性 的 な フ ァ ッ シ ョ ン 産 業

。 、 、である こ う した 付加価値性は 産業 自体に付加価値の差異があ るのではなく

そ の 製 品 単 位 に あ る 。 従 っ て 、 伝 統 和 装 産 業 の 海 外 移 転 は 、 そ の 産 業 自 体 が

低 付 加 価 値 産 業 （ 成 熟 衰 退 産 業 ） だ から で は な く 、 そ の産 業 の 低 付 加 価 値 製

品 分野 が移 転す るので ある。 こう し て その産 業での棲 分け水 平分 業が生 まれ、

その棲み分け水準も次々と高度化 してい く。
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伝 統 和 装 産 品 の 高 付 加 価 値 性 は 、 繊 細 な 日 本 的 感 性 に 溢 れ た デ ザ イン とそ

れ を 製 品 化 す る 高 度 の ク ラ フ ト 技 能 に あ り 、 こ れ は数 値 化 で き な い 属 人 的 な 工

芸 文 化 で あ る（ 着 ご ごち 、 ぼ かし 、 風 合 い 、 デ ザイ ン、 目 利 き等 。 伝 統和 装）

製 品 は、 マニ ュ ア ル化 可 能 な 一 般 製 造 業 とは 異 な り 「 職 人 」 の 習 熟 し た ス キ、

ル に勘 の よう な 独 創 性 が働 い て で きる 文 化 産 業 化 であ る 。も ち ろ ん 伝 統 和装 産

業 も 、 素 材 の 機 能 的 付 加 価 値 性 を 追 求 し て き た が （ 収 縮 率 の 少 な い 生 地 、 立

体 的 な 細 か い 裁 断 、 紫 外 線 で 色 が 変 わ る 繊 維 、 吸 水 ス ピ ー ド が 速 い 繊 維 、 形

状記 憶合金との連携など 、本質的な差異化はあくまで感性的側面 にあ る。）

こ のよ う な 伝 統 和 装 産 業 の特 性 は、 一 般 製 造 業 に み ら れ る よ う な 製 品 の ラ イ

フ サ イ ク ル を 持 た な い 。 つ ま り 伝 統 和 装 産 業 は 、 時 々 の 和 装 需 要 の 浮 沈 の 影

響 を 免 れ る こ と は で き な い が 、 決 し て 「 開 発 期 → 成 長 期 → 競 争 期 → 成 熟 期 →

衰 退 期 」 と い っ た ラ イ フ サ イ ク ル は な く 、 こ の点 で 成 熟 型 地 場 産 業 論 の 論 理 を

伝 統 和装 産業 に機 械的 に適 用す るこ とはで きない 。 最 後に 日本 の絞り染 織 産業

史 のな かで 、 絶 えざ る 技法 開 発 と製 品 開 発 によ って そ の時々 の和 装 不況 を 乗 り

越 え て き た 過 程 を 整 理 し 、 そ れ が 未 完 の 連 続 的 な 成 熟 へ の 不 断 の 過 程 で あ っ

た ことを 示す（図 ７ 参照 。）

（ 出 所 ： 絞 り 業 組 合 資 料 を 基 に 筆 者 作 成 ）【 図 ７ 日 本 の 絞 り 染 織 産 業 の 技 法 開 発 】
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４ ）伝統的地 場産業におけるス キルとフェテイシズ ム

伝 統 的 地 場 産 業 産 品 特 に 和 装 産 品 は 、 家 伝 的 或 い は 秘 伝 的 と も 云 え る ク ラ

フ ト 技 術 の 結 晶 と し た 工 芸 的 生 命 体 と い う 特 性 が あ る 。 そ こ に は 人 格 と モ ノ が

渾 然 と 解 け 合 う フ ェ テ イ シ ズ ム と も い う べ き ク ラ フ ト 性 が あ る 。 こ こ で は 、 最 も

工芸 的な工程を担う 職人の肉声に耳を傾けてみ よう。

「 わ た し た ち は 、 義 務 教 育 さ え 受 け て お り ま せ ん 。 も し 私 が 小 学 校 ６ 年 の 時 に 、 学 校 を 辞 め

な い で 仕 事 を 始 め な か っ た ら 、 家 族 は 食 べ て い け ま せ ん 。 ６ 年 生 に な る 前 だ っ て 、 も う 緯 糸

を 巻 く 仕 事 を し て い ま し た 。 我 が 家 の 家 業 は 機 織 り で 、 私 は 織 機 の 音 を 聞 き な が ら 育 ち 、 大

き く な る と 意 志 に 反 し て 強 制 的 に 織 手 に さ せ ら れ ま し た 。 １ ０ 歳 の 時 に 母 が 亡 く な り 、 父 を 手

伝 わ な く て は な ら な く な り ま し た 。 １ 人 の 姉 と ３ 人 の 弟 が お り 、 祖 母 が 私 た ち を 世 話 し て く れ ま

し た 。 正 式 に 織 手 と し て 仕 事 を 始 め た の は １ ７ 歳 の 時 で し た が 、 い ま だ に つ づ れ を 織 っ て い ま

す 。 祖 母 も 織 手 で し た が 、 あ ま り 仕 事 を 好 ま ず 結 局 や め て し ま い ま し た 。 私 も 、 機 織 り に 抵

抗 が あ り ま し た が 、 徐 々 に 好 き に な り 今 で は 誇 り に さ え 思 っ て い ま す 。 女 性 織 手 の な か に は 、

夫 の 準 備 作 業 を す る だ け の 人 が い ま す が 、 私 は 夫 と 全 く 同 じ 仕 事 を し て い ま す 。 私 は 、 自 分

自 身 の た め に も 何 か を 成 し 遂 げ た い と 思 い な が ら 織 っ て い ま す 。 と こ ろ で 、 私 も 家 事 が 大 好

き で イ ン ス タ ン ト 食 品 は 絶 対 に 使 い ま せ ん し 、 家 族 の た め に 自 分 で セ ー タ ー を 編 ん だ り 、 服

を 縫 っ た り し て い ま す 。 ま た 子 ど も た ち に も そ う す る よ う に 教 育 し て い ま す 。 外 で 働 く の も 結 構

、 。 、 （ ）で すが 家 族 の 世 話 も す べ きだ と 思 う の で す よ く で き る女 性 と い う も の は 決 して 仕 事 職

だ け で 満 足 す る も の で は あ り ま せ ん （ Ｆ 氏 ５ ３ 歳 女 性 ）。」

「 工 場 に き て い る 間 、 時 間 は 私 の も の で す 。 家 で は 、 姑 、 夫 、 私 み ん な で 仕 事 を

し ま す 。 夫 は 、 始 終 私 に 手 伝 っ て くれ と 言 っ て 、 私 の 仕 事 を 中 断 し ま す 。 家 事 も い ろ い ろ や ら

ね ば な り ま せ ん 。 そ の う え 口 を き く と い っ た ら 、 姑 と 夫 し か お り ま せ ん 。 工 場 で は 、 休 憩 の 時

に み ん な と お し ゃ べ り が 楽 し め ま す （ Ｉ 氏 ４ ０ 歳 女 性 ）。」
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「 ６ ０年 も 機 織 り を や り ま し た が 、 ま だ 私 は 楽 し ん で い ま す 。 も し や めて し ま っ た ら 孫 の 子 守 し

か あ り ま せ ん 。 ６ ０ 年 も 続 け て き た の で 背 中 が 曲 が っ て 職 業 病 に な っ て い ま す 。 レ ン ト ゲ ン も

撮 り ま し た 。 痛 み も あ り ま す が 、 仕 事 を 始 め る と 平 気 で 、 痛 み も 消 え て し ま い ま す 。 織 っ て さ

え い る と 快 適 な の で す 。 き っ と 体 が そ う な っ て し ま っ た の で し ょ う 。 ６ ０ 年 も や っ て い る の に 、

す べ て 分 か っ た わ け で は あ り ま せ ん 。 西 陣 織 を 織 る に は 、 深 い 知 識 が 必 要 で い ま だ に 勉 強 中

で す 。 完 璧 に 仕 上 げ た こ と は 一 度 も な く 、 常 に ど こ か 気 に 入 ら な い 部 分 が あ り ま し た 。 で す か

ら 、 織 物 は 精 神 鍛 錬 な の で す 。 つ ま り 何 の ミ ス も な く 、 完 璧 な も の を 織 ろ う と す る の で 、 私 は

前 向 き に生 きて い け るの で す （ Ｎ 氏 ５ ３ 歳 女 性 ）。」

「 う ま く い っ た 製 品 を み る 時 は 、 本 当 に 嬉 し い も の で す 。 西 陣 の 人 は 死 ぬ ま で 学 び 続 け る

の で す 。 常 に 違 っ た 図 案 を 手 が け る の で す が 、 図 案 を 受 け 取 る と ま ず サ ン プ ル を つ く り 、 そ

の で き ば え を 見 ま す 。 私 の 年 齢 に な る と 、 ど ん な 注 文 に も 応 じ る こ と が 出 来 ま す 。 自 信 さ え あ

れ ば 、 新 し い も の 、 変 わ っ た も の 何 で も ご ざ れ で す 。 そ れ で も な お 困 難 に 遭 遇 す る こ と が あ

り ま す が 、 注 文 を 受 け た と き に そ れ は 作 れ ま せ んと は 云 え ま せ ん （ Ｓ 氏 ４ ７歳 女 性 ）。」

こ こ には 、職 人 と技 能 との同 一 化、 人 格 が技 能を 媒 介 に製 品に 映 し 出さ れ、

製 品 が自 分の結 晶 とみ な され るフ ェ テイ シズ ム の極 地が ある。 伝 統染 織品 は、

自 分 の技能 のみ に よっ て製 品 の生命 が決 ま る。 し かし 織手 は、 織 元のデ ザイン

を 織り 上 げ る とい う 絶 対 の限 界 線 を 一 歩 も 越 え て はな ら ず、 職 人 の意 志 は絶 対

に 企 画 に 介 入 し て は な ら な い 。 ど の よ う に 高 度 な 技 法 や ワ ザ 、 ひ ら め き 、 精 錬

も た だ 一 つ の原 画 に絶 対 の忠 誠 を 尽く さな けれ ば な ら な い 。彼 ら は 、織 元 に従

。 、属す る織手に過ぎない のである だ から こそ仕 事に全 精力を凝集させるときに

意 識 は一 時 的 に 生 産 関 係 を 離 れ 、 労 働 自 体 に 喜 び を 見 い だ す 悦 楽 の 瞬 間 を 生

以上 タ マ ラ ・Ｋ ・ハ レ ブ ン 「技 能と 産業 の 間 （同志 社大 学『 社会 科学 』 ４む 。（ 」

。７号）参照）

こ う し た 工 芸 的 技 能 の海 外 移 転 は 、 織 元 と 織 手 の 共 同 性 とパ タ ー ナ リ ズ ム を

ゆ ら がし 「 西陣 に 生 きる」 と い う 生 活 共 同体 の ア イデ ン テイテ イー に鋭 い 痛 み、
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を 与 え る 。 幼 少 期 よ り 「 西 陣 村 」 で 自 己 形 成 を 遂 げ 、 ラ イ フ ・ ヒ ス ト リ ー の 大

部 分 を 西 陣 で 刻 ん で き た 織 手 の 存 在 の 深 い 部 分 に 亀 裂 を 生 む 。 美 の 文 化 圏 と

言 わ れ る 西 陣 共 同 体 のす ぐ れ て 人 間 的 な 関 係 が 再 生 不 可 能 な 事 態 に 追 い 込 ま

れる。

＜織手Ｆ氏（ ５ ３歳女性 ）談＞

時 折 織 元 の と こ ろ に 行 く と 、 歓 迎 し て く れ 綺 麗 な こ と ば か り 話 し て く れ ま す が 、 み な 嘘 で「

す 。 織 元 は 近 視 な の で す 。 西 陣 の 産 業 を 維 持 す る 努 力 は せ ず に 、 目 先 の こ と ば か り考 え て 、

安 い 労 賃 のた めに 西 陣 以 外 に発 注 し て し ま う の で す 」。

＜織手Ｋ 氏（ ５ ０歳男 性）談＞

西 陣 に き ち ん と し た 賃 金 シ ス テ ム が 存 在 せ ず 、 人 々 が 話 し 合 っ て 基 本 と な る 最 低 線 を 引 く「

の で す 。 そ の た め 非 常 に 複 雑 で 理 解 し に く い の で す 。 当 然 、 こ の 世 界 の 誰 も が 何 が 起 こ ろ う

と も 、 自 分 は 生 き 残 っ て い き た い と 願 っ て い ま す か ら 、 他 人 が 倒 産 し て も 、 自 分 だ け は そ の

他 人 の 犠 牲 の 上 に 仕 事 を 続 け た い と 考 え ま す 。 ど ん な に 厳 し い 経 済 不 況 で も 、 人 々 は ニ コ ニ

コ し て 表 面 で は 仲 良 う や っ て い る よ う に 見 せ て い ま す が 、 内 実 心 の 底 で は 、 競 争 心 が い っ ぱ

い な の で す 。 私 は 、 こ れ が 西 陣 を 複 雑 に し て い る 大 き な 原 因 だ と 思 い ま す 。 私 は 、 西 陣 で 生

ま れ 、 妻 は も う ２ ０ 年 も 西 陣 で 仕 事 を し て い ま す が 、 い ま だ に ふ た り と も 西 陣 を よ く 理 解 で き

な い の で す 」 (出 所 タ マ ラ ・ Ｋ ・ ハ レ ブ ン 「 技 能 と 技 術 の 間 － 京 都 伝 統 織 物 の 織 手 に よ る ラ。 :

イ フ コ ー ス の 主 観 的 構 成 （ 同 志 社 大 学 人 文 科 学 研 究 所 『 社 会 科 学 』 ４ ７ 号 １ ９ ９ １ 年 ）

こ のよ う な 技能 と技 術の成 熟に 至る過 程 、い い かえ れ ばス キ ルの伝承 の決定

的 な 条 件 は「 時 間 」 で あ り 、 主 な 伝 統 的 工 芸 品 の 技 能 の平 均 的 な 修 得 期 間は

非常 に長期 に渡 る過程である（表 参照 。7 ）
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（ 出 所 ： 通 産 省 『 伝 統 的 工 芸 品 産 業 －【表 伝統工芸の技術・技能の修得期間7 】

そ の 現 状 と 施 策 』 昭 和 ５ ６ 年 ）

こ う し た技 術 と技能 は、後 継者 難と生 産の海 外移 転によって 途絶 えよう と し て
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い る 。 特 に 、 海 外 移 転 が 困 難 な 高 付 加 価 値 製 品 を 生 み 出 す 技 能 ほ ど 国 内 で の

後 継 者 の枯 渇 に 直 面 し 、 技 能 の伝 承 が切 実 に 問 わ れ て い る 。 通 商 産 業 省 （ 現

経 済 産 業 省 ） の 「 伝 統 的 工 芸 品 の 振 興 に 関 す る 法 律 」 は 、 ま さ に こ の 課 題 に

応え よう と して登場し た。

５） ｢伝統的工芸品 産業振興法 ｣改訂の意義 と限界

「 伝 統 的 工 芸 品 産 業 の 振 興 に 関 す る 法 律 （ 以 下 伝 産 法 と 略 記 ） は 、 高 度」

成 長 期 の 工 業 化 の な か で 基 盤 を 喪 失 し た 伝 統 産 業 へ の 再 評 価 を 背 景 に 、 １ ９ ７

４ 年（ 昭 和４ ９年 ） に ５会 派共 同 提案 の議員 立 法とし て 成立 し た。 前 年に作 成さ

れ た 日 本 社 会 党 政 策 審 議 会 案は 「 伝 統 的 地 場 産 業 振 興法 案 」 で あ り、 自 由 民
．．．．．．．

主 党 案 は 「 伝 統 的 民 芸 品 産 業 振 興 法 案 」 と な って お り （ 傍 点 筆 者 「 伝 統 的）、
．．．．．．

工 芸 品 」 の地 場 産 業 的 側 面 と工 芸 品 的 側 面 の違 い が表 れ て い る が、 最 終 的 に

「 伝統 的工 芸品 」に決 まった 「 伝統 的地 場産 業」 は広く 地域中 小農 工業 製品。

も 含 ま れ 、 逆 に 「 伝 統 的 民 芸 品 」 は 非 産 業 的 な 日 用 品 を 含 む か ら 、 特 に 文 化

、「 」財保 護法の対象となら ない 産業化された工芸品を 対象とする 伝統的工芸品

とい う用語が採用された。

な お 「 伝 統 的 工 芸 品 」 の 「 的 」 の 意 味 に つ い て 、 経 済 産 業 省 は 「 工 芸
． ．

品 の 特長 と なっ て い る 原材 料や 技 術・技 法の 主 要な部 分が 今 日ま で 継承 さ

れ て い て 、さ ら に、 そ の 持ち 味を 維持し なが ら も、 産業 環境 に適 す るよ う に

改 良 を 加 え た り 、 時 代 の 需 要 に 即 し た 製 品 作 り が さ れ て い る 工 芸 品 」 と し

て い る 。ま た伝 統的 工芸 品 を制 作す る ため に 不 可欠 の 用具 や 材料 も 「 伝統

的 工 芸 用 具 」 或 い は 「 伝 統 的 工 芸 材 料 」 と し て 指 定 さ れ る が 、 そ の 要 件

は 下 記の 「 日用品 」規定 を除い た全 て であ り、伝 統的工 芸品の 産地に 含 ま

れていないことが 必要とされる。

伝 産 法 第 １ 条 （ 目 的 ） では 「 こ の法 律 は 、 一 定 の 地 域 で 主 と し て 伝 統 的 な、

技 術 ま た は 技 法 を 用 い て 製 造 さ れ る 伝 統 的 工 芸 品 が 、 民 衆 の 生 活 のな かで は

ぐ く ま れ 受 け 継 が れ て き た こ と 及 び 将 来 も そ れ が 存 在 し 続 け る 基 盤 が あ る こ と

に 鑑 み 、 こ のよ う な 伝 統 的 工 芸 品 の産 業 の振 興を 図り 、 もっ て国 民 の生 活 の豊
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か さと 潤 い を 与 え る と とも に 地 域 経 済 の 発 展 に 寄 与 し 、 国 民 経 済 の健 全 な 発 展

に 資す るこ とを 目的 とす る」 と高ら かに 歌い あ げ （傍 線部 筆 者 、製 品特性 とし）

て 、 [地 域 性 ]・ [伝 統 性 ]・ [民 衆 生 活 性 ]の三 要 素 を あ げ てい る。 通 商産 業 省 が

認 定 し て い る 伝 統 的 工 芸 品 は 、 繊 維 、 陶 磁 器 、 漆 器 な ど １ ９ ４ 品 目 が あ る が 、

そ の ほ と ん ど は 脆 弱 な 中 小 零 細 経 営 で あ り 、 後 継 者 難 、 原 材 料 の 確 保 、 販 路

開 拓 、 海 外 輸 入 品 な ど 多 く の 問 題 を 抱 え て い る （ 表 参 照 。 次 に こ の よ う な8 ）

産地 の実態に対す る、伝産 法の有効性 につ い て検討したい 。

出 所 伝 統 的 工 芸 品 産 業 振 興 協 会 『 伝 用 的 工 芸 品【表 日 本の伝統的工 芸品産地】 (8 :

総 覧 ）』
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伝 産 法 第 ２ 条 （ 指 定 要件 ） で は、 ① 主と し て 日 用品 で ある こ と、 ② 製 造工 程

の 主要 部 分 が手 工 業 的で あ るこ と、 ③ 伝 統 技術 ・ 技 法 によ って 製 造 され るも の

で あ る こ と 、 ④ 伝 統 的 に 用 い ら れ た 原 材 料 が 主 た る 原 材 料 と し て 用 い ら れ て い

る こ と 、 ⑤ 一 定 の地 域 にお い て 少 な い な い 者 が 製 造 に 従 事 し て い る こ との 五 要

件を 挙げ（傍線部筆 者 、実施要項で具体的に次のように規定し ている。）

１ ，主として日 常生活で使われてい るもの

冠 婚 葬 祭 や 節 句 な ど の よ う に 、 一 生 あ る い は 年 に 数 回 の 行 事 で も 、 生 活 に 密 着 し一

般 家 庭 で 使 わ れ る 場 合 は 「 日 常 生 活 」 に 含 み ま す 。 工 芸 品 は 「 用 の 美 」 と も い わ、 、

れ 、 長 い 間 多 く の 人 の 目 や 手 に 触 れ る こ と で 、 使 い や す さ や 完 成 度 が 向 上 し ま す 。 ま

ま た 色 ・ 紋 様 ・ 形 は 、 日 本 の 生 活 習 慣 や 文 化 的 な 背 景 と も 深 く 関 わ っ て い ま す 。

２ ，製造工程の主要部分が手作り

す べ て 手 作 り で な く て も 差 し 支 え あ り ま せ ん 。 が 、 製 品 の 品 質 、 形 態 、 デ ザ イ ン な

ど 製 品 の 特 長 や 持 ち 味 が 損 な わ れ な い よ う な 補 助 的 工 程 に は 、 機 械 を 導 入 す る こ と が

可 能 で す 。 製 品 一 つ 一 つ が 人 の 手 に 触 れ る 工 程 を 経 る の で 、 人 間 工 学 的 に も 妥 当 な

寸 法 法 や 形 状 と な り ま す し 、 安 全 性 も 備 え て い ま す 。

３，伝統的技術または技法によって 製造

伝 統 的 と は お よ そ １ ０ ０ 年 以 上 の 継 続 を 意 味 し ま す 。 工 芸 品 の 技 術 、 技 法 は 、 １ ０ ０ 年

以 上 、 多 く の 作 り 手 の 試 行 錯 誤 や 改 良 を 経 て 初 め て 確 立 す る と 考 え ら れ て い ま す 。 技

術 と 技 法 は 一 体 不 可 分 の も の で す が 、 ど ち ら か と い え ば 、 技 術 は 「 技 術 を 磨 く 」 と、

い わ れ る よ う に 「 一 人 一 人 の 作 り 手 の 技 量 「 精 度 」 に 関 わ り が 強 く 、 技 法 は 、、 」
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「 原 材 料 の 選 択 か ら 製 法 に 至 る ノ ウ ハ ウ の 歴 史 的 な 積 み 重 ね 」 に 関 わ る も の と い え ま

す 。 伝 統 的 技 術 、 技 法 は 、 昔 か ら の 方 法 そ の ま ま で は な く 、 根 本 的 な 変 化 や 製 品 の

特 長 を 変 え る こ と が な け れ ば 、 改 善 や 発 展 は 差 し 支 え あ り ま せ ん 。

４，伝統 的に使用されてきた 原材料

３ と 同 様 に 、 １ ０ ０ 年 以 上 の 継 続 を 意 味 し 、 長 い 間 吟 味 さ れ た 、 人 と 自 然 に や さ し

い 材 料 が 使 わ れ ま す 。 な お 、 既 に 枯 渇 し た も の や 入 手 が 極 め て 困 難 な 原 材 料 も

あ り 、 そ の 場 合 は 、 持 ち 味 を 変 え な い 範 囲 で の 同 種 の 原 材 料 に 転 換 す る こ と は 、

伝 統 的 で あ る と さ れ ま す 。

，一定の地域で産地を形成５

一 定 の 地 域 で 、 あ る 程 度 の 規 模 の 製 造 者 が あ り 、 地 域 産 業 と し て 成 立 し て い る

こ と が 必 要 で す 。 あ る 程 度 の 規 模 と は 、 １ ０ 企 業 以 上 ま た は ３ ０ 人 以 上 が 想 定 さ れ

ま す 。 個 々 の 企 業 だ け で な く 、 産 地 全 体 の 自 信 と 責 任 に 裏 付 け ら れ た 信 頼 性 が

あ り ま す 。

（ 出 所 ： 通 商 産 業 省 『 伝 統 的 工 芸 品 産 業 振 興 実 施 要 領 』 昭 和 ６ ０ 年 ５ 月 ２ ７ 日 付 け

６ ０ 生 局 第 ２ ６ １ 号 ）

伝 産法 は、 衰 退し てい く 伝 統的 和装 産地 への支 援 をお こな う 戦後 初め ての制

度 とし て評価 されるが 、具体 的な 指定 要件 の有効 性につ い ては充分 に吟味 しな

ければな らない 。

① の 「 日 用 品 」 規 定 は 、 伝 産 品 本 来 の 趣 旨 から 当然 の 規 定 であ る が、 造 形

美 な ど の 付 加 価 値 を 付 け て ズ レ が 生 じ る 場 合 が 予 想 さ れ 、 製 品 差 別 化 へ の イ

ン セ ン テ イ ブ を 阻 害 し な い フ レ ク シ ビ リ テ イ ー が 必 要 で あ る 。 ② の 生 産 工 程 の

「 手 工 業 性 」 や ③ の 「 伝 統 技 術 ・ 技 法 」 の規 定 は 、 伝 産 品 の技 術 革 新 を ど う

評 価す るかに関連 し て く る。この具 体的 な指 定条 件は、 手作業 工程以 外の補助
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工 程 へ の 道 具 や 機 械 の 導 入 を 承 認 し て い る が 、 手 作 業 工 程 そ のも のの 技 術 革

新 へ の 支 援 は 認 め て い な い （ 傍 線 部 筆 者 。 つ ま り 、 伝 統 的 な 技 術 や 技 能 が）

後 継 者 難 で 継 承 が 危 ぶ ま れ て い る 実 態 に 対 応 す る 規 定 で は あ る が 、 技 法 や 技

能 の 機 械 化 や 近 代 化 を 挑 戦 的 に 推 進 し よ う と し て い る 産 地 や 業 者 に と っ て は 逆

効 果 と な る 可 能 性 が あ る 。 伝 統 技 法 に よ る 手 づ く り の よ さ を 継 承 す る 意 義 を 認

め た う え で 、 技 術 革 新 を 進 め る 創 造 的 な 企 業 家 精 神 を も 支 援 す る フ レ クシ ブ ル

要があ る 。な規 定にす る必

の は 、 伝統 的 な次 に ④ の 伝 統 的 な 原 材 料 の 規 定 を 考 え る 。 最 も 問 題 と な る

代 替材 が開 発 され た 場合 であ る。 例 えば 、 最近 急 速に 開発 が原 材料に 替わ る

進 ん で い る人 工 繊 維 や陶 磁 器 にお ける セ ラ ミ ック ス 、 扇 子 や和 紙 扇 骨 、 金銀 糸

に 替 わ る金 銀 箔 の 途絶 に よっ て海 外 から の代登場 ので あ り 、次 に国 内原 材料

発 生 し た 場 合 で あ る 。 伝 産 法 で は 「 持替 原 材 料 に 依 存 せ ざ る え な い 状 況 が

ち 味 を 変 え な い 範 囲 で の 同 種 の 原 材 料 に 転 換 す る こ と 」 は 認 め ら れ て い る

従っ て、原材が 、 １ ０ ０ 年 以上の 原材 料の 継続と い う 規定を 基本と し て い る 。

定 に変え る必料の 伝統性も、 個別の伝産 品 規の独自 の条 件 を考 慮し た 弾 力的 な

要があ る。

最 後に 産地 従 事者 の少な くな い 者 を「 １ ０ 企 業以 上、 ３ ０人以 上 の従事 者」 と

し 、 さ ら に 伝 統 性 を 「 １ ０ ０ 年 以 上 」 と 規 定 し て い る 点 に つ い て 検 討 す る 。 こ の

規 定 を 厳 密 に 適 用 す れ ば 、 小 規 模 産 地 約 ３ ３ ２ 産 地 （ ３ ３ ０ 品 目 ） と い う 全 産 地

の ４ ５ ％ に の ぼ る 産 地 が 指 定 外 と な り 、 実 際 に 指 定 外 と な っ た （ 日 本 伝 統 的 工

芸 品 協会 『 伝統 的 工芸 品総 覧』 参 照 。さ ら に申請 計 画を 出 せない 衰弱 した 産）

地 も あ り 、 埋 も れ た 産 地 を 再 生 さ せ る と い う 観 点 か ら も 、 こ の 規 定 は 見 直 す 必

要がある。

次 に 「 １ ０ ０ 年 以 上 ） 一 定 の 地 域 」 と い う 要 件 は、 技 法 と生 産 の 伝 播 に よ っ（

て 産地 が展開 して 、新 たな 産地 形成 をお こなった 場 合や、 立地 の優位 を求 めて

新産 地へ移住 した場合は、厳 密に云 えば指定 対象外となる。

伝 産 法 の 施 行 以 来 指 摘 さ れ て き た 以 上 の問 題 点 は、 そ の 後 の伝 統 的 工 芸 品

産 業 の危機 的 な 事態 によ って ます ま す 露わ に なっ てき た 。伝 産 法指 定 後 の伝産
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品 の生産 額・企業数 ・従事者 数の推 移をみ ると（表 ・ ・ 参 照 、生産額9 10 11 ）

は 、 昭 和 ５ ８ 年 ５ ４ ０ ６ 億 円 →平 成 １ ０ 年 ２ ７ ８ ４ 億 円 、 企 業数 昭 和 ５ ８ 年 ３ ０ ３ ３ ８ 社

→ 平 成 １ ０ 年 １ ８ １ ８ ７ 社 、 従 事 者 数 昭 和 ５ ８ 年 ２ ４ ． ２ 万 人 → １ ０ ． ３ 万 人 へ と 激 減

し 、 尚 か つ 年 齢 構 成 に お け る 高 齢 化 が 一 段 と 進 ん で い る （ 経 済 産 業 省 伝 統 的

工芸 品産業振興課資料より 。）

【 表 生産額の推移及び伝産従事者 １ 人当たり生産額】9

【 表 企業 数の推移及 び伝産企 業 １社当た り生 産額】10

【 表 従事者数と年齢構成の推移】11
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最 大 の 問 題 は 、 産 地 に お け る 新 規 従 業 者 数 の 絶 対 的 衰 滅 であ り、 伝 産 品 指

定 産地 （ １ ７ ４ ）に おける以 下 の規模 別産 地一 覧 を み れば 、 ５ １ 産地 が新規 参入

者 が ゼ ロ で あ り 、 １ ０ ０ 人 以 上 は １ ７ ４ 産 地 のう ち ７ 産 地 に 過 ぎ な い 。 有 松 ・ 鳴 海

絞は １ １～ ２ ０人、京 鹿の子絞は １ ０ ０ 人を 確保してい る。

（ 出 所 ： 伝 統 的 工 芸 品 産 業 審 議【 年 間 新 規 従 事 者 確 保 数 の 規 模 別 産 地 一 覧 】

会 平 成 ３ 年 資 料 よ り ）



- 34 -

こ の よ う な 伝 産 法 の 問 題 点 を 改 善 す る た め に お こ な わ れ た １ ９ ９ ２ 年 （ 平 成 ４

年） と ２ ０ ０ １ 年（平 成 １ ３年 ）の２次にわ たる改訂の内 容を検討した い。

第 １ 次 改 訂 に 向 け た 伝 統 的 工 芸 品 産 業 振 興 会 の答 申 『 新 た な 伝 統 的 工 芸 品

産 業 の 振 興 の 在 り 方 に つ い て （ １ ９ ９ １ 年 ） は 、 伝 産 法 成 立 後 「 遺 憾 な が ら 必』

ず し も 振興 の成 果 があ がっ てい るとは 言え な い 状 況 があ る （Ｐ １ ４ 「 早晩 消」 ）、

滅 するおそれが大きい と言 って も過言ではない （Ｐ ７ ）とい う 危機感から 「要」 、

す れ ば 伝 統 的 工 芸 品 産 業 の振 興 に 関 す る法 律 を 見 直 す こ と が必 要 で あ る （ Ｐ」

１ ３）との提言 をおこなった（表 参照 。12 ）

（ 出 所 ： 筆 者 作 成 ）【表 伝統的工芸品産 業振興法の対 比表12 】
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伝 統 的 工 芸 品 産 業 審 議 会 答 申 は 、 旧 伝 産 法 に よ る 一 定 の成 果 を 評 価 し た 上

で 、 現 状 の 危 機 的 な 実 態 を 指 摘 し 、 そ の 原 因 を 主 と し て 生 活 様 式 と 青 年 の 変

化 い う 外 部 環 境 に求 め 、 そ れ に 対 応し 得 な かった 産 地 の 問 題 点 を 明 ら かに し て

い る が 、 旧 伝 産 法 の 指 定 要 件 や 支 援 対 象 の 範 囲 な ど に は 具 体 的 に 触 れ て い な

い 。こう して第一次伝産 法改正の内容 は、極 めて不十分なものとなった 。

第 １ 次 改 訂 を み ると 、 旧 伝 産 法 で問 題 を 指 摘 され て い た 第 １ 条 [目 的 ]、第 ２ 条

[指 定 等 ]は 変 更 せ ず 、 新 た に 第 ３ 条 [基 本 指 針 ]を 起 こ し 、 通 産 大 臣 の基 本 指 針

策 定 義 務 を 規 定 し 、 基 本 方 向 、 後 継 者 育 成 、 技 法 の継 承 と改 善 、 需 要 開 拓 、

新 商品 開 発に対 す る戦 略的 な 指針 策定 を 政府 の義務 規 定とし た 。さら に、 旧伝

産 法 の製 造 組 合 の「 振 興 計 画 」 に 追 加 し て 、 新 た に 販 売 組 合 の 需 要 開 拓 「 共

同 振 興 計 画 （ 第 ６ 条 ） へ の 補 助 制 度 を 新 設 し 、 ま た 第 ７ 条 「 活 用 計 画 」 を 新」

設 し 、 業 者 と 製造 組 合 によ る新 製 品 開 発 への支 援 を 規 定 し た 。さ ら に 、 後継 者

確保 ・消費者交流支援事業 をおこなう 「支援計画」への補助制度を創設 した。

注 目す べ きは 、こ の「支 援 計画 」の作成 主体 が限定 されて い ない ことで ある。

ま た 第 １ ７ 条 の 標 示 規 定 で は 、 従 来 生 産 と 販 売 組 合 が 伝 産 品 表 示 を お こ な っ

、 。 、てい た規定を 改め 製造組合のみ が表示を 行えることにし ている 第 １ ８条 では

通 産 大 臣 の 「 指 導 及 び 助 言 ]の対 象 が 「 製 造 業 者 」 の み で あ った 規 定 を 「 製、

造及 び販売業 者」に拡大してい る。

第 ２ ２ 条 [協 会 の 業 務 ]で 、 伝 統 工 芸 士 認 定 権 の 明 文 化 （ 第 ８ 項 、 情 報 提 供）

業務 （第９項）を挿 入し、伝産協 会の業務を 拡大した 。

以 上 の よ う に 、 第 １ 次 伝 産 法 改 定 は 、 旧 伝 産 法 の 認 定 要 件 や 支 援 規 定 の 改

善 な ど の 問 題 を 残 し て は い る が 、 新 製 品 開 発 、 需 要 開 拓 、 後 継 者 育 成 と い う

緊 急 の 課 題 に 対 す る 支 援 を お こ な う と い う 前 進 的 な 改 訂 を お こ な っ た 。 し か し
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第 １ 次 改 訂施 行 直後 から 生 産 額・ 企 業数 ・ 従業 員数 とも に激減 し 、産 地 の衰弱

は一層進んだ 。なぜ第 １ 次改訂は不発に終わったのか。

第 １ 次 改 訂 の 問 題 点 に つ い て 、 政 府 は 「 共 同 振 興 計 画 や 活 用 計 画 等 の ス キ

ー ム の利用 が非 常に低 調であ った。 想定 して い た経 済環 境がそ の後 大き く 変化

し た こ と 、 制 度 と 産 地 の 実 態 が 乖 離 し 、 産 地 の 事 業 者 に と っ て 必 ず し も 利 用 し

や す い 制 度 で は な く な っ た 。 バ ブ ル 崩 壊 以 降 、 産 地 問 屋 な ど の 既 存 の 流 通 経

路 が役 割 、 機 能 を 低 下 さ せて 流 通 構 造 が 変 化 す る な かで 、 産 地 側 で 共 同 振 興

計 画 が 想 定 し て い た 販 売 協 同 組 合 よ り も 、 百 貨 店 等 の 個 別 の 販 売 業 者 と 計 画

を 作 成 、 実 施 す る ニ ー ズ が 増 加 し た 。 当 初 の 活 用 計 画 で は 、 新 会 社 や 新 し い

研 究 施 設 の 導 入 、 新 商 品 開 発 の 投 資 を 想 定 し て い た が 、 経 済 不 況 で 難 し く な

（ 平 成 １ ３ 年 ３ 月 ２ ８ 日 第 １ ５ １ 回 国 会 衆 議 院 経 済 産 業 委 員 会っ た 」 と指 摘 し て い る

。 第 ２ に 、 さ ら に 運 用 上 の 問 題 と し て 、 振 興 画 作 成 の松 田 岩 夫 経 済 産 業 副 大 臣 ）

膨 大 な 実 務 を 遂 行 す る 事 務 局 体 制 が 弱 く 、 産 地 指 定 を 受 け な が ら 計 画 作 成 力

が 不 足 し て い る 産 地 が 生 ま れ た 。

こ う し た 第 １ 次 改 訂 の 弱 点 を 踏 ま え た 再 検 討 を 経 て 、 第 ２ 次 改 訂 が 浮

上 す る 。 第 ２ 次 改 訂 の趣 旨 を 経 済 産 業 省 は次 の よう に説 明 し て い る 。

「 近 年 、 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 進 展 、 大 量 消 費 社 会 の 定 着 、 安 価 な 輸 入 品 の 増 大 、 情

報 革 新 の 急 展 開 な ど に よ る 国 民 の 生 活 様 式 の 変 化 や 長 引 く 経 済 不 況 等 を 背 景 と し て 、 伝 統 工

芸 品 の 売 上 げ が 低 迷 す る と と も に 、 そ れ に 伴 う 経 営 難 や 後 継 者 不 足 が 生 じ る な ど 、 伝 統 的 工

芸 品 を め ぐ る 現 状 は 極 め て 深 刻 化 し て い る 「 伝 統 的 工 芸 品 の 売 上 げ は 年 々 減 少 の 一 途 を」、

た ど っ て お り 、 こ の ま ま で は 伝 統 的 工 芸 品 産 業 の 存 立 自 体 が 危 ぶ ま れ る 状 況 に あ る 。 他 方 、

伝 統 的 工 芸 品 産 業 は 、 そ の 性 質 上 、 い っ た ん 途 絶 え て し ま っ た 場 合 に は 容 易 に 再 生 す る こ と

が で き な い も の で あ り 、 一 刻 も 早 く 伝 統 的 工 芸 品 産 業 の 自 律 的 発 展 を 促 す た め の 法 制 度 の 見

直 し を 行 わ な け れ ば 、 手 遅 れ に な り か ね な い （ 経 済 産 業 省 『 伝 産 法 一 部 改 正 案 目 的 お よ」

び 必 要 性 ） と 深 刻 な 危 機 感 を 表 明 し て い る 。』

第 ２ 次 改 訂は 、 従 来の 伝産 法 パ ラ ダイム を 転 換 す る 画期 的 な 内 容 を 持 って い

る 。 そ れ は 、 戦 後 一 貫 し て 追 及 さ れ て き た 産 地 の 「 共 同 化 」 重 点 政 策 か ら 、
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個人 やグループの創造的 な企業家精神支援 へと大転換し たことであ る。

第 ２ 次 改 訂 の 特 徴 の 第 １ は 、 伝 統 的 工 芸 品 認 定 の 申 請 主 体 が 製 造 組 合 に 限

定 さ れ て い た の を 「 伝 統 的 工 芸 品 と し て 指 定 さ れ る よ う 経 済 産 業 大 臣 に 申 し、

出 るこ との出来 る主 体に 、工 芸品 を 製 造す る事 業者 を 直接 又は 間接 の構成 員 と

す る 団 体 を 追 加 す る こ と 」 と し て 、 任 意 団 体 へ 拡 大 し た こ と で あ る （ 下 線 部 筆

者 。）

第 ２ は、振 興計 画の作 成主体 を 「 振興 計画の作 成主 体に、 伝統 的工芸 品を、

製 造 す る 事 業 者 を 直 接 又 は 間 接 の構 成 員 とす る 団 体 を 追 加 す る こ と （ 経 済 産」

業 省 『 法 律 案 要 綱』 第 ３ ） とし て 、 創 造 的取 組 み を お こ なう グルー プや 個人 営

業者 などの任意団体 へ拡大 したことである（傍線部筆者 。）

第 ３ は 、 共 同 振 興 計 画 の 作 成 主 体 を 産 地 の 販 売 協 同 組 合 に 限 定 し て い た の

を 「 共 同 振 興 計 画 の 製 造 者 側 の 作 成 主 体 に 、 伝 統 的 工 芸 品 を 製 造 す る 事 業、

者 を 直 接又 は間 接 の構 成員 とす る 団体 を 追加 す るととも に、 販売 者側 の作 成主

体に 伝統的工芸品を 販売する事業者を 追加すること 第 ７条・ ８ 条関係 経、 （ ）」（

済 産 業 省 『 改 正 案 要 綱 』 第 四 ） と し て 、 特 に 需 要 開 拓 の 作 成 主 体 を 、 従 来 の

よ う に 製 造 業 者 の 販 売 協 同 組 合 な ど に 限 定 せ ず 、 百 貨 店 や 商 社 な ど の 流 通 ・

販 売 事業 者へ 拡大 し たこ とであ る（ 傍線 部筆 者 。 第）

４ は、 従 来 の新 商 品開 発 を 支 援 す る活 用 計 画を 再 編 成 し 「 活 用計 画 を 発展 的、

に 解 消 し 、 伝 統 的 工 芸 品 を 製 造 す る 事 業 者 又 は 特 定 製 造 協 同 組 合 等 で な い 製

造 協 同 組 合 等 （ 経 済 産 業 省 注 産 地 の 製 造 事 業 者 の 過 半 数 が 参 加 し て い る 団

体 を 除 く ） が 、 需 要 の 開 拓 、 新 商 品 の 開 発 等 に 関 す る 事 業 で あ っ て 伝 統 的 工

芸 品 産 業 の 活 性 化 に 資 す る も の （ 活 性 化 事 業 ） に 関 す る 計 画 （ 活 性 化 計 画 を

作 成 し 、 経 済 産 業 大 臣 の 認 定 を 受 け る こ と が で き る も の と す る （ 経 済 産 業 省」

『 法 律案 要 綱 』第 ５） とし て 、 個々 の事 業者 や個 人に よる「 活性 化 計画 」を 新

設 し たこ とであ る（ 下線 部筆 者 。）

第 ５ は 、 同 時 に 「 活 用 計 画 を 発 展 的 に 解 消 し 、 伝 統 的 工 芸 品 を 製 造 す る

事 業 者 又 は製 造 協 同組 合 等 が、 他 の伝 統 的工 芸 品 を 製 造 す る事 業者 又 はそ の

者 を 構 成 員 とす る製 造 協 同 組 合 等と とも に、 連 携 し て 実施 す る 活 性化 事 業（ 連

携 活 性 化 事 業 ） に 関 す る 計 画 （ 連 携 活 性 化 計 画 ） を 作 成 し 、 経 済 産 業 大 臣 の
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」（ 『 』 ） 、認定 を受けることができるものとす る 経済産業 省 法律案 要綱 第６ と し

異 業 種 提 携 を め ざ す 「 連 携 活 性 化 計 画 (仮 称 )」 を 創 設 し た 点 に あ る （ 下 線 部

筆者 。）

第 ６ は 、 従 来 の 支 援 措 置 で あ っ た 産 業 基 盤 整 備 基 金 の 出 資 、 中 小 企 業 信 用

保 険 法の特 例 、 増加 試 験研 究 税制 を 「 利用 し やす い 支 援制 度に 改め るべ き と、

の 産 地 か ら の要 望 （ 経 済 産 業 省 『 今 次 改 正 に よ る 主 な 変 更 点 に つ い て ） に」 』

も と づ い て 、 税 制 優 遇 措 置 を 廃 止 し 「 経 費 の 補 助 （ 法 律 補 助 」 と い う 予 算、 ）

措置 による単独支援に切り替えた ことである（表 参照 。13 ）

第 ７ は 、 振 興 計 画 作 成 の 実 務 改 善 と し て 、 地 方 分 権 一 括 法 制 定 の な か で 、

振 興計 画本 文を ２ ８ 頁 から ２ ５ 頁 に短縮 し 、様 式面で １ ０ ４ 頁を １ ６頁 に簡素化 し、

産 地 の事 務 処 理 を 簡 潔 に し た 点 で あ る。 以 上 の 第 ２ 次 改 訂 の 内容 は次 のよ う に

整理 される（表 参照 。13 ）

（ 出 ： 経 済 産 業 省 伝 統 的 工 芸 品 産 業 振 興 課 資 料 ）【表 新 伝産法基本ス キーム13 】
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こ の よ う な 改 正 点 を ど う 評 価 す べ き だ ろ う か 。 第 １ に 、 伝 産 品 認 定 の 申 請 主

体 を 産 地 製 造 組 合 か ら 任 意 団 体 へ 拡 大 し た こ と は 、 産 地 の 製 造 組 合 が 結 成 さ

れ てい ない か、 また は解体 ない し 機能 を 停止し てい る一部 の産地の実態 に対応

す る も の で あ り 、 申 請 主 体 の 条 件 は 明 ら か に 改 善 さ れ て い る 。 第 ２ は 「 振 興、

計 画 」 と 「 活 性 化 計 画 」 に お い て 、 作 成 主 体 を 意 欲 あ る 個 人 や グ ル ー プ に 拡

大 し た点 を どう 評 価す るかであ る。確 かに従来 の共同化 は、 参加企 業の資 本力

や 経 営 力 量 の 格 差 に よ って 、 自 主 性 や 共 同 仕 入 れ の 価 格 、 事 業 内 容 （ 零 細 業

者 は 経 営 指 導 の強 化 を 求 め 、 安 定 業 者 は 本 部 経 費 の 削 減 を 求 め る 等 ） を め ぐ

る 混 乱 が あ り 、 離 脱 を 生 じ る よ う な 傾 向 も あ っ た 。 ま た 創 造 的 、 革 新 的 な グ ル

ー プ を 認 定 の 対 象 に し な い と い う 実 態 も あ っ た 。 こ のよ う な 問 題 の解 決 は 当 然

必 要であ るが、逆 に零 細経営 の限界 を乗 り越え る共 同化 戦略を 積 み 上げ てきた

産 地 も 確 実 に 存 在 し て い る 。 問 題 は 、 個 人 や グ ル ー プ の 創 造 的 事 業 活 動 へ の

支 援 が、 産 地 内 企業 のセ ク ト 的 な 競争 を 誘 発さ せな い よ う な歯 止 め があ るかな

い かである。

工 程 単 位 の 個 人 や グ ル ー プ の 活 性 化 計 画 に つ い て も 「 産 地 全 体 の 活 性 化、

（ 岡 本 巌 政 府 側 参 考 人 第 １に 資 す る も のに つ い て も 活 性 化 計 画 の対 象 に な り 得 る」

と し て い る 点 を 積 極 的 に 位 置 づ け 、 産５ １ 回 国 会 参 議 院 経 済 産 業 委 員 会 議 事 録 第 ６ 号 ）

地 の 全 体 的 な 活 性 化 の 一 部 と い ｓ て 位 置 づ け て い る こ と を を 押 さ え る 必 要 が あ

る。

第 ３ は 、 需 要 開 拓 の「 共 同 振 興 計 画 」 へ 流 通 や 小 売 業 者 の参 加 を 認 め る 点

を ど う 評 価 す る か で あ る 。 確 か に 深 刻 な 伝 産 品 市 場 の 不 況 の な か で 、 流 通 ・

小 売 業 と 連 携 し た 販 路 開 拓 は 重 要 で あ る 。 注 意 す べ き は 、 す で に 和 装 業 界 な

ど で、 産地を 無 視し た無 秩序 な海 外生 産を おこな う 商社 の行動 が、産 地を 混乱
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に 追い 込 んでい る 実態 があ ることで ある 。流 通や 小売 業の参 入が、 実質 的に大

商 社 や 百 貨 によ る 産 地 流通 シ ス テ ム の支 配 を 招 か ない よう な 認 定 基 準 が求 め ら

れる。

第４ に、 支援 措 置 から 税制 優 遇措 置 を 廃 止し た こ とは、 産 地業 者 の簡 素化 の

要 望に応 えた ものとされ る。伝 統的 工芸 品産業 の多 くは、小 規模企 業（平 均従

業 員 ４ 、 １ 人 ） で あ り、 そ のう ち の ２ ， ４ 人 が事 業 主 や 家 族 労 働者 で 占 め ら れ て

い る。 こ のよう な家 族 労 働 に支 え ら れ た 伝 統 的工 芸 品 産 業 に対 す る税 制 優遇 措

置 は、 自家 労賃 の認 定、 家族 従業 者の控 除、自 宅の損 金算 入、技 能費 用の控

除な どを新設・拡充す 方向で検討されるべ きではなかったか。

第 ２ 次 改 訂 で 残 さ れ た 点 は 、 伝 産 品 の 指 定 要 件 で あ る 地 域 性 や 原 材 料 な ど

の 問 題 で あ り 、 伝 統 工 芸 士 認 定 制 度 と 認 定 外 に 放 置 さ れ て い る 職 人 へ の 支 援

や 、 後 継 者 育 成 の た め の 職 人 育 成 制 度 の 整 備 の 問 題 で あ る 。 １ ９ ９ ２ 年 か ら 実

施 さ れ て い た 伝 統 的 工芸 品 産 業 技 術習 得 奨 励 事業 （ 自 転 車振 興 会 補 助 事業

１ 年 限 り １ 人 ３ ０ 万 円そ の後 ２ ０万 円 約 １ ２ ０ 名 実施 ） が ２ ０ ０ ０ 年度 から 廃止 され

て い る 点は 、正 規 の補 助事 業 とし て 早急 に 復活 す べ きで あろ う 。伝 統 工芸 士 の

社 会 的 認 知 に つ い て は 「 重 要 無 形 文 化 財 保 持 者 （ 人 間 国宝 （ 年 額 ２ ０ ０ 万、 ）」

円 助 成 「 卓 越 し た 技 能 者 （ 現 代 の 名 工 （ １ ０万 円 の報 奨 金 ） な ど と同 じ）、 ））」

く 特 典 制 と し 、 受 験 料 （ ７ 千 円 ） と 登 録 料 （ １ 万 円 ） の 負 担 を 解 決 し な け れ ば

なら ない 。

昭 和６ ３ 年 に伝 産 協会 がお こな った 伝 統 工芸 士へ の「仕 事 上の悩 み や問 題」

ア ンケ ー ト を み る と、 第 １ 位 が「 後 継 者不 足 」 で あり 、次 い で 「技 術 に見45,9%

合 っ た 収 入 が な い 」 「 需 要 の 衰 退 」 で あ り 、 後 継 者 と 加 工 賃 ・ 需43,7% 33,6%、

要問 題が浮き彫りとなっている。

【 】 ）仕事上の悩みと問題 (出所 伝産 協会昭和 年伝統工芸士ア ンケー トから: 63
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さ ら に 、 最 も 重 要 な こ とは 、 海 外 生 産 と 海 外 製 品 輸 入 に 対 す る 対 応 が な い こ

と で あ る 。 特 に 産 地 の 要 求 が 強 い 原 産 地 表 示 規 定 や セ ー フ ガ ー ド 条 項 に 関 す

る 規 定 が 求 め ら れ る 。 ま た 、 今 回 初 め て 登 場 し た 情 報 化 支 援 政 策 が 、 伝 統 的

産 業 振 興 協 会 の業 務 に 限 定 され 「 基 本 指 針」 に 採 りあ げ ら れ てい な い 点 であ、

る 。 市 場 高 感 度 製 品 の Ｑ Ｒ 供 給 を 実 現 す る 情 報 化 戦 略 は 、 基 本 施 策 に 規 定 す

べ きで はな か った か 。 な ぜ な ら 情 報 化 の導 入 に 要 す る初 期 投 資 や ラ ン ニン グコ

ス トは、零細規模の伝産業界にとって 特に負 担が重い から である。

以 上 第 ２ 次 改 訂 の 内 容 を 検 討 し て き た が 、 改 訂 の 焦 点 は 伝 統 的 工 芸 品 産 業

振 興 の 基 本 理 念 が 転 換 し た の か ど う か に あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 理 念 法 で あ る

上 位 法と し ての中 小 企業 基 本 法の改 正 （ １ ９ ９ ９ 年 ）と の関連 であ る。 新 中 小企

業 基本 法 は、従 来の理念 であ る「不 利の是正 「 格差 の是正 「 従業者 の地位」 」

」 、「 、 」向上 は 一律・硬直的な保 護政策は 中小企業全体の活力を 喪失させる

（ 中 小 企 業 政 策 審 議 会 答 申 ） と し て 「 経 営 の 革 新 「 創 業 支 援 」 政 策 へ『 』 、 」

転 換 し 、 政 策 対 象 の 重 点 を 産 地 組 合 か ら 個 別 企 業 の 経 営 に 移 行 し 、 地 域 集 積

産 業 や 地 場 産 業 を 施 策 対 象 か ら は ず し た 。 中 小 企 業 の 範 囲 を 、 小 売 り ・ サ ー

ビ ス を 除 い て 資 本 金 「 ３ 億 円 以 下 （ 旧 規 定 は １ 億 円 以 下 ） に 拡 大 し 、 従 来 の」

中 堅 企 業 を 組 み 入 れ 、 小 規 模 企 業 は 「 小 規 模 企 業 へ の 配 慮 （ 第 ８ 条 ） 事 項」

に過ぎ なくなった（表 参照 。14 ）
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【 表 新旧中小企業基 本法の対比表 （出所：筆者作 成）14 】
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一 方 で 、 新 中 小 企 業 基 本 法 は 「 交 流 又 は 連 携 及 び 共 同 化 の推 進 （ 第 １ ６、 」

条 ） を 創 設 し 、 事 業 革 新 を め ざ す 小 規 模 企業 群の ネ ッ トワ ー クに よ る、 新 製 品

創 造 や新 分 野進 出 を めざ す 取 り組 み を 支援 する とし てい る 。

このよ う な新 中小 企 業基 本法の理 念と、 伝統 的工 芸品 産業振 興法 の第 ２ 次改

訂 を 比 較 す る と 、 次 のよ う な 共 通 点 が あ る 。 第 １ に 、 創 造 性 に 富 ん だ 革 新 的 企

業 を 重視 し てい る こと、 第 ２ に 、ネ ッ ト ワー ク 型の交 流及 び連 携戦 略を 重 視し て

、 、 、 、い ること 第 ３に 支援の重点対象を 産地組 合から 個別事業者へ移し たこと

第 ４ に 、 海 外 生 産 と 海 外 輸 入 品 に 対 す る 対 応 策 が な い と い う 点 で あ る 。 こ れ ら

の 共 通性 は 、 従来 の「 一 律 ・ 硬 直的 な 保 護 政 策は 、 中 小企 業 の活 力 を 喪 失さ

せ る （ 中 小 企業 政 策審 議 会答 申 「組 合中 心の振 興 策では 限界 （ 経 済産」 『 』） 」

業 省 『 伝 産 法 の 基 本 的 理 念 ） と し て 「 個 別 企 業 に 着 目 し 、 企 業 の 緩 や かな』 、

連 携 を 支援 （ 経済 産 業省 『 伝産 法の基 本的 理 念 ）す る方 向 へ転換 す べ きだ」 』

と い う 基 本 理 念 の 転 換 に あ る 。 経 済 産 業 省 生 活 産 業 局 の『 伝 産 法 の 基 本 的 理

念 』 は 「 現在 の伝 産法 に よる振 興 策（ 組 合を 中 心 とし た 振興 策） の改 善の必、

要 性 」 の根 拠 を 「中 小 企 業 施 策の方 針 転 換組 合 中心 → 個別 企 業 に着 目企 業 の

緩やかな連携も支援」と説明し ている（図 ８ 参照 。）

【 図 経済産業省 生活産業局「伝産法の基本理念 】8 」
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以 上 の政 策 転 換 の過 程 を 問 題を 伝 統的 工 芸 品 産 業 振 興 法 改 訂の 審 議過 程 を

サ ー ベ イ す る な か で 、 詳 細 に 分 析 す る 。 政 府 に よ る 法 改 正 の 一 般 的 な 進 め 方

は 、 省庁 の該 当 部 局 が改 正 に向 け た 研究 グ ルー プを 立 ち 上 げ 、 主 管大 臣 が審

議 会 へ の 諮 問 を お こ な い 、 次 い で 審 議 会 に 設 置 さ れ た 特 別 委 員 会 が 必 要 に 応

じ てパ ブ リ ックコ メ ン ト を実 施 しな がら 改 定案 を 起草 し 、該 当部 局の事 前評価 を

経 た 後 に 、 審 議 会 で の 修 正 を 経 て 最 終 的 に 主 管 大 臣 に 提 出 さ れ 、 事 務 次 官 会

議 ・ 閣議 を 経 て国 会 提出 され るとい う 過 程 をた ど る。

年 （ 平成 １ ２ 年 ） ２ 月伝 統 的 工 芸 品 産 業振 興 法 の 改 定 過程 を み る と、 ２ ０ ０ ０

に 通 商 産 業 省 生 活 産 業 局 に 「 伝 統 的 工 芸 品 産 業 の 在 り 方 研 究 会 」 が 設 置

さ れ て 、 ６ 月 に は 通 産 大 臣 に 報 告 書 が 提 出 さ れ 、 ７ 月 に 通 産 大 臣 は 伝 統 的

、「 」工芸品産業審議会に対し ２ １ 世紀の 伝統的工芸品施策の在り方について

を 諮 問 し た 。 ９ 月 に 同 審 議会 に 基 本 問 題 検討 委 員会 が 設 置 さ れ 『 ２ １ 世紀、

の 伝統的工 芸品産業施策の あ り方に ついて ー 新たな生活文化の 創造に向 け

て （答申案） が作成さ れ、同時に並 行し て １ ０ 月から １ １ 月に かけ て パ ブリ』

ッ ク コ メ ン ト が 実 施 さ れ た 。通 産 省 生活 産 業 局 文化 関 連 産業 課 伝 統 的工 芸

品 産 業 室 は 、 こ の 『 答 申 方 針 案 』 に 対 す る 「 事 前 評 価 書 」 を 作 成 し 、 １ １

月に 伝統的 工芸品産業審議会 は『二一 世紀の伝統的工芸品 産業施策のあ

り 方 に つ い て ー 新 た な 生 活 文 化 の 創 造 に 向 け て （ 答 申 ） を 決 定 し 、 通 産』

大 臣 に 提 出 し た 。 次 は 、 通 産 省 研 究 会 の 『 報 告 書 』 と 伝 産 審 議 会 特 別 委
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員会の『答申案』及び 『答申』を対比し たもので ある（表 参照 。15 ）

【 表 】 (出所：筆者作成）15 通産省 ｢報告書 ｣･審議会 ｢答申案 ｣･｢答申 ｣対比表
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まず 通 産 省生 活 産 業 局研 究 会 『報 告 書』 は「 制 度・ 運 用 の硬直 化 」 を指 摘

、 、 、し ①指定申出主体が産地組合に限定され 組合がない 産地は指定されない

② 組 合 の 総 意 が 条 件 であ る た め 先 進 的 な 融 資 グ ル ー プを 支 援 で きな い 、 ③ 共

同 振 興 計 画 の 作 成 主 体 に 流 通 業 者 が参 加 でき な い 、 ④ 指 定 要 件 の地 域 と 技 法

の基 準が 硬直 化し 、 実態 から 遊離 し てい る等 の理 由を あ げて い る。① 、④ につ

い て は 早 急 な 改 善 が 必 要 で あ る が、 ② 、 ③ は 伝 産 振 興 政 策 の基 本 に 係 わ る 政

策 転 換 を 含 ん で い る 「 Ⅲ、 伝 統 的 工 芸 品産 業 施 策 の在 り方 ２ ，産 地 の活 力。

を 高めるための制度・運用の弾力化 は 次のような説明を おこなっている 下」 、 （

線部 筆者 。）

「 ２ ） 指定申 出及び 振興 計画に 係わる 見直し 現行の 「一産地一 振興計画 」を（

保持し つつ 、指定申出及 び振興計画に 関して次の とお り見直し を行う 。①現行法に

お い て は （ 中 略 ） 製 造 協 同 組 合 等 に 限 ら れ て い る が 、 未 指 定 産 地 に お い て （ 中、

略 ） 任 意 団 体 ・ グ ル ー プ を 加 え る 。 ② 振 興計 画 を 実 施 し て い な い 産 地 に 限り 、 実

施 主 体 に 任 意 団 体 ・グ ル ー プ を 加 え る （ ３ 「 や る 気 」 の あ る 任 意 団体 等 に 対 す。 ）

る 支 援策の 創設 例 えば 、取引現場 や デザイ ン 設計へ の Ｉ Ｔ導入 に 重点的に 取り組

む 、 内 外 の 同 種 の 工 芸 品 や そ の 関 係 者 を 集 め て 展 示会 や シ ン ポ ジ ウ ム を 開催 す る

、など先進的・革新的な取組であっ て産地の活性化に資する具体的な事業を計画し

実施し よ う と する 任意団体・グ ルー プ（場合に よっ ては 、同一産 地にお い て複数の

任 意 団体 ・ グ ル ー プ が 異 な る 事 業 を 計画 し 、 実施 す る こ と もあ り 得る ）や 組合 を。
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支 援する た めの 施策を 検討する （ ４）共同振興計 画に 係わる 見直し 共同振興計。

画 の実施 主体とし て、 任意の グ ルー プ、流通業 者や 小売業者（例え ば、百貨店や

ス ー パ ー 等 ）を 加 え 、 多 様化 す る 流 通 シ ス テ ム に 対応 し た 需要 拡 大へ の 取組 が 可

能 と な る 支 援 ス キ ー ム を 構築 す る （ ５ ） 支 援計 画 に 係 わ る 見 直 し こ れ ま で 、 支。

援計画は、主に 第 ３ セクターに よる 後継者育成・消費者交流センターの整備・運営

を 中心に 作成され、こ の計画に 基づ く 支援事業に 対して、国、地方公共団体から の

支援が 行われてき た。このよ う な支援計画の在り方を見直し、例えば、産地プロデ

ユ ーサ ー が伝統 的工芸品産業の 支援す る 事業を実 施する 場合に 、当該事 業を支援

し、こうした取組を促進するよ うに する 」。

『 』 、この通産省生活産 業会研究会 報告書 を受 けた 伝産審議会特別委員 会は

（ ）「 ， 」 、第 ２章 伝統的 工芸品産業の現状 ４ 法制度 上の問題点 において 「 １

産 地組 合を設 立し て い ない 場合に お い て は 、一定 数以上 の当 該事業 者に よ

る 共 同 の 指 定 申 出 を 認 め る 制 度 （ ２ ） 産 地 組 合 と （ 中 略 ） 販 売 事 業 者 と。

の 直 接 取 引 を 支 援 す る 制 度 （ ３ ） 産 地 の 活 性 化 に 資す る 革 新 的 ・ 画 期 的。

を 提 起 し 、 特 に 製 販な 事 業 を 行 う 意 欲 的 な 製 造 事 業 者 等 を 支 援 す る 制 度 」

の 直 接 取 引 を 支 援 す る と い う 産 地 流 通 シ ス テ ム を ゆ る が す 提 案 を お こ な っ て い

る（下線部筆 者 。）

伝 産 審 議 会 の 総 会 で は 、 特 別 委 員 会 の 提 案 に 対 し て 相 当 の 論 議 を 展 開 し た

も のと 予 測 でき る。 そ れ は 、 前 ２ 者の 提 案 の基 本を 踏襲 し つ つ も一 定 の歯 止 め

を かけて い る から で あ る。 第 １ は 、指 定 の申 出 主 体 を 「一 定 数 以 上の 事 業者 」

を 「 当該 事業 者 」に 緩和 して 、 指定 産地 を 拡大 し よう と し てい ること 、第 ２ は、

「 流 通 と 販 売 者 の 直 接 取 引 」 を 「 共 同 に よ る 需 要 開 拓 」 に 修 正 し 、 従 来 の 流

通 シ ス テ ム を 尊 重 し な が ら 、 百 貨 店 や ス ー パ ー の 無 制 限 の 介 入 に 歯 止 め を か

けた 点で あり、 この修正 は特に 重要 な意義 を 持ってい ると考 えら れる。第 ３に、

「 」 「 」 「 」伝統的原材 料の確保 の 伝統的 を 削除して単に 原材料・ 用具の確保

と し た 点 は、 非 伝 統的 原 材 料 を 事 実上 認 め るも ので あ る。 第 ４に 、原 案 の段 階

で 高 く 評 価 し て い た 「 産 地 プロ デ ユ ー サ ー 」 の 創 設 に 対 し て 「 同 時 に 産 地 側、

と し て は 、 自 ら の 発 展 方 向 と そ れ を 実 現 す る た め の 方 途 に つ い て の ビ ジ ョ ン を
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持 っ て、 産 地 プロ デ ユー サー の活 用 を 図る こと が重 要で ある 」を 挿 入 し 、産 地

側の主体性を 確保しよう とし ている点である（下線部筆者 。）

こ の よ う に 新 伝 統 的 工 芸 品 産 業 振 興 法 は 、 新 中 小 企 業 基 本 法 に 添 っ た 理 念

転 換の面 と、 市場 の失敗 を 補完 す る保 護主義 の両面 が混在 する ものとなって い

る 。こ のよう な理 念 の混 在は 、具 体 的な 事 業 施策 のな かに現 れ てく る。 経 済産

業 省 伝 統 的 工 芸 品 産 業 室 が 作 成 し た 『 事 前 評 価 書 （ 重 枝 豊 英 氏 決 済 ） を み』

ると、産地の深刻な衰弱と補助政策の限界が浮かび上がる（表 参 照 。16 ）

（ 出 所 ： 経 済 産 業 省 資 料 に よ り 筆 者 作 成 ）【 表 経済産業省の事前評価書16 】
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経 済 産 業 省 の 補 助 金 は 、 地 方 公 共 団 体 を 通 じ て 産 地 に 交 付 す る 「 産 地

補 助金 」と （ 財）伝統 的工芸 品産業 振興協 会に 交付す る「 協会補 助金」、

か ら な り 、 平 成 １ ３ 年 度 の 産 地 補 助 金 １ 億 ８ ８ ０ ０ 万 円 （ 前 年 度 １ 億 ７ ８ ０ ０ 万

円 協会補助金 １ ２億 １ ２ ０ ０ 万円 前年度 ３億 ３ ０ ０ 万円 の合計 １ ４ 億円 前）、 （ ） （

年 度 ４ 億 ８ １ ０ ０ 万 円 ）と な っ て い る 。 新 伝 産 法を 受 け て 総 額 は 約 １ ０ 億円 増

額 さ れ 、 １ 産 地 当 た り 約 ７ ２ ０ 万 円 （ 現 在 １ ９ ４ 品 目 ）と なる が 、 実 際 の 産 地

補 助 金 は １ 億 ８ 千 ８ 百万 円 で あ る か ら 、 １ 産地 当 たり １ ０ ０ 万 弱と な り 、あ ま り

も 零細で ある 。し か も総額の ８ ６ ％ 強が 伝産協会補助金で あ り（南青山展示

販 売 セ ン タ ー の 池 袋 東 武 美 術 館 跡 地 に 移 転 予 定 、 そ の 約 ３ ４ ％ は Ｉ Ｔ 関 連）

予 算 で あ る 。 産 地 補 助 金 と 協 会 補 助 金 の 比 率 を 再 検 討 し 、 直 接 的 な 産 地

支 援 へ の 振 り 替 え 、 特 に 伝 産 協 会 の Ｉ Ｔ 関 連 予 算 を 、 産 地 の 情 報 化 支 援 に

替 え る 必 要が あ る 。次 に 事 業内 容を み ると 、 最大 の 問題 は 最 も計 画策 定数

が 多 い 需要 開拓 事業 で も １ １ ０ 産地 で あ り 、全産 地 １ ９ ４ 産地 の 約半数 弱に 過

ぎ ず 、 計画 自 体 の 策 定 に 困 難を 抱 え る 産 地が 広汎 に あ る 。 さ ら に 産 地 補助

金 の 交 付 を 受 け る 産 地 は 、 単 独 組 合 ２ ２ 、 複 数 組 合 ４ で あ り 、 産 地 活 性 化

事 業で も ２ ０ 産 地に 過 ぎな い 。需要 開拓 事業 の対 象全 ２ ６ 件 に 占める 任 意団

体 の 割 合 と 流 通 業 者 が 加 わ る 割 合 が 今 後 注 目 さ れ る 。 ま た 事 業 補 助 率 が

二 分 の 一 で あ り 、 産地 に と っ て は 一 定 の 自 己 負担 な し に 、 計 画 申請 に 入 れ

な い 。 補 助 金 を 期 待し な い 独 自 の 振 興策 を 追 求 し て い る 産 地 は 極 く 少 数 で
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あ ると する と、 計画作 成能力 すら 喪 失し て いる 産地が 広汎に 存在 し て いる こ

と が 分 か る 『 事 前 事 業 評 価 書 』 は 、 新 伝 産 法 が 、 新 中 基 法 型 市 場 原 理。

戦略と 「市場の失敗」 の補完戦略の 狭間を進ん でい るこ とを示し て い る。

最 後 に 経 済 産 業 省 伝 統 的 工 芸 品 産 業 室 『 事 前 評 価 書 』 の 前 文 に あ た る「 施

策 ・制 度の必 要性」 で述べ て い る「伝 統的 工芸 品は一 度途 絶え てし まう と容易

に 再 興 でき な い も ので あ り 、 ま た 上 記 の 理 由 によ り 民 間 の取 組 のみ で は そ の衰

退 に 歯 止 め を か け るこ と が困 難 で あ る こ と から 、 政 府 は、 伝 統 的 工 芸 品 を 「 文

化 的 価 値 を 有 す る 財 （ 行 政 関 与 の在 り方 に 関 す る 基 準 」 に お け る 「 １ ） 公」 「 （

共 的 性 格 を 持 つ 財 ・ サ ー ビ ス の 提 供 」 の 「 ｄ 」 に 該 当 ） と 位 置 づ け 、 そ の 存

続 の た め 、 産 地 の 主 体 的 な 取 組 み を 基 本 と し つ つ 、 そ の 発 展 を 支 援 す る 必 要

がある に注目し 下 線部筆者 ２ 施策・制度の目的 で述べ てい る 市」 （ ）、「 ， 」 「

場 の 失 敗 を 補 正 す るた め の 諸 方 策 を 講 じ 」 る と い う 原 点 に 立 ち 返 る 必 要 があ る

ことを強調 して、第 １ 章を閉じる。
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第 ２ 章 地場産業のパラダイム ・チェインジ

１ ）東ア ジア国 際分業システムの構築

京 鹿 の子 絞 は 、 京 都 の伝 統 染 織 産 業 の 集 積 を 基 盤 に 、 高 度 の デ ザ イ ン と 染

色 技 術を 駆 使 し た 高級 シル ク製 品 を 生産 する 全国 有数 の絞 り産地 であ る。 京鹿

の 子 絞 の 生 産 シ ス テ ム は 、 定 番 品 中 心 の 有 松 ・ 鳴 海 絞 と 比 べ て は る か に 精 緻

な 社 会 的 な 分 業 シ ス テ ム を 形 成 し て い る 。 戦 後 の 京 鹿 の 子 絞 の 生 産 は 、 国 内

完 結 型→ 韓 国 委託 型 →中 国 委託 型 とい う ３ 段 階 で推 移し た 。 この京 鹿 の子絞 の

海 外 展 開 が 誘 発 さ れ た 原 因 を 明 ら か に し 、 伝 統 地 場 産 業 の グ ロ ー バ ル 生 産 の

特 徴 を 分 析 す る 。 最 初 に 、 京 鹿 の 子 絞 の 生 産 が 国 内 で 完 結 し て い た 段 階 の シ

ス テムをみ る（図 参 照 。9 ）

（出所：筆者作成）【 図 京鹿の子絞の国内 完結型システム9 】
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京 鹿 の 子 絞 の 生 産 は 、 絞 商 を 頂 点 に し て 高 度 に 専 門 化 、 細 分 化 さ れ た 分 業

工 程 か ら な り、 江 戸 期 から 京 都 市 中 京 区 ・ 下 京 区 中 心 に １ 絞 商 平 均 １ ０ ～ ２ ０ 軒

の 専 門下 請 業 者 の 産地 集 積 が形 成 され て い た 。 括 り工 程 は 「 せ りや 」と い わ、

れる括 職仲介業者 が、 絞商から預 託された絹を 京都近郊農村 （主とし て大原）

、 。 、 、に運び 加工後絞商に納入す る 明治 大正期の国鉄東海道線の整備により

名 古 屋 市 緑 区 大 高 地 区 の括 職 仲 介 業 者 を 通 じて 、 愛 知 県 知 多 半 島一 帯 の農 漁

村 の女 性家 内 副業 への括 り委 託も 始ま った。 括 り製品 を 染色 加 工し た 製品 は、

室 町 呉 服 問 屋 か ら 大 阪 ・ 京 都 ・ 名 古 屋 の 集 散 地 問 屋 を 通 じ て 、 全 国 の 地 方 問

屋にい くという 流通チャネルであった。

と こ ろ が 高 度 成 長 以 降 の 農 家 女 子 の 向 都 離 村 や パ ー ト 化 、 進 学 率 上 昇 に よ

っ て 、 括 り 労 働 力 は 著 し く 減 少 し 、 括 り の 低 加 工 賃 が 顕 在 化 す る と 、 ま す ま す

他 産 業に 流れ るよう に なった 。 絞商 は、 より縁 辺的 な 被差 別部 落や 在日 朝 鮮人

・ 障 害 者 に 労 働 力 の 調 達 を 拡 大 す る が 、 加 工 賃 の 上 昇 と 長 期 に 渡 る 熟 練 を 要

す るス キ ル の習 熟 に 問 題 が あ り 、 この よ う な 国 内 に お ける 縁 辺 労 働 力の 調 達 の

10限 界が生まれ た。こ う して括 り工程の韓 国委託の条件が成熟 してい った（図

参照 。）

（出所：聴取調査によ り筆者作成）【図 京鹿の子絞 の韓国委 託シス テム10 】
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絞商が注 目し たのが、戦前 期の絞り生産 の基盤が残って い る韓国であ った。

戦 前 期 の 韓 国 で は 、 農 閑 期 の 女 子 労 働 力 の 機 会 費 用 が 小 さ く 、 居 座 機 に よ る

自 家 製 織 で 圧 倒 的 に 安 価 な 絹 織 物が 生 産 され 、 工 場 制 へ の移 行 は進 ん で い な

か った 。 し か も家 計 補 助 的 な 少 女 労 働 力 は、 ７ 銭 程 度の 加 工 賃 （ 日 本国 内 で １

円 ３ ０銭 ）で あ り、 安価 な 原反 と相 ま って 、括 り工 程 はす でに 戦前 期から 委 託さ

れ、戦後 の韓国におい ても括りの経験と技術は温存されてい た。

戦 後 韓 国 経 済 の成 長 の契 機 と な った 「 第 １ 次 ５ カ 年 計 画 」 は、 繊 維 産業 を 戦

略 産 業 に 指 定 し 、 繊 維 輸 出に よ って 獲 得 し た 外 貨を 重化 学 工 業 化に 振 り向 ける

輸 出 志 向 型 工 業 化 政 策 が と ら れ た 。 韓 国 繊 維 産 業 の 中 心 と な っ た の が 、 絞 り

染 織産 業であ り、韓 国の製造 業全 輸出 製品の特 定国輸 出額の第 １ 位 が絞 り製品

とな った のであ る（ 表 ・ 参照 。 この韓国 絞の委託加 工輸出 の中心とな っ17 18 ）

た の が三 星 で あ り、 三 星は 絞 り輸 出 によ る 資本 蓄 積 によ って 重 化 学部 門 の基 盤

を つく り大財閥へと成長してい った（図 参照 。11 ）

出 所 『 日 韓 絞 り 貿 易 協 議 会 記 録 』 よ り 筆 者 作 成 ）【図 韓国委託の初期システム】 (11 :
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（ 単 位 千 Ｕ Ｓ ド ル 出 所 ： 京 鹿 の 子 絞 協 同 組 合【表 絞 り製 品委託加工量推移 （17 ）】

）『 日 韓 絞 り貿 易 協 議 会 記 録 』 よ り筆 者 作 成
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（ 『 』 ）【 】表 絞り製品輸入実績推 移18 出 所 ： 日 韓 絞 り 貿 易 協 議 会 記 録 よ り 筆 者 作 成

こ う し た 韓 国委 託の進 展は 、日本 の国内 産地 を揺 るがし 、輸 入制 限から 輸入

禁 止 に 至 る 衆 議 院 議 長 へ の 請 願 運 動 が 誘 発 さ れ た 。 委 託 開 始 後 ３ 年 に し て 、
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す で に 韓 国 絞 の 技 術 水 準 は 上 昇 し 、 企 画 ・ デ ザ イ ン 部 門 は 日 本 に 依 拠 し な が

ら 、 括 り か ら 染 色 ま で を 韓 国 産 地 で 完 結 す る と い う 自 立 的 な 韓 国 絞 り 企 業 が 出

現 し た 。 韓 国 政 府 の輸 出 指 定 を 受 け た 韓 国 企 業 は 、 遂 に は 日 本 企 業 と 無 関 係

に 対日 輸 出を お こな う 実力 を 持つ に至 った 。整 理す ると 、 [日本 産原 反の括 り工

程 の 韓 国 委 託 ]→ [韓 国 絞 の 技 術 水 準 向 上 ]→ [韓 国 商 工 部 に よ る 韓 国 製 原 反 生

産 開始 ]→ [日本 の染色 工程の韓 国転 移 ]→ [韓 国絞 の価 格優 位性 ]→ [日本 市場に

お ける韓 国絞 の優位 ]→ [日 本国 内 市場 混乱 ]と い う サイクル は、ま さに開発 独裁

下の輸出指向工業 型開発経済の論理を見事に浮き彫りにしてい る。

と こ ろ が 、 韓 国 経 済 は １ ９ ７ ０ 年 代 以 降 の 「 第 ３ 次 経 済 開 発 ５ カ 年 計 画 」 で 、

戦 略 産 業 が 繊 維 か ら 重 化 学 工 業 に 転 回 し 、 三 星 財 閥 も 重 化 学 と 電 子 が ８ ０ ％ を

超 え 、 繊 維 比 率 は １ １ ％ に 下 降 し 、 中 南 米 ・ 東 南 ア ジ ア へ 生 産 立 地 を 転 移 し て

い く と い う 韓 国 産 業 構 造 の 高 度 化 が 起 こ り 「 漢 口 の 奇 跡 」 と い わ れ る 成 長 に、

よ って 、韓 国 内で の括り 加工 賃上 昇 と括り 労働 力の重 化学 部 門への流 出 が起こ

り、韓 国絞り産業の国内生産基盤は次第に衰弱 していった（ 表 参 照 。輸出19 ）

独 占 権 を 保 持し て い た 韓国 商 社 も絞 り商 社 から 総合 商 社 へ転 換し 、 自 ら 中国 委

託 を開 始す るとい う 劇 的な 変化が誘 発さ れ、日 本側 絞企 業の海外 生産基 地とし

ての条件は失われた 。

（出所：韓国絞製品輸出組合資料）【表 韓 国絞り産業の経営変 容19 】
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出 所 ｢日 韓 絞 り貿 易 協 議 会 記 録 ｣よ り 筆 者 作 成 ）【表 日韓絞り貿易協議 会の歩み 】 (20 :
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１ ９ ７ ０ 年 代 に 始 ま っ た 中 国 委 託 交 渉 は 、 文 化 大 革 命 下 の 中 国 政 府 の 「 加 工

貿 易 と い う 形 態 は 、 外 国 の 植 民 地 経 済 の 発 想 に 依 拠 し た 屈 辱 的 な 貿 易 形 態 で

あ る 」と い う 方 針 で拒 否 さ れ、 １ ９ ８ ２ 年の 改革 ・ 開放 政 策後 に 公式 の委 託加 工

契 約 が 成 立 す る 。 中 国 委 託 を 推 進 し た の は 、 名 古 屋 市 の 有 松 ・ 鳴 海 絞 商 Ａ 社

で あ り 、 商 社 が介 在 し た 中 国 企 業 と の委 託 加 工 契 約 を に よっ て 、 加 工 賃 を 払 う

と い う もの で、外 貨が 一方 的に 中国 に支 払わ れる ため 、 外貨 バ ラ ンス は 問題 が

無 か っ た 。 原 材 料 で あ る 絹 ・ 綿 は 日 本 側 が持 ち 込 む 単 純 委 託 が主 で 、 中 国 産

原 反を 使 う 場合 は外 資 系企 業に 優先 的に 割り当 てる条 項があ り、日 本企 業は次

第に原反の現地調達に移行し た（図 参照 。12 ）

（出所：聴取調査に より筆者作成）【図 京 鹿の子 絞の中国委託システム12 】
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揚 子 江 下 流 の 綿 花 栽 培 地 域 から 始 ま っ た 中 国 委 託 は 、 幾 つ か の 中 国 独 特 の

特 質 が あ る。 第 １ に 、 短 期 の技 術 習 得 が可 能 な 農 村 部 出 身 の平 均 年 齢 ２ ０歳 前

後 の若年 女 子労 働力 を 主体 とし 、 第 ２ に、 作業 場に 集住 す る工場 制 が主流 であ

る こ と （ 雲 南 ・ 昆 明 な ど の 内 陸 部 は 家 内 副 業 、 第 ３ に 、 初 期 は 北 京 総 公 司 を）

頂 点 と し た 公 司 と 日 本 側 指 定 有 効 商 社 中 心 の 間 接 契 約 で 、 公 司 が 決 定 し絲 絲

た 加 工 量 の枠 を 工 場 に 割 り 当 て る 垂 直 的 な シ ス テ ム で あ り 、 日 本 絞 商 の フ レ ク

シ ブ ル な 発 注 が 困 難 で あ っ た 。 と こ ろ が 、 改 革 ・ 開 放 路 線 の な か で 日 本 側 友

好 商 社 の 独 占 権 が 失 わ れ 、 絞 商 の自 由 契 約 が可 能 と な り 、 工 場 は 形 式 的 に総

公 司 に統 括され て はい るが実 態は 外資 系企 業 に従属 し てい っ た。 第 ４は、 日本

側 絞 商 の 検 査 員 を 現 地 常 駐 さ せ て 直 接 検 査 を お こ な う シ ス テ ム で あ る 。 と く に

染 色 工 程 の 技 術 移 転 に 警 戒 す る 日 本 側 絞 商 は 、 染 色 場 の 周 囲 に 幕 を 張 り 巡 ら

せ て 遮 断 し 、 染 色 技 術 の秘 匿 を おこ な っ て い る 例 があ る よ う に 、技 術 集 約 的 工

程 の 移 転 に つ い て は 警 戒 的 で あ っ た 。 第 ５ は 、 国 内 産 地 で の 共 同 加 工 に 消 極

的 な 日 本 絞 商 （ 特 に 有 松 ） の個 別 取 引 の 激 化 に よ っ て 、 委 託 実 態 の統 計 が 把

握 で き な い と い う 無 秩 序 な 国 内 産 地 の ゆ ら ぎ を も た ら し た 点 で あ る （ 表 参21

照 。）

（ 出 所 ： 日 本 繊 維 輸 入 組 合 資 料 よ り 筆 者 作 成 ）【 表 国 別絞 委 託加 工 品 輸入 数 量21 】
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さて 中国 経済 の発展 は、開 発特 区を 中心 とした 沿 岸部の括 り加工 賃上 昇と労

働 力の流 動 化を 誘 発し 、 沿岸 部から 内陸 部へと加 工地 は移行 し てい った 。既に

京 都の（株） タ クマはイン ドへ、有 松の（株）Ａ 社は中国奥 地（雲南・ 貴州）

からベ トナム・マレーシア へと展開し ている。

以上のよう な絞りの東アジ ア展 開の特 質は、労働 集約的な 単純生産工 程（括

り） から 次 第に技 術 集約的 工程 （染 色） に移行 し 、企画 工程 （デ ザイン ）に至

る と い う 転 移 の高 度 化 とい う 点 に あ る。 最 適 立 地 選 択 の基 準 は 、 労 働 力 のコ ス

ト 水 準 と相 手 国 の輸 出指 向 型 工 業 化開 発 戦略 のマッ チ ング にあ る。 これ は、 労

働 集 約 財 的 側 面 （ 括 り ） の 海 外 展 開 に よ る 日 用 定 番 品 生 産 と 、 技 術 集 約 財 的

側 面 の （ 染 色 ・ デ ザ イ ン ） の 国 内 温 存 と 国 内 高 級 品 生 産 と い う 国 際 的 な 棲 分

け 分 業 シ ス テ ム の な か で、 労 働 集 約 的 産 業 が 輸 出 指 向 型 工 業 化 の 戦 略 産 業 と

し て 位 置 づ けら れ て い る 途 上 国 を 求 め て 、 次 々 と ワ ン ダー フ ォー ゲ ル的 に転 移

し ていくとい う構造を 意味する。

で は な ぜ 国 際 棲 み 分 け 分 業 を 否 定 す る 可 能 性 を は ら ん で い る 技 術 集 約 的 工

程 （ 染 色 ） の転 移 が 始 まっ た ので あ ろ う か。 第 １ に 、 一 般 的 に技 術 集 約 的工 程

。 、 （ ）の海外移転は限定的である 特に染色技術は すぐ れて日本的な自然 水質

（ ） 。・風 土・感性 色彩感覚 などの条件 にマッチす る綿密なプラ ンが要求される
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そ う でな い と 、 技 術 転 移 を め ぐ る両 者 の反 発 や 衝 突 が誘 発 さ れ、 タ イ・ シ ルク

を 駆 逐 し た よ う に 伝 統 技 術 の 消 滅 や 破 壊 が 起 こ る 。 絞 り 染 色 は こ の よ う な 限 界

を 上 回 る よ う な 国 内 で の 生 産 機 能 の 衰 弱 が 起 こ っ た ので あ る 。 第 ２ に 、 主 導 権

を 握 る 商 社 が 、 国 内 産 地 と 無 関 係 に 独 自 の 生 産 を お こ な い 、 染 色 工 程 を も 独

自 に 引 き 連 れ て 移 転 す る 利 益 極 大 化 を 追 求 し た か ら で あ る 。 以 上 の よ う な 絞 り

染織 産業の国際化 を段階的に整理す ると次のよう になる（表 参照 。23 ）

【 表 絞 り染織 産業の国際化 段階 （出所：筆 者作成）23 】
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２ ） 垂直統 合から垂 直統 業（セ ル生産方 式） へー京 鹿の子 絞振興協同 組合

の「総合加工方 式」

京 鹿 の子 絞 振 興 協 同 組 合 は 、繊 維 構 造 改 善 事 業 に よる 地場 産 業 振 興 対策 補

助 金 を 単 独 組 合 と し て 受 け る 日 本 で 唯 一 の 産 地 組 合 で あ る 。 前 事 務 局 長 沖 津

文 幸 氏 がリ ー ド し た 戦 略は 、 和装 以 外 への 新製 品 開 発 と 「 総 合加 工 方 式 」 と、

命 名 さ れ た 生 産 シ ス テ ム の 画 期 的 な 変 革 で あ る 。 後 者 が 実 は 製 造 業 で 追 求 さ

れ て い る セ ル 生 産 方 式 の 先 駆 的 な 形 態 で は な い か と い う 仮 説 的 な 検 討 を 加 え

る 。 １ ９ ９ ０ 年 （ 平 成 元 年 ） に 決 定 さ れ た 新 方 針 の 背 景 に は 、 激 烈 な 市 場 競 争

の 生 き残 り を 賭 けた 決 断 が あ った が 、 最 初 に京 鹿 の子 絞 の 生 産 シス テ ム のど こ

に限界が生じてい るかを明ら かにす る（ 図 参照 。13 ）

（ 出 所 ： 筆 者 ）【図 京鹿 の子絞の垂直統合型生産 シス テム13 】
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第 １ に絞 商が主 導す る既成 の垂直 統合 型シス テム は、絞 商の工 程間調 整のプ

ロ デユ ーサ ー 機能 が衰退 し てい る なかで、 現 代の変 化す る需 要 動向に フレ ク シ

ブ ル に 対 応 で き な く な っ た と い う 点 で あ る 。 第 ２ は 、 従 来 の 個 別 に 細 分 化 さ れ

た 工 程 間 分 業 で は 、 職 人 は 加 工 賃 のみ に 依 存 し 、 加 工 賃 を 低 下 さ せ る 競 争 が

誘 発され たから であ る。こ れは絞 商の利益 を極 大化させるが、 職人の製品 創造

へ の イン セ ン テ イブ を 著 し く 弱 め る こ と と な っ た 。 第 ３ は 、 工 程 間 を 煩 瑣 に 移 動

さ せ る 物 流 の コ ス ト と 中 間 マー ジ ン に よ っ て 、 絞 商 が 最 適 な 製 品 価 格 を 設 定 で

き ない とい う 事 態 をも た らし た 。 第４に 、職人 は、 孤立し た 工程 で自ら の習熟 し

た 技能 を 孤立し て 使用 する結 果、 技能 の相互交 流や 、製 品創 造へのインセンテ

イブな いし 完成品を創出す る喜びが生まれない とい う ことである。

こうし て、メ ーカ ーと職人のジョ イン トによって、共同 でリス クを 負いな がら 、

製 品 開 発 を 進 め る 水 平 的 ネ ッ ト ワ ー ク 型 生 産 シ ス テ ム へ の 挑 戦 が始 ま っ た 。 従

来 の 特 化 し た ス キ ル を 持 つ 工 程 職 人 が 、 一 カ 所 に 集 合 し て 製 品 の 企 画 と 共 同

開 発 を 進 め 、 自ら の技 能を 発揮 し つ つ 全 員が 完 成品 の作 成 に 参 加す る とい う シ

ス テ ム で あ り （ 総 合 加 工 方 式 」 と い う 、 他 工 程 の 技 能 の 学 習 は 、 伝 産 法 の「 ）

後継 者育成事業を利 用して行う とい う ものである（図 参 照 。14 ）

出 所 ： 沖 津 文 幸 氏 聴 取 調 査 に【 図 京鹿の子 絞振興協同組合の総合加工方式14 】（

）より 、 筆 者 作 成
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京 鹿 の 子 絞 振 興 協 同 組 合 の 「 総 合 加 工 方 式 」 は 、 す で に 工 芸 作 家 松 本

。 「 」一水によって個人的に試みられていた 絞りの重要な工程の一つは 下絵

で あ り 、 括 り を 想 定 し て 括 る 場 所 と 技 法 を 下 絵 で 、 鹿 の 子 絞 は ● 、 縫 い 締

絞 は ○ 、 帽 子 絞 は × と い う よ う に 記 号 化 し て 指 定 す る 。 下 絵 は 、 白 生 地 に

型 紙 で 青 花 摺 り さ れ て 、 括 り 職 人 に 渡 さ れ る 。 し か し 下 絵 職 は 、 色 の 指 定

は せ ず 完 全 な 分 業 制 で あ る 。 松 本 一 水 は 、 色 指 定 ま で お こ な い 、 出 来 上

が った 作品に さら に 手描き や 彩色を施 し 、完成ま で 自分で 確認す ると いう 伝

統 的な 分業 制 を打 破す る 革新 的な 挑 戦を お こ な い、 作品 は 額 絵か ら 着物 ま

で 多様にひろげることに成功した。

こ う し た 「 総 合 加 工 方 式 」 の 特 徴 は 、 製 造 業 一 般 で 追 求 さ れ て い る セ ル 生

産 方 式 と 共 通 し た 点 が あ る 。 短 期 間 で 変 わ る 製 品 サ イ ク ル に フ レ ク シ ブ ル に 対

応 す る セ ル （ 細 胞 ） は 、 複 数 の 人 数 で チ ー ム を 組 み 、 １ 人 が 複 数 の 組 み 立 て

工 程 を 担 当 す る生 産 方 式で 、 大 量生 産 に対 応 す る固 定 型コ ン ベ ア ー を より機 動

的 に 組 み 替 え 、 １ 人 の従 業 員 の 創 意 工 夫 を 可 能 と し 、 製 品 創 造 へ のイ ン セ ン テ

イブを 生み出す 。具体的な例 とし て、キャ ノンの場合 をみる。

コ の 字 や Ｕ の 字 の 形 に 並 ん だ 台 車 を 前 に 、 作 業 着 の 女 性 が は ん だ ご て「

や ド ラ イ バー を 手 に コ ピ ー 機を 組 み立 て て い る 。 キャ ノ ン は 三 年が か りで 昨
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年 １ ２ 月 、 国 内 ３ ３ 工 場を 全 て セ ル 生 産 方 式 に 切 り 替 え た 。 国 内 工場 で 手 が

け る のは 主に開発、 設計から 量産の 立ち上げま で 。低価格品の場合、本格

的 な 生 産 は 基 本 的 に 海 外 工 場 へ 移 す 。 取 手 な ど で は 開 発 部 隊 も 工 場 内 に

移 し た 。 マ ザ ー 工 場 と 呼 べ る 開 発 型 工 場 に 特 化 す る 以 外 、 日 本 で モ ノ づ く

朝 日 新 聞 ２ ０ ０ １ 年 ４り が 生 き 残 る 道 は な い と 御 手 洗 富 士 夫 社 長 は 言 い 切 る 」（

。月 ７日 付）

こ のセ ル生 産方 式 の背景 に は、 １ ９ ８ ５ 年 のプラ ザ 合意 以 降の円 高に 対応 する

海 外 生 産 と 生 産 の ア ウ ト ソ ー シ ン グ に よ っ て 誘 発 さ れ た 技 術 空 洞 化 が あ る 。 国

内 に 中 核 技 術 を 維 持 し 、 高 付 加 価 値 製 品 の比 較 優 位 性 を 構 築 す る開 発 特 化 型

工 場 の生産 シス テム とし て 登場 し 、 この点 も京 鹿の子 絞 振興 協同 組合 の「 総合

加工 方式」との共通点がある。

）異業種交流と新製品開発ー 京鹿の子絞にみる３

京 鹿 の 子 絞 振 興 協 同 組 合 は 、 絞 り 業 界 で は じ め て 和 装 製 品 以 外 に 進 出 し 、

イ ン テ リ ア （ 暖 簾 、 タ ペ ス ト リ ー 等 ） を 中 心 と す る 新 製 品 開 発 を 試 行 し た 。 洋

風 建 築 の 間 接 照 明 に ふ さわ し く 麻 を 使 っ た 「 洋 風 に マッ チ す る 和 風 」 が製 品 開

発 のコンセ プ トで ある。 新製 品開発 の課題 は、第 １ に、洋 品（暖 簾、タ ペ スト リ

ー ） も 近 い 将 来 安 価 な 韓 国 製 に 追 い 上 げ ら れ る が、 当 面 は 染 色 技 術 の 優 位 に

よ っ て 競 争 力 を 維 持 し 、 次 の 新 製 品 開 発 のタ ー ゲ ッ ト を テ ー ブ ルウ エ ア ー 、 カ

ー ペ ッ ト 、 自 動 車 シ ー ト に 置 く （ す でに シ ー ト は ト ヨ タ ・ ニ ッ サ ン から の受 注 を

受 け て い る 。 第 ２ は 「 国 際 化 の な か で こ そ 民 族 衣 装 を ！ 」 と い う ス ロ ー ガ ン） 、

で 和 装 需 要 の 喚 起 を は か り 「 着 て も ら え る 和 服 」 を 開 発 す る 。、

マ ー ケ ッ テ イン グ の 基 本 は 、 室 町 卸 を 介 在 さ せ な い 製 販 直 結 を め ざ す 。 第 １

に 、地元 京都 での一点 豪華 主義 的なイベ ン ト型展 示会 主義 から決 別し 、世界 の

繊 維 需 要 動 向 を 機 敏 に 集 約 す る た め に 、 ジ ャ パ ン テッ ク ス 、 フ ラ ン ク フ ル ト メ ッ

セ 、 ア ト ラ ン タ メ ッ セ の 日 本 支 社 から 最 新 情 報 を 入 手 す る 。 第 ２ に 、 ジ ャパ ンテ

ッ ク ス （ 晴 海 ） で の 会 場 ア ン ケ ー ト に よ っ て 見 込 み 生 産 を お こ な い 全 国 販 売 す

る 。従 来の伝 統意 匠 への依存 と製品 の長 期サ イクル性とい う 和 装の固 定観念 を
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打破 しようとする戦略である。

こ う し た 鹿 の子 絞 振 興協 同 組 合 の試 行 は、 い わ ば 世 界 のア パ レ ルを リ ー ド す

る 「 サ ー ド ・ イ タ リ ア 」 モ デ ル の日 本 版 で あ り 、 そ の キ ー ワ ー ド は 日 本 型 「 フ

レ ク シ ブ ル 専 門 化 」 で あ る 。 プ ラ ー ト を 中 心 と す る 厚 い 産 地 集 積 を 持 つ 北 イ タ

リ ア で は 、 工 場 内 で の 垂 直 統 合 的 な 生 産 工 程 を 廃 止 し 、 職 人 の 地 域 内 分 業 の

ネ ッ ト ワ ー ク によ っ て 、 フ レ ク シブ ルな ＱＲ 供 給 を 可 能 とす る 多 品 種 少 量 生 産 シ

ス テ ム の構築 に 成功 し て 「 フ ァ ッシ ョ ン と流 行のク リ エイタ ー 」の世 界ブ ラ ン ド、

。 （ ）。に成長し た そのシステムを 図式化し て説明すると次のよう になる 図 参照15

（ 出 所 ： 森 靖 雄 資 料 を も と に 筆 者 作 成 ）【 図 サード・イタ リア 型生産システム15 】
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（ 説 明 ： イ タ リ ア は 、 Ｘ 製 品 生 産 先 導 者 と し て Ｐ 点 か ら 生 産 を 開 始 し 、 初 期 の 少 量 生 産 段

階 で 多 額 の マ ー ジ ン を 手 に 入 れ て ａ 点 で 生 産 を 停 止 し 、 次 の Ｙ 新 製 品 開 発 に 転 換 す る 。 日 本

は 、 イ タ リ ア 製 品 の 動 向 を み て Ｘ 製 品 の 生 産 に 参 入 す る が 、 マ ー ジ ン が 低 下 傾 向 に 入 る ｂ 点

で 生 産 を 停 止 し Ｙ 製 品 に 向 か う 。 韓 国 は 、 す で に 大 量 販 売 効 果 し か な い 段 階 で Ｘ 製 品 の 生 産

に 参 入 す る が 、 マ ー ジ ン は 低 廉 で あ る 。 イ タ リ ア 繊 維 産 業 の 優 位 は 、 市 場 動 向 を フ レ ク シ ブ

ル に 反 映 す る 機 敏 性 に あ り 、 最 先 端 の 流 行 と 新 技 術 導 入 、 少 品 種 少 量 生 産 及 び 即 納 戦 略 Ｑ

Ｒ に成 功 し て い る ）。

第 ３ 章 高度情報化時代 の地場産業

１ ）情報ネッ トワ ーク型地場産業の創出

（ １）繊維産 業政策の段階 区分

、地 場産業において情報ネ ッ トワーク戦略が導入されてきた過程と政策内容を

主 として繊 維産業を 対象に検討 する。戦 後日本の繊維産業 政策は、 [設 備調整 ]

・ [構 造 改 善 ]・ [フ ァ ッ シ ョ ン 対 策 ]・ [基 盤 整 備 事 業 ]の ４ 事 業 を 重 点 とし て 展 開

し てきた が、それは次のように整理される（図 参照 。16 ）

（ 出 所 ： 通 商 産 業 省 『 繊 維 ビ ジ ョン 』 １ ９ ９ ９ 年 ）【 図 戦後繊維産 業政策展開史16 】
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昭和 ３ ０ 年代は 、過剰 設備処理の ための 設備登録 制を中心と し た近代化政

策 で あ り 、 昭 和 ４ ０ 年 代 は 、 国 際 競 争 力 強 化 を め ざ し て 、 設 備 近 代 化 と 企

業 集 約 化 を セ ッ ト に し た い わ ゆ る 「 横 の 構 造 改 善 」 で あ り 、 最 初 は 、 規 模

の 経済を重視する 大量生産型革新織機の 導入から は じ ま り、昭和 ５ ０ 年代に

な る と 商 品 及 び 技 術 開 発 の ソ フ ト 面 を 重 視 す る 「 知 識 集 約 化 」 に 移 行 し 、

異業種を連関させるいわゆる「縦の構造改善」が推進された。

昭 和 ６ ３ 年 の 『 新 繊 維 ビ ジ ョ ン 』 以 降 、 短 サ イ ク ル の 内 需 対 応 を め ざ す

多 品 種 少 量 生 産 に よ る 生 活 文 化 提 案 型 産 業 （ フ ァ ッ シ ョ ン 化 ） へ の 転 換 が

は か ら れ 、 平 成 ６ 年 の 新 繊 維 法 に よ っ て ア ジ ア 国 際 分 業 を 前 提 に し た 高 付

加 価 値 製 品 の Ｑ Ｒ 供 給 を 柱 と す る 繊 維 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 戦 略 が 基 軸 と な っ

た。

（ ２）繊維産業における情報化政策の展開

繊維 産 業の情 報化 政策 は、 高 度成 長期 以降 本格 的に始 まり、 [知識 集約 化→

情報 ネッ トワーク化→デジ タルアー カイブ化 ]とい う ３段 階に区 分される。

第 １ 段 階 [１ ９ ７ ０ 年 代 知 識 集 約 化 ]は 、 大 量 生 産 ・ 大 量 販 売 に よ る 資 本 集 約

型 装 置 産 業 の 限 界 を 、 知 的 資 源 の 投 入 に よ る 新 製 品 開 発 と 新 分 野 進 出 に よ っ
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て 乗 り越 え よう とす る 戦略 であ り 、繊 維企 業を 製 品差 別化 を 勝 ち抜 く デザ イン開

発 企 業 に 転 換 さ せ よ う と し た 段 階 で あ る 「 知 識 集 約 化 」 と は 、 開 発 か ら 生 産。

・ 販 売 に 至 る 全 過 程 の 経 営 情 報 化 を 意 味 し て い る が 、 こ の 段 階 で は 企 業 内 の

実 務 の情 報 化 に と どま っ た （ 産 業構 造 審 議 会『 ７ ０ 年 代の 産業 構 造 ビ ジ ョン 』 １

９ ９ １ 年、中小 企業政策審議会『 ７ ０年 第中小企業ビ ジョン』 参照 、）

第 ２ 段 階 （ １ ９ ８ ０ 年 代 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 戦 略 ） は 、 多 品 種 少 量 生 産 と Ｑ Ｒ

供 給 を 実 現 す る フ レ ク シ ブ ルな 生 産 と 流 通 のシ ス テ ム を め ざ し て 、 業 界 全 体 の

ネ ッ ト ワ ー ク 化 を め ざ し た 。 非 定 型 な 市場 動 向 に高 感 度 に反 応 す る シス テPOS

ム や、業界 、 シス テムの構築が追求された (中小 企業政策審議会VAN CAD-CAM

『 ８ ０ 年 大中 小 企 業 ビ ジ ョン 』 参照 )。 第 ２ 段 階 ま では 、中 小 企 業 基本 法 の「 大

企 業 と の格 差 是 正 」 とい う 基 本 理 念 の枠 内 での経 営 高 次 化で あ った とい え る。

第 ３ 段 階 [１ ９ ９ ０ 年 代 以 降 デ ジ タ ルア ー カ ブ 戦 略 ]は 、 中 小 企 業 基 本 法 の改

正 によっ て、 従来 の中 小企 業政 策の基 本 であった 「大 企業 との格差 是正」 から

「 独 立 し た 中 小 企 業 の 多 様 な 活 力 あ る 成 長 展 開 」 へ の画 期 的 な 理 念 の大 転 換

が 背景 に あ る。 同 時 に怒 濤 のよう な 東 ア ジ ア 国 際 分業 の進 展 に よる 国内 生 産 の

空 洞化 に対 す る対 応戦 略が緊 急 に求め ら れ てい く段 階でも ある。 東ア ジ ア [定番

・ 量 産 品 ] 日 本 [高 付 加 価 値 品 ]と い う 棲 み 分 け型 水 平 分 業 に日 本 の繊 維 産 業²

CEの活路を求め るとい う確 認である。デジ タルアー カイブ戦略 は、顧 客対応型

と マー ケッテイングを実 現する コマース であり、 繊維産業のサイバOne to One E

ー 化 を め ざ す 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の最 高 の段 階で あ り、 筆 者 が命 名 し た 未 来戦 略

の 萌 芽 で あ る 。 詳 細 は 第 ３ 章 （ ４ ） 京 都 染 織 デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ で 述 べ 、 こ こ

では『新繊維ビ ジョン』以降の繊維 産業の情報 化政策を検討す る。

『 新 繊 維 ビ ジ ョ ン 』 は 、 日 本 の 繊 維 産 業 が 衰 退 し た 理 由 を 、 ① 非 効 率 的 供

給 、 ② 国 際 分 業 が 生 産 拠 点 か ら 開 発 拠 点 へ 進 ま な い こ と 、 ③ 技 術 と 人 材 開 拓

の 遅 れ 、 ④ 産 地 戦 略 が 明 確 で な い こ と の ４ 点 を あ げ 、 輸 入 規 制 型 保 護 政 策 か

ら 内 需 主 導 型 競 争 政 策 へ の 転 換 を 提 起 し 、 国 内 生 産 の量 的 な 縮 小 と 質 的 な 優

位 を 、 実 需 対 応 型 供 給 体 制 に よ る 生 活 文 化 提 案 型 産 業 へ の 脱 皮 を 実 現 す る と

い う未 来戦略を提起し ている（図 参照 。17 ）

TIIP Textile Indutryこの 新繊維ビ ジョン を 受けた繊維産業革新 基盤整備事業 (『 』
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） は 「高度情 報化技術を 活用し て、繊 維製品を 扱う 電子市場Innovation Program 、

の 実 証 のた め の コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク を 開 設 し 、 あ わ せ て 生 産 ・ 流 通 ・

販 売 のプロ ダク ト パイ プラ イン を 統 合、 短縮 し 、Ｑ Ｒ を 実現 す るた め の情 報 シス

テ ム 、 生 産 技 術 の 開 発 （ 繊 維 産 業 構 造 改 善 事 業 協 会 『 繊 維 産 業 革 新 基 盤 整」

備 事 業 の基本 構 想 』 １ ９ ９ ５ 年 ） を め ざし た 。 １ ９ ９ ９ 年 の繊 維産 業 構造 改 善臨 時

措 置 法 の 期 限 切 れ に よ り 、 事 業 は 実 証 実 験 を 終 え 、 次 世 代 繊 維 産 業 高 度TIIP

情報 化に向 けた 構想が打ち 出される。

【 図 「 今後の繊維産業 及びその施策 の在り方 （新繊維 ビジョン）概要】17 」

（ 出 所 ： 通 商 産 業 省 『 新 繊 維 ビ ジ ョ ン 』 Ｐ ３ 参 照 筆 者 作 成 ）
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通 産 省 主導 に よる 繊 維産 業 の情 報 化 政策 は 、 全国 １ ３ カ 所の 繊維 産 地 に設 置

す る第 ３ セ ク タ ー の 基 盤 施 設 であ る 「 繊 維リ ソ ー ス セ ン タ ー 」 を ネ ッ ト ワ ー ク で

結び、各産地 の生産主体となる ( 実 需対応補 完グループ）LPU Linkage product unit

を 推進 主体 とす る構想 である 「繊 維リ ソー ス セ ンタ ー 」は 「繊維工 業の創造。 、

強 化 及 び 相 互 交 流 の 促 進 を め ざ す 情 報 機 能 の 中 枢 施 設 （ 通 産 省 繊 維 製 品 課」

資 料 参 照 ） と し て 、 情 報 の 整 理 分 析 、 ソ フ ト 提 供 、 人 材 育 成 を お こ な う た め の

共 同 情 報 処 理 シ ス テ ム を 核 と す る 総 合 的 な 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク で あ る （ 図 参18

照 。 し か し こ の 構 想 は 、 情 報 共 同 化 に よ る プ ロ ト コ ル 標 準 化 や デ ー タ ベ ー ス）

の共 有化 を必 要とす るから 、す でに個 別のネ ッ トワ ーク を 構築 して い る大企業 と

の 矛盾 や 中 小零 細 経 営 のデ バ イ ド を 誘 発 し 、 重 複投 資 やコ ンピ ュー タ を 設 置 で

き ない 企 業 、産 地組 合の合 意 がとれな い な どの事 態が生 じて い る。 ここ では、

繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー 構 想 の 概 要 を 検 討 し 、 こ のよ う な 結 果 に 陥 っ た 詳 細 な 分

析は、第 ３ 章（ ２）③播州 織の項でおこなう 。

出 所 ： 通 商 産 業 省 『 フ ァ ッ シ ョ ン 大 国【 図 繊維リ ソース センタ のイメージ 図18 】（

）へ の 道 』 １ ９ ９ １ 年 を 参 照 し て 筆 者 作 成
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繊 維 産 業 構 造 改 善 事 業 の 主 体 と し て 登 場 し た は 「 実 需 対 応 型 供 給 体LPU 、

制 の 構 築 に 必 要 な 情 報 収 集 、 商 品 企 画 、 多 品種 少 量 対 応 な ど の諸 機 能 を 相 互

に 補 完」 す る 「 複数 の企 業 の連携 （ 旧 繊 維ビ ジ ョン 』 昭和 ５ ８ 年旧 ） か」 『 LPU

ら 「 効 率 性 追求 から さ ら に進 ん で情 報化 、 開発 へと 軸を 移 動 す るた め のネ ッ ト、

ワ ー ク （ 新 繊 維 ビ ジ ョン 』 昭 和 ６ ３ 年 新 ） へ と 変 わ っ て い く 。 こ のい わ」 『 LPU

ゆ る 「 弾 力 化 」 は 、 メ ー カ ー と 流 通 業 者 の （ 共 同 開 発 チ ー ム ） に よるLPU PT

新 合 繊 の 開 発 成 功 や 、 設 備 近 代 化 中 心 の旧 に 流 通 サ イ ド が 参 加 し な か っLPU

た ことがある。

こう し て 新 は、 承認 条件 の緩 和（ 中核 企 業グルー プ内 取引 ５ ０ ％以 上、LPU

参 加 企 業 の 取 引 先 が 中 核 企 業 を 第 １ 位 と し て い る こ と 等 の 弾 力 運 用 ） を お こ な

い 「以 前の産 地一 括型の構 造改 善は、 積極 的な 取り組 みを 行 わな い 者を も実、

際 上 支 援 対 象 と し て し ま う 恐 れ が あ る （ 新 繊 維 ビ ジ ョ ン 』 Ｐ １ ２ ６ ） と し 、 実」 『

質 的 に 産 地 総 体 の 情 報 化 か ら 中 堅 企 業 （ の 中 核 企 業 ） 中 心 の 情 報 化 へ のLPU

戦略 転換を意味す ること となった。

こ の よ う な 新 構 想 を 中 小 零 細 経 営 が 主 体 で あ る 伝 統 和 装 産 業 に 機 械 的LPU

に 適 用 す る な ら ば 、 資 本 力 の 大 き い 一 部 の 織 元 （ 製 造 問 屋 ） に よ る 産 地 の 垂
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直 的 な内 製 化 がさら に 深化 す るこ とが予 測 され る。中 小 零細 企業 群が 集積 する

産 地クラ スタ ーを 、水平的 なネッ トワ ークによって、 高度化す るとい う 本来LPU

の ねら い は、 逆 に産 地 自 体の シス テ ム を 自ら 掘 り崩 す 可 能性 があ る。

現 実 に、 繊 維 情 報ネ ッ ト ワー ク 戦略 の構 築 は、 伝 統和 装 産業 に おい て どのよ

う に 推 進 さ れ 、 そ の 結 果 ど の よ う な 結 果 が誘 発 さ れ た で あ ろ う か。 実 は 『 新 繊

維 ビ ジ ョ ン 』 で は 、 伝 統 和 装 産 業 を 対 象 と す る 繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー に つ い て

一 切 触 れ ず 「 調 査 研 究 テ ー マ 例 」 と し て 「 伝 統 的 織 物 技 術 の 調 査 伝 統 的、

織 物 の 素 材 、 文 様 な ど に つ い て 新 た な 観 点 か ら 調 査 研 究 し 、 新 規 の 織 物 の 開

発 の可 能 性 につ い て検 討 す る （ 通産 省 『フ ァ ッシ ョ ン 大 国へ の道 』Ｐ ２ ３ １ ） と」

のみ 記 され ており 、一 般ア パレ ル産業 と異な る独自 の産業 構造 を持 つ 伝統 和装

産 業 の 「 繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー 」 のあ り 方 に つ い て 明 確 な イメ ー ジ を 描 け な か

っ た こ と を 示 し て い る 。こ れ に 対 し 京 都 和 装 業 界 は、 独 自 に 伝 統和 装 型 「 繊 維

リ ソー ス センタ ー 」構 想を提 起し 、その （ 基本的 事業単位 ）を① 繊維総合SUB

デ ー タ ベ ー ス 構 築 、 ② 人 材 育 成 の 専 門 機 関 化 、 ③ 製 品 開 発 の マ ー チ ャ ン ダ イ

ジ ン グ、 ④ イベ ン ト のマ ルチ メ デ イア 化 に 置 い た が、 伝 統 和 装 染 織 産 業 の情 報

化 戦略 の多くは混 迷状 態に 陥って おり、そ の原 因の解明と打 開策の提 示が緊急

の課題となっている。

２ ）伝統和装産業の情報化を めぐる 混迷

高 度な伝統性と産地集積性を もつ典型例とし て 西陣織 京都 ・播 州織 北、 （ ） （

播 磨 ・ 室町 卸 （ 京 都） の情 報 化 を 対 象 に比 較 分 析 する 。こ の ３ 産 地は 、日 本）

で 最 も 早 く から 情 報 化 戦 略 を 試 行 し て き た 代 表 的 な 繊 維 産 地 で あ り 、 情 報 化 を

導 入 し た 産 地 の 条 件 、 推 進 過 程 で の 産 地 変 容 と 、 混 迷 な い し 挫 折 の 実 態 を 解

明す るモデル・ケ ースである。

（ １）西陣織 産業映像情報システム Ｊ Ｉ Ｎ－ ＯＶ Ｉ Ｓは、なぜ挫折 したか ？

、 ，京都経済は １ ９ ９ １ 年から １ ９ ９ ６年の 事業所数が 大震災兵庫県に次ぐ １ ４
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５ ％ と い う 減 少 率 を 記 録 し 、 そ の 最 大 の 原 因 は 主 力 産 業 で あ る 和 装 を 含 む

繊 維 産 業 の 不 振 に あ る 。 和 装 生 地 産 地 で あ る 丹 後 地 方 で は 、 生 産 が 最 盛

期 の 三 分 の 一 に 落 ち 込 み 、 西 陣 の 出 荷 も １ ／ ４ に 減 少 し 、 京 鹿 の 子 絞 の 傾

、 。向的な衰弱も甚だしく 不況を原因とする多数の企業閉鎖が発生して いる

こ の 理 由 の １ つ は 、 生 産 の 海 外 展 開 と 価 格 競 争 に よ る 廃 業 や 後 継 者 難 で あ

る が 、 直 接 の 契 機 と な っ た の は 、 １ ９ ８ ８ 年 の 天皇 の 病 状に よ る 時代 祭 、 初

釜の お 茶会や 呉 服展示会の 中止で あ り、西陣織の 着尺や 京鹿の 子絞の売り

上 げ は 急 減 し 、 一 気 に 和 装 不 況 に 突 入 し た 。 京 都 西 陣 を 訪 れ れ ば 、 工 場

や 問 屋 と 商 店 街 が 歯 抜 け の よ う に 姿 を 消 し つ つ あ る こ と が 分 か る 。

こ の よ う な 西 陣 の 危 機 に 対 抗 す る 直 接 的 な 手 段 と し て 、 セ ー フ ガ ー ド 発

動 に よ る 海 外 輸 入 規 制 が と り あ げ ら れ る 。 し か し 、 こ う し た ポ リ テ イ カ ル な

防 衛 策 を 採 っ た と し て も 、 そ の 効 果 は 限 定 的 な も の で あ る 。 つ ま り 、 危 機

打 開 の 方 法 は 、 製 品 そ れ 自 体 に 係 わ る 生 産 と 需 要 開 拓 の 本 格 的 な 打 開 策

し か な い 。 こ の よ う な 差 し 迫 っ た 視 点 か ら 西 陣 及 び 室 町 を 対 象 と し た 情 報

化戦略の有効性が検討されなければなら ない 。

昭 和 ５ ０ 年代 の 西 陣 第 １ 次 戦 後 不 況 の最 大 の原 因 は 、 生産 過 剰 と 需 要 減 退 で

あ り 、 特 に 帯 地 の 独 占 的 な 市 場 占 拠 率 （ ８ ４ ､２ ％ 昭 和 ５ １ 年 度 生 産 額 ） は 、

市 場動 向 を直 接 反映 す る。こ う し た危 機 に対 し、 業界 は室 町 の家 業 的な 経営 を

脱 皮 し 、 消 費 者 ニ ー ズ を 川 上 に 逆 流 さ せ る 垂 直 的 な 連 携 を 強 化 す る 販 路 拡 大

戦略 をとった （図 参 照 。19 ）

出 所 ： 京 都 商 工 会 議 所 『 繊 維 リソー ス セ【 図 和装業界活 路開拓マス ター プラ ン19 】（

）ンタ ー 構 想 調 査 報 告 書 』 Ｐ １ １ ３
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こ の 『 マ ス タ ー プ ラ ン 』 で 試 行 さ れ た 西 陣 初 期 情 報 化 の 課 題 は 、 生 産 工 程

の自動 化を めざ した 産地シス テムの限 界（設 計・企 画部門 を産 地内に確保 し、

製 造 拠 点 を 外 部 化 す る ＝ 丹 後 出 機 に よっ て 生 じ た 設 計 変 更 のト ラ ブ ル や ス キ ル

の 継 承 ） を ど う 突 破 す る か にあ った 。 意 匠 設 計 を ア ナ ロ グ 回 線 （ 後 デ ジ タ ル回

線 ） に よ る 伝 送 で 短 縮 し 、 配 送 管 理 シ ス テ ム に よ る 迅 速 な 物 流 を 実 現 し よ う と

し た 。 さ ら に織 物 の傷 な どの トラ ブ ル を 、従 来 の熟 練者 によ る視 検 を 画 像CAD

解析 シス テム によって補完 する方法も開発された（京都市染 色試験場 。）

こ の 西 陣 初 期 情 報 化 段 階 の 特 徴 は 「 西 陣 機 業 は 、 今 日 の 資 本 生 産 の 原 則、

で あ る ＜ 規 模 の 経 済 ＞ を 追 求 で き な い と い う 宿 命 的 な 特 徴 を 背 負 っ て い る 。 国

民 全 般から 期待 され 且 つ 指示 され て い る意 匠 文化 の象 徴とし て の西陣 は、 これ

ま で の 伝 統 的 技 術 に よ る 先 染 織 物 の 技 法 を 守 ら な け れ ば な ら な い 。 そ の 性 格

の た め 、 明 治 以 来 の 洋 装 化 と 近 代的 大 資 本 生 産 に よる プ リ ン ト 織布 の 一 般 化 と

い う 、 今 日 の 経 済 原 則 に 完 全 に 従 え な い 西 陣 の 織 布 技 法 の 宿 命 を 背 負 っ て い

京 都 市 経 済 局 『 西 陣 織 産 業 映 像 情 報 シ ス テ ム の 活 用 に 関 す る 調 査 研 究 報 告 書 』 下 線る （」

） とい う 西 陣 織 の本 質 に よ く表 さ れ て い る 。 昭 和 ５ ０年 段 階 では 、 西陣 織部 筆 者

の 製 品 戦 略 は 伝 統 和 装 の 墨 守 に あ り 、 ＜ 範 囲 の 経 済 ＞ ・ ＜ 連 結 の 経 済 ＞ を め

ざ す 構 想 は 成 熟 し て い な かっ た 。 こ う し た 伝 統 的 製 品 戦 略 に よ る 情 報 化 構 想 を
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『西 陣調査研究報告書』は次のように提起し ている（下線部 筆者 。）

西陣 産 地が 、 全国 の 和 装マ ー ケ ッ ト の 現 状と 未来 の 情 報を 総 合的 且 つ 集中 的に

収 集す る こと が 可能と なれ ば、 そ れ に よっ て 織元の 情報蓄積 力を質 と量とも に 高め

る こ と が で き 、こ れ が ひ い て は 、 西陣 の 核 を な し て い る 帯地 マ ー ケ ッ ト か ら 、 和装

全 体の マ ー ケ ッ ト 、 さ ら に 洋 装お よ び 布地全 域の マ ーケ ッ トで の中 核的な 位置を 占

め る こと が可能 となる か もし れ ない 。西陣機業に お け る 望まし い 情報構造は 以下の

ように 要約できよ う。

（ １ ）全 国の 和 装 マ ー ケ ッ ト の 趨 勢と 未来の 情 報が 、 総合 的且つ 迅 速に 収集 で

き ること

（ ２ ） そ の 情報が い ち 早 く デザ イ ンと な り 、意匠図 を生 み出し 適量 且つ多 量な

織布を生産する こと

（ ３ ） 生産され た製 品が 、い ち 早 く 、産 地の 主体 性が確 保され た 流通経路 を通

じて、消費者に届けられ ること

（４）西陣織情報化システムの内容

①前売情報（生糸相場、織物相場、色彩、デザインなど）の即応性

②市場情報への即応性

③ 生産 、在庫 、経 営管 理（ 西陣陣 全体 の 生産 量の 把握 と調整 、機業 経営）

④画像ファイリ ングに よる シミュレ ーシ ョンの即応性

⑤統一伝票制度による流通合理化

最 初 の下 線 部に み ら れ る よう に 、 情 報化 の推 進 主 体 と受 益者 は織 元 であ り、

現 業 部 門 や 産 地 全 体 の 情 報 化 と い う 視 点 が な い 。 た だ し 、 次 の 下 線 部 に み ら

れ る よ う に 流 通 を 支 配 す る 室 町 卸 を 介 在 さ せ な い で 販 路 開 拓 を お こ な う と い う

画 期的 な構 想を 打ち だ して おり、 この点が成 功の鍵 をに ぎるこ ととな った。 この

よ う な 西 陣 織初 期 情 報化 の特 徴 は、 その他 の産 地に おい て も 共通 し て み ら れる

点 で あ る 。 西 陣 織 工 業 組 合 『 西 陣 織 産 業 映 像 情 報 化 シ ス テ ム に お け る 技 術 上

の 展 望 と 課 題 （ 昭 和 ５ ４ 年 ） で は 「 西 陣 の 生 命 力 は 、 ○ 分 業 化 さ れ た 高 度』 、

、 、 。 （ ）の技術力 ○分業の要 織元の想像力と指導力から生まれてくる ･･･ 中略
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･ ･ ･西 陣 映 像 情 報 シ ス テ ム は 、 第 １ 期 エ リ ア と し て こ の よ う な 織 元 を 対 象 に 、 マ

ー ケ ッ ト 情 報 、 デ ザ イ ン 情 報 な ど 商 品 企 画 力 の 充 実 、 産 地 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

の充実を主目 的にし ････ 中略 )･･･また 第 ２ 期エリ ア は生 産工程分業家 図、 （ 、 （

案 製 紋 、 原 料 準 備 等 各 工程 、 第 ３ 期 エ リ ア は問 屋 （ 産 地 、 室 町 ） と情 報 網 を）

拡 大 （ 下線 部 筆 者） とい う よ う に 、企 画 （織 元 ）→ 現 業 （生 産 工程 ） →問 屋」

（ 室 町 ） と 情 報 化 を 段 階 的 に 推 進 す る 方 針 を 打 ち 出 し て い る 。 実 は 、 こ の よ う

な 段 階 的 な 推 進 策 が 織 元 優 位 の 情 報 化 を も た ら し 、 現 業 と 卸 部 門 の 非 協 力 を

誘発 する結果とな った 。以下詳しく この問題点を 検討する。

西陣織産 業映像情 報システム は 、 １ ９ ７ ５ 年 に開始された「 第 次西JIN-OVIS 1

陣 機 業 振 興 五 カ 年 計 画 」 の 柱 と し て 打 ち 出 さ れ 、 を 応 用 し て 、 双 方 向HI-OVIS

メ デ イア 、 光フ ァ イバ ー 、 コン ピュ ータ 、映 像 を 組み あ わ せる情 報ネ ッ ト ワー ク

・シス テム であ る（図 ・ 参照 。20 21 ）

出 所 ： 京 都 市 経 済 局 『 西 陣 織 産 業 映 像 情 報 の 活 用 に 関 す る 調 査【 図 概 念図20 JIN-OVIS 】（

）研 究 報 告 書 』 １ ９ ７ ０ 年 を 参 照 し て 筆 者 作 成

（ 出 所 ： 前 掲 書 参 照 し て 筆 者 作 成 ）【 図 の情報の流れ21 JIN-OVIS 】
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の試行は、次のような問題 を解決できないまま導入 された 。第 １は、JIN-OVIS

初 期 投 資 の 問 題 で あ る 。 シス テム 建 設 費 の概 算 は ４ ５ 億 円 であ った が 、 借 入 金

が ３ ０ ％に 達 し、 ラ ン ニング・ コ スト も年 間 ２億 ６ ０ ０ ０ 万 円で あり、 中 小織 元に と

っ て 大 き な 負 担 と な っ た 。 第 ２ は 、 推 進 主 体 の問 題 であ る 。 織 元 中 心 で あ り 、

現 業 部 門 の 参 加 は 次 段 階 へ 先 送 り さ れ 、 情 報 が 織 元 に 一 元 的 に 集 中 し 、 映 像

情 報 プ ロ グ ラ ム も 織 元 の 商 品 企 画 ・ 図 案 制 作 中 心 に 開 発 さ れ 、 現 業 工 程 の プ

ロ グ ラ ム は 進 ま な か っ た （ 図 １ ９ ． ２ ０ 参 照 。 当 時 の 染 色 業 組 合 は 次 の よ う に）

指摘 している。

１， この １ ０年間、染め工場は流通に 関して全く 関与していなかった。

２ ，流通シ ステ ムの激変に 対し て、染め工場は 受け 身で あり、対応を余儀なく さ

れた。

３ ，そ の結果染め工場全体に とって （イ ）計画生産が不可能となり （ロ）限、 、

ら れ た 枠の なか で し か 付加 価値の 創造 を得 る ことが で き なか っ た （ハ） 染め、

工工場は優勝劣敗のしのぎを削る ことに なり （ニ）総合的な意味でこの産業、

の 発展 に 大き な 損失 を 来 し た と 推測 され る 。

（ 出 所 ： 京 都 友 禅 協 同 組 合 『 我 が 業 界 友 禅 の 明 日 を 考 え る 』 １ ９ ７ ９ 年 ）
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染 色 業 者 に と っ て は 、 織 元 の 主 導 す る は 、 作 業 の 進 捗 状 況 を 単 にJIN-OVIS

報 告 す る に 過 ぎ な い も の で あ り 、 織 元 へ の 従 属 性 を 一 層 強 め るこ と に な り 、 加

工賃 競争が誘 発される結果となった。

第 ３ は 、 室 町 卸 の 問 題 で あ る 。 情 報 化 に よ る 製 販 直 結 は 、 従 来 の 室 町 卸 問

屋 → 集 散 地 問 屋 → 地 方 問 屋 → 小 売 店 と い う 流 通 チ ャ ネ ル を 再 編 し 、 室 町 卸 の

主 導 権を 奪 う 可 能 性が あり 、危 機感 を 抱い た 室 町卸 は、 に非 協 力の態JIN-OVIS

度を とった。

こ う し た を め ぐ っ て 誘 発 さ れ た 矛 盾 を 回 避 す る た め に 、 漸 進 的 な 修JIN-OVIS

JIN-OVIS VRS正がおこなわれた しかし は ５年間 の実験を 経て中止され 次い で。 、

（ 画 像 応 答 シ ス テム ） に 転 換 し た 。 は 、 が １ ９ ９ ７ 年 に 実 験 サ ー ビ ス をVRS NTT

始 め た キ ャプ テ ン と の 中 間 に 位 置 す る シ ス テ ム で 、 静 止 画 、 動 画 、 同Hi-OVIS

報 動 画 、 リ ク エ ス ト 動 画 な ど の サ ー ビ ス を 提 供 す る の に 適 し て い る 。 は 、VRS

組 み 合 わ せ プ ロ グ ラ ム と ソ フ ト 作 成 が 難 解 で 、 広 帯 域 伝 送 の コ ス ト が 高 く な る

が 、 光 フ ァ イバ ー ケ ー ブ ルの 敷 設 が 進 め ば コ ス ト は 安 く な る と 見 通 さ れ た 。 西

、 、陣織 工業組合が へ転換した 理由は 第 １に画像伝送の時は光ファイバーでVRS

ユ ー ザ ー の ア ク セ ス は 電 話 回 線 で あ る た め コ ス ト は 変 わ ら な い こ と 。 第 ２ に 配

、 、 、色の組み合 わせが キャプテンの １ ６ 色 の ４ ０種に較べ て無限でありJIN-OVIS

し かも色 と形の変 更が可能 な 機 能による高精細の画像を 提供でき、コンピCAD

ュ ー タ に よ るデ ザ イン と 図 柄 ・ 模様 の デ ー タ ー ベ ー ス を 構 築 し て 、 必 要 な情 報

を 必要な時に瞬時に取り出すことができるという 点にあった（図 参照 。22 ）

（ 出 所 ： 日 刊 工 業 新 聞 社 『 企 業 』 １ ９ ８ ４ 年 参 照【 図 概 念 図22 VRS 】 ＆ 地域 Ｉ Ｎ Ｓ

し て 筆 者 作 成 ）
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この西陣織 産業映 像情報 システム も、コ スト 負担とセ キ ュリ テ ｲー問題にVRS

直 面 し た 。 し かし そ れ 以 上 に 深 刻 な 問 題 は 、 大 手 織 元 が 西 陣 産 地 外 の 出 機 へ

依 存 す る 傾 向 が 進 み （ 丹 後 → 韓 国 → 中 国 → 中 国 → 東 南 ア ジ ア 、 産 地 全 体 の）

振 興 よ り も 個 別 の 織 元 に よ る 競 争 的 な 姿 勢 が 強 ま っ た こ とで あ る 。

こ のよ う に と は と も に失 敗 し 、 現 在 は 稼 動 し て い な い 。 こ の原JIN-OVIS VRS

因 は 、 主 と し て 西 陣 織 の 製 品 開 発 と 情 報 化 の 関 係 に あ っ た 。 西 陣 織 の 製 品 開

発 の 選 択 肢 は 、 伝 統 的 高 級 品 に よる 差 別 化 戦 略 か 、 ア パ レ ル洋 装 化 戦 略 及 び

イ ンテ リ ア な どの洋 品 化戦 略 の三つ であ った が、 結果 的 には 高級 品の差 別 化戦

略 に 重 点 を 置 い た ソ フ ト 開 発 を 先 行 さ せ 、 洋 装 や イ ン テ リ ア 路 線 は 採 用 さ れ な

かったのである。

西 陣織 情 報 化戦 略 が開始 さ れた １ ９ ７ ８ 年（ 昭 和 ５ ３年 ）から ほ ぼ １ ０年 が経過

し た １ ９ ８ ９ 年 に 実 施 さ れ た 「 第 １ ２ 次 西 陣 機 業 調 査 」 を み る と、 コ ン ピ ュ ー タ 導

入に対す る業 者の評価が分かる（ 表 参照 。25 ）

出所： 第 １ ２ 次西陣機業調査の概要』【 表 コンピュータ 導入につい て （25 】 『

）Ｐ ４ よ り筆者作成
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18.7 11.1コンピュー タ導 入に関して 、既に導入 してい る企業は、 ％ でそのう ち

％ は経 営管 理と い う 事務 労 働の情 報化 であ り、意 匠 ・デザ イン作 成工 程への導

入 は少ない 。 また「 導入予定 なし」 が ％あり、 依然として織 元の経験主義58.2

的 な 勘 に 依 存 す る 傾 向 が 強 く 残 っ て い る こ とが 分 か る 。 こ の傾 向 は 「 重 視 す る

」 、「 」 、 「 」機能 において 商品開発力 が ％ あるが その鍵となる 情報 収集力75.8

と「人材育成」 が ％台であることから も分かる。20

（ ）室町「情報武装 型卸売業」戦略はなぜ混迷 してい るか2

京 鹿 の子 絞 は、 京 都 室町 問 屋 を 中 心 に大 阪 ・ 名 古屋 ・ 東 京 の集 散 地問 屋 を

経 て 全 国 的 に 流 通 す る 。 室 町 問 屋 は 、 前 売 （ 集 散 地 機 能 ） と 染 呉 服 製 造 元 卸

（ 産 地 製 造 機 能 ） と 白 生 地 供 給 を 兼 業 化 し 、 仲 間 取 引 を お こ な い な が ら 全 国

流通 チャネルの主導権 を握っている（図 参照 。23 ）

（出所：京都府中小企業総合指導所【 図 室町問屋の和装品流通チ ャネル23 】

『京都府産業の展望 ）』

一 般 製 造 業 に 較 べ て 長 期 サ イ ク ル で あ る 伝 統 和 装 産 品 で は 、 小 口 ・ 多 頻 度
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、 （ ）配品 が要求されず しかも室 町卸のよう な専門化された高度のス キル 目 利き

は 、 容 易 に 異 業 種 の 参 入 を 許 さ な か っ た 。 し か し 、 洋 品 や 洋 装 分 野 へ の 参 入

が 進 む に 従 い 、 室 町 卸 商 を 介 在 さ せ な い 新 た な 流 通 チ ャ ネ ル の 試 行 を メ ー カ

ー が始 め た（ 前記 の鹿 の子絞 振興 協同 組 合参照 。 ここ から 室 町卸 の主導権 を）

維 持 し 、 し かも 従 来 の 経 験 主 義 的 な 経 営 手 法 （ 個 人 的 接 触 、 同 族 優 先 、 人 柄

重視 を打 破するマー ケッテイングを展 望したのが 京都織物卸 商業組合の 情） 、 「

報 武 装 型 卸 売 業 」 戦 略 で あ る 。 こ の 情 報 武 装 型 卸 売 業 は 、 問 屋 消 滅 論 に 対 抗

し て 、 通 商 産 業 省 が １ ９ ８ ５ 年 に 提 起 し た 『 情 報 武 装 型 卸 売 業 ビ ジ ョ ン 』 を モ デ

ルとしてい る（ 図 参 照 。24 ）

【 図 室 町卸商業組合の情報武装卸売 業 （出所：筆者作 成）24 】
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と こ ろ が 個 々 の室 町 卸 商 の 対 応 は 、 店 内 事 務 処 理 や 本 支 店 間 業 務 処 理 の オ

ン ラ イン化 に止 まり、 最終 的 な目 標で ある企 業 間ネ ッ ト ワ ーク の構築 に至 る前に

挫 折 し た 。 そ の 理 由 は 第 １ に 、 和 装 産 品 自 体 が 、 他 の 日 用 雑 貨 や 加 工 食 品 と

異 な り、 感 性 や好 み とい う 数値 化 し に く い 製 品 群 であ り 、 また ア パレ ル のよう に

売 れ 筋 と死 に 筋 が 短サ イク ル で明 白 に な る とい っ た 特 性 がな く 、室 町 卸 は和 装

産 品 主 体 で あ る 限 り そ れ ほ ど Ｑ Ｒ 供 給 を 求 め な い か ら で あ る 。 第 ２ は 、 情 報 化

に よ る取 引 契 約 の近 代 化 と 既 成の 取 引 慣行 と の間 に矛 盾 が発 生 し た 「 浮貸 」。

と 言 わ れ て きた リ ベ ー ト を 伴 う 委 託 販 売 制 や 返 品 制 の 存 在 な ど 、 デ ー タ 化 され

な い 取 引 慣 行 が 温 存 さ れ て き た か ら で あ る 。 第 ３ に 、 取 引 先 が 商 品 コ ー ド や 伝

票 ・ 帳 簿 ・ 伝 送 の 専 用 プ ロ ト コ ル と フ ォ ー マ ッ ト を 求 め る た め 、 標 準 化 が 進 ま

ず 、シ ス テム ・ ファ イルとソ フ トウ エア ー のコ ス ト が増大 し たこ とであ る。 第４に

最 も重 要な理 由は 、室町 卸商 の情報 ネッ ト ワー クそ れ自 体への懐疑 であ る。特

に 、 需 要 動 向 の 共 同 Ｖ Ａ Ｎ に よ る 把 握 は 、 卸 商 の 企 業 ノ ウ ハ ウ を 公 開 す る こ と

になり 「売れ筋」 への模倣を 誘発するのではない かという 不安である。、
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（ ３ ） 播 州織 ｢先 染 織 物 工 程情 報 オ ンラ イン ・ シ ス テム ｣は な ぜ 失 敗 し た か

（出所：西脇青年会議所資料）【 図 播州織機業地域25 】
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兵 庫 県 北 播 磨 地 域 は 、 神 戸 市 北 西 約 ４ ０ ｋ ｍ に あ る 内 陸 部 ２ 市 ６ 町 村 か ら な り 、 そ の 中 心 で

あ る 西 脇 市 は 兵 庫 県 の 内 陸 部 に 位 置 す る 人 口 約 ３ ８ ０ ０ ０ 人 の 都 市 で 、 市 内 を 流 れ る 加 古 川 と

杉 原 川 の 良 質 な 水 が 織 物 産 業 を 生 み 出 し た 。 播 州 織 の 起 源 は 、 寛 政 ４ 年 （ １ ７ ９ ３ 年 ） に 比 延

庄 村 （ 現 西 脇 市 比 延 町 ） の 大 工 飛 田 安 兵 衛 が京 都 西 陣 織 の 技 術 を 導 入 し た こと に 始 ま り、

現 在 で は ド レ ス シ ャ ツ を 主 力 製 品 と す る 世 界 最 大 の 輸 出 型 綿 ス フ 先 染 織 物 産 地 と し て 形 成 さ

れ た 。 先 染 め織 物 は 、 原 糸 を 染 色 方 法 別 に分 け 、 チ ー ズ 染 色 の 場 合 は ソ フ ト ・ チ ー ズ 巻 き、

ビ ー ム 染 色 の 場 合 は 荒 巻 整 経 を お こ な う 。 染 色 後 、 経 糸 は サ イ ジ ン グ （ 糊 付 、 畦 取 り 、 経）

通 し を お こ な い 、 緯 糸 は 管 巻 （ 有 ま た は コ ー ン 巻 き （ 革 新 織 機 ） を 施 し て 製 織 し 、杼織機 ）

検 反 → 整 理 加 工 → 検 査 → 梱 包 → 出 荷 へ と 進 む （ 図 ･ 。26 27）

【 図 播州織生産工程 （出所：筆者作 成）26 】

（ 出 所 ： 筆 者 作 成 ）【 図 播州織の社会的分業と企業間関係27 】
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産 地 の コ ン ダ ク タ ー で あ る 産 元 商 社 は 、 原 材 料 の 仕 入 れ か ら 市 場 情 報 の 収 集 ・ 商 品 企 画

・ 需 要 開 拓 の 中 枢 機 能 を 独 占 し 、 専 業 化 し た 各 工 程 の 情 報 伝 達 と 需 給 調 整 を お こ な う 。 こ の

よ う な 産 地 の 精 緻 な 社 会 的 分 業 が 進 展 し た 背 景 に は 、 ① 先 染 ギ ン ガ ム 織 物 の 世 界 市 場 に お

け る 安 定 し た 市 場 占 拠 率 （ 日 本 １ ／ ２ ： 韓 国 １／ ４ ： 台 湾 １ ／ ４ 、 ② 多 品 種 少 量 生 産 に 対 応 す）

、 。る 機 織 と 染 色 の 技 術 的 分 業 ③ 親 方 － 子 方 の 家 内 工 業 的 な の れ ん 分 け の 慣 習 な ど が あっ た

織 布 部 門 の 経 営 は 、 戦 前 期 昭 和 １ ２ 年 ま で の [糸 買 い 縞 売 り ]（ 自 己 責 任 で 原 糸 を 買 い 、 自

ら 製 織 し 販 売 す る ） か ら 、 昭 和 １ ３ 年 に [賃 織 ]（ 前 年 の 戦 時 統 制 に よ っ て 綿 花 輸 入 量 が 許 可 制

と な り 紡 績 の 支 配 が 強 ま っ た ） へ 移 行 し 、 昭 和 ３ ０ 年 代 に 入 る と [ネ ッ ト 工 賃 ]（ 米 国 向 け 品 質

管 理 の た め 産 元 の 染 色 工 場 指 定 方 式 で 、 織 工 賃 の み 産 元 か ら 受 け 取 る ]が 採 用 さ れ て 、 織 布

業 者 は 賃 織 製 織 に転 落 す る 現 在 の 産 元 統 括 型 シス テ ム が確 立 し た （ 図 参 照 。28 ）

（ 出 所 ： 兵 庫 経 済 研 究 所 『 兵【図 ８ 賃織形態の変容と 産元統括型シス テム2 】

庫 の 地 場 産 業 シ リ ー ズ 第 一 号 』 ｐ ７ １ ）
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播 州 織 は ８ ５ 年 の プ ラ ザ 合 意 以 降 、 輸 出 市 場 に お け る 価 格 競 争 力 の 低 下 と 、 最 終 製 品 で あ

る 衣 料 品 の 輸 入 急 増 に 直 面 し て 、 生 産 数 量 と 従 業 員 数 が 急 速 に 衰 退 し て い る （ 表 ・ 参26 27

照 。 内 需 転 換 を め ざ す 多 品 種 小 ロ ッ ト 戦 略 が 成 功 し な い 背 景 に は 、 第 １ に 産 地 の 社 会 的 分）

業 関 係 が 小 ロ ッ ト 、 短 納 期 生 産 に 適 さ な い こ と で あ る 。 革 新 織 機 の 導 入 は 大 ロ ッ ト の 効 率 生

産 に は 適 し た が 、 糸 を 頻 繁 に 変 え る 準 備 工 程 が う ま く ゆ か な い 。 染 色 、 整 理 加 工 工 程 に お い

て も 企 業 合 併 と 大 型 設 備 の 装 置 産 業 化 に よ っ て 、 染 色 時 間 の 短 縮 が で き な い の で あ る 。 形 状

記 憶 シ ャ ツ の 開 発 は ヒ ッ ト 商 品 と な っ た の み で 、 産 地 外 へ の 広 域 分 業 が 進 展 し 、 よ り 安 い 工

賃 を 求 め て 必 ず しも 西 脇 市 に 発 注 し な い 事 態 も 生 ま れ て い る。

（ 出 所 ： 兵 庫 県 織 物 工 業 組 合 連 合 会 『 播 州 織 の 概【表 播州織生産状況推移26 】

要 』 各 年 度 版 よ り筆 者 作 成 ）

（ 出 所 ： 兵 庫 県 織 物 協 同 組 合 連【 表 播 州 織 の 企 業数 と 従 業 員 数の 推 移27 】

合 会 『 播 州 織 の 概 要 ）』
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高 度 成 長 期 か ら 現 在 ま で の 企 業 間 関 係 の 変 化 を み る と 、 産 地 内 の 各 部 門 の 階 層 分 化 が は

（ ）。 、 、げ し く進 行 し た こ と が 分 か る 図 参 照 第 １ は 装 置 産 業 的 な 性 格 が 強 い 染 色 部 門 で は29

量 産 を め ざ す 設 備 近 代 化 が 新 規 参 入 障 壁 と な っ て 独 占 が 進 み 、 規 模 の 経 済 を 必 要 と し な い

準 備 部 門 と 織 布 部 門 は 、 新 規 参 入 に よ る 零 細 事 業 所 数 が 急 増 し 、 過 当 競 争 が 激 化 し た 。 第

２ に 、 産 元 商 社 と 現 業 部 門 の 乖 離 が 進 行 し た 。 産 元 商 社 は 生 産 管 理 に 集 中 し 、 情 報 と 企 画 ・

営 業 の 中 枢 機 能 を 一 元 化 し 、 現 業 部 門 の 商 品 企 画 へ の 参 加 機 会 は 失 わ れ た 。 さ ら に 産 元 商

社 は 、 小 売 価 格 決 定 後 に 生 地 値 と 工 賃 を 決 め 、 手 形 サ イ ト の 長 期 化 （ １ ２ ０ か ら １ ５ ０ 日 ） や 分

割 払 い に よ っ て 、 現 業 の 資 金 循 環 を 悪 化 さ せ た 。 こ う し た 産 元 商 社 の 現 業 部 門 に 対 す る 支 配

力 の 強 化 は 、 現 業 部 門 の工 賃 競 争 の 激 化 と 産 元 へ の 反 発 を 誘 発 し て い っ た 。

【 図 播州織の企業間関係の変容 （出所： 筆者作成）29 】

播 州 織 の 衰 退 に 危 機 感 を 持 っ た 西 脇 市 は 、 ２ つ の 方 向 で 地 域 経 済 活 性 化 を

試 行 し た 。 第 １ は、 誘 致 外 来 型 活 性 化 であ り （ 株 ） セ ミ コ ン ダク タ ー （ 神、 KTI

戸 製 鋼 とテ キ サス イ ンス ツ ルメ ン ト の合 弁に よる 半 導 体メ ー カ ー ） や 大型 ショ ッ
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ピ ン グ セ ン タ ー 、 総 合 ビ ル な ど １ ４ 企 業 の 誘 致 と 商 業 開 発 を 計 画 し た が 、 進 出

企 業 の 全 従 業 員 数 ９ ０ ０ 人 の う ち 地 元 採 用 者 数 は ３ ０ ０ 人 に 過 ぎ ず 、 ま た 誘 致 企

業 は 全 て の 工 程 を 自 社 工 場 で 基 本 的 に 完 結 し た た め 、 地 元 企 業 と の 下 請 関 係

や 物 流に よる波 及 効 果は 生ま れな かっ た。 第 ２ は、 播 州織 の技 術基 盤 を生 かし

た 新 製 品 開 発 （ 形 状 記 憶 合 金 シャ ツ が ヒ ッ ト 商 品 とな っ た ） と 新 分 野 進 出 と い

う 播 州 織再 活 性 化 計 画 で あ る。 こ こ では 播 州 織 活 性 化 の一 環 とし て 試 行 され た

情報 化戦略が果たして軌道にのったのかどうかを検討 する。

播 州 織 の 情 報 化 戦 略 は 、 産 地 で あ る 西 脇 市 が １ ９ ８ ４ 年 に 通 商 産 業 省 の 「 ニ

ュ ー メ デ イ ア ・ コ ミ ュ ニ テ イ ー 構 想 」 の 指 定 地 域 と な り 、 フ ァ ッ シ ョ ン タ ウ ン を

「 」め ざす産地振興型情 報シス テムである 先染織物工 程情報オンラ インシス テム

と 「 先 染 織 物 デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テム 」 の 構 築 に よ って 始 ま り 、 次 の年 表 のよ

う に進行した （表 参 照 。28 ）

【 表 播州産地の情報化戦略年表 （出所：筆者作成 ）28 】
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播 州 織 情 報 化 の 基 本 は 、 零 細 で 複 雑 多 段 階 性 を 持 つ 個 別 の 企 業 で は取 り 組

30め ない地域情 報シス テムを共同 で構築 し、地域活性化 を図る戦略である（図

参照 ①から 順次⑥に進む 。）

出 所 ： 西 脇 市 『 西 脇 ニ ュ ー メ デ イ ア ・【 図 西 脇市 ニュ ーメ デ イア 構 想 とＶ Ａ Ｎ （30 】

）コミ ュ ニテ イー 構 想 』 一 １ ９ ８ ５ 年
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推 進 主 体 と し て 設 立 さ れ た 「 播 州 織 情 報 セ ン タ ー 」 は 、 製 造 と 卸 売 の 両 機

能 を 持 つ 産元 商 社 を 中心 に、 ① 先染 織 物 工程 情 報オ ン ラ イン シス テ ム（ 指 図書

な ど の 受 発 注 書 類 の 情 報 化 ） か ら 、 ② 先 染 織 物 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム （ 情 報

・ 業 務 契 約 ・ 荷 動 き 情 報 の デ ー タ ベ ー ス 化 ） を 経 て 、 ③ 行 政 や 生 活 ・ コ ミ ュ

ニ テ ー 情 報 の シ ス テ ム 化 を 進 め る 中 核 施 設 で あ る 。 現 在 の と こ ろ 稼 動 し て い る

の は 、 工 程 の 進 捗 状 況 を 瞬 時 に 把 握 し 、 産 元 商 社 の オ ー ダ ー を 短 納 期 化 す る

Ｑ Ｒ Ｓ （ ６ ０日 → ４ ０日） を 推進 す る①の指図 書のオ ンラ イン 化であ る。指 図書 と

は 、 産 元 商 社 が 現 業 に 示 す [品 名 ・ 数 量 ・ 納 期 ・ 染 色 条 件 ・ 糊 付 方 法 ・ 織 上

サ イ ズ ・ 加 工 条 件 ・ 仕 上 サ イ ズ ・ 出 荷 先 ]の 加 工 条 件 を 示 し た 管 理 書 で あ り 、

次のようになってい る（ 図 参照 。31 ）

（ 出 所 ： 聴 取 調 査 によ り筆 者 作 成 ）【図 Ａ 産元商 社のオン ライン ・シス テム31 】

「 播 州 織 先 染 織 物 工 程 情 報 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム 」 が 、 初 期 段 階 で 早 く も 混 迷

に 陥 っ た 理 由 は 何 で あ ろ う か 。 そ れ は 、 産 元 商 社 が 総 合 商 社 や 海 外 バ イ ヤ ー
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と 結ぶ 契 約の制 約 条 件（ 品 名・ 数 量・ 納 期 ・支 払 条件 ・ 取引 条 件・ 取 扱 商社

・ 仕 向 先 ）及 び 製造 条 件 （ 染 色・ 糊 付 ・ 織上 ・ 加 工 ・仕 上 げ サイズ ）と原 価

条 件（ 染工 賃・ 織工賃 ・加 工賃 ・糸 代・ 成約 値・単 位原 価・ 単位利 益）の非

公 開 性 に あ る 。 こ れ ら の 契 約 情 報 は 、 産 元 商 社 の 顧 客 ・ 受 注 先 ・ 納 期 ・ 稼 働

、 。率な どの企業秘密に係わ る内部 情報であり 本来オ ープン化 困難な情報である

従って 指図書に記される情報 は [品名・数量・納 期・製造条件 ]であり [最、 、 、

終 販 売先 ・ 原 価・ 利 益・ 支 払条 件 ]は 当然 記 載さ れな い 。 す ると 、現 業部 門に

と っ て の 指 図 書 オ ン ラ イ ン 化 の意 味 は 、 作 業 の 進 捗 状 況 を リ ア ル に 産 元 商 社 に

単 方 向 で 報 告 す るシ ス テ ム に し か 過 ぎ な く 、 逆 に自 ら の裁 量 度 は 制 限 され 、 作

業 の繁 茂性 と労 力 のコ スト は上 昇す る 結果 を もた ら した 。 こう し て 産元 商社 と現

業 部門 の垂 直的 な従 属 関係 は更 に進行 し 、現 業 部門 のインセ ン テイブ の衰弱 と

情 報 化へ の反 発が 誘発 され た 。

こ う し た 「 播 州 織 先 染 織 物 工 程 情 報 オ ン ラ イ ン シス テム 」 の混 迷 は 、 社

会 的 分 業 の 頂 点 に 位 置 す る 産 元 商 社 が 主 導 し 、 現 業 部 門 と の 取 引 集 中 の 再 検

討 を 図 る な ど の改 善 を 加 え ず 、 既 成 の生 産 シス テム を 情 報 化に 置 き 換 え た に過

ぎ ず 、 現 業 部 門 の 工 賃 競 争 を 誘 発 す る 事 態 と な っ た 。 こ の 背 景 に は 、 通 産 省

のニ ューメ デ イア ・コ ミュニ テー 構想 が、 播州 織情 報 化計 画を 地 域情 報化 計画

の 下位 構 想 と位 置 づ けた こ と 「 播 州織 情 報化 セ ン タ ー 」が 産元 商 社 主導 型 で、

編 成 さ れ 、 産 地 全 体 の コ ー デ イ ネ イ ト 機 能 を 充 分 に 発 揮 し 得 な い 組 織 と な っ た

か ら で あ る 「 播 州 織 先 染 織 物 情 報 オ ン ラ イ ン シ ス テ ム 」 の 問 題 は 、 情 報 化 戦。

略 の 成功 の 帰 趨 が、 部 門 間 の水 平 型 ネ ッ ト ワ ー ク 組織 に よる 双 方向 的 な オ ン ラ

インシステムの構築にかかっているこを明白 に示し た。

以 上 の 「 播 州 織 先 染 織 物 情 報 オ ン ラ イ ン シス テム 」 と並 行 し て 試 行 さ れ た の

が 、 繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー で あ る 。 兵 庫 県 は 、 １ ９ ９ １ 年 （ 平 成 ３ 年 ） に 『 兵 庫

県 地場 産 業振 興ビ ジ ョン』 を 策定 し 、翌 年 （財 「 北播 磨 地場 産業 開 発機 構」）

が 繊維 リ ソ ー ス セ ンタ ー と し て設 立 された 。 こ のビ ジ ョンの最 大 の特 徴は 「 力、

の あ る 企 業 の 育 成 と 力 の あ る 産 地 の 形 成 に 向 け て 、 ････（ 中 略 ） ････分 業 体

制 を生 かしな がら 、振 興のた めの中 枢機 構がオ ルガ ナイザー とな って、 産地基

盤 の 強 化 を め ざ す （ 兵 庫 県 地 場 産 業 振 興 ビ ジ ョ ン 』 下 線 部 筆 者 ） と い う」 『
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よ うに 、実 質的に は大手 産元 商社 を核 とするグルー プ（ 相 互補 完連携 グルLPU

ー プ ） の 編 成 に あ っ た 。 し か し 、 西 陣 織 と 同 様 に 、 大 手 産 元 商 社 が 主 導 す る

企 業 間連 携 が、 現業 部 門と の軋 轢を 生 んで 機 能不 全 に陥 った 。こ う し て播 州織

の情 報化 は、 一方 では通 産省 の中 小企 業構 造改 善事 業（ 兵庫県 織物 協同 組合

連 合会『 播州織構造 改善ビ ジョン－総 合織物産地 をめ ざして （ １ ９ ８ ９年）と、』

他 方 で は『 繊 維 ビ ジ ョン 』 によ る リ ソー ス セ ン タ ー （ )事 業 （ 播 州織 ２ １ 世 紀LPU

委 員 会 『 播 州 織 ２ １ 世 紀 戦 略 ビ ジ ョ ン 』 １ ９ ９ ３ 年 及 び 播 州 織 戦 略 検 討 会 議 『 播

州 織 ２ １ 世 紀 戦 略 ビ ジ ョ ン ＜ 行 動 計 画 ＞ 』 １ ９ ９ ６ 年 ） と い う ２ つ の構 想 が 併 立 し

、 、て推進 されること とな っが 何れも産地 組合の再編成 を含む変革をめ ざす点で

西 陣 織 の 戦 略 と 較 べ て 徹 底 し た 内 容 と な っ て い る 。 両 ビ ジ ョ ン は 現 状 認 識 と 将

来 戦 略 が ほ とん ど 共 通 し て い る のも かか わ ら ず 、 相 互の 計画 を 連 携 さ せる体 制

がなく、ここに播州織情報 化戦略の決 定的な問題があった（表 参照 。29 ）

（ 出 所 ： 兵 庫 県 織 物 協 同 組 合 連 合 会 資 料 を【 表 播州織産地振興 ビジョン比較29 】

も と に 筆 者 作 成 ）
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播 州 織 産 地 の 構 造 改 善 の 注 目 す べ き 点 は 、 分 業 に よ る 作 業 のロ ス と 価 格 競

争 を打 開す る共同 整理加 工工 場や準備 工程の協業 化を めざ してい る点 にある。

準 備 工 程 の 協 業 化 は 、 組 合 に よ る 共 同 準 備 工 場 形 態 と 、 個 別 組 合 員 に よ る 自

主 的な 協業 があるが、 い ずれも 設備近 代化 のコス トを 共 同し て担 い 、共 同受注

と 共 同 販 売 によ って 適 性 工 賃 を 確 保 し 、 製 品 の品 質 を 一 元 化 す るね ら い が ある

（ 図 参 照 。 こ のよ う な 共 同 化 に 対 す る 業 者の 期 待 は、 ％ と 高く （ 全 国32 42.5）

20.8 21.7 11.3 5.0平均 ％ 、その内容 は、工場 集団化 ％＞共同出資会社 ％＞合併）

％ ＞ その 他 ％ と なっ て い る（ 表 参 照 。 し かも 共同 化 への 期 待を 規 模 別4.5 30 ）

に み る と、 全 国的 に は零 細 規模 ほ ど 高く 大 企業 ほ ど 低い のに対 し 、播 州 織産 地

で は ２ ０台 以 下 の零 細 機 業 と １ ０ ０ 台 以 上 の大 機 業 で の共 同 化 指 向 が高 い とい う

特徴 的な傾向がある（表 参 照 。31 ）

（ 出 所 ： 兵 庫 県 商 工 労 働 部 『 播 州 織【 図 組 合経 営に よる共同 準備 工場 （案32 ）】

産 地 診 断 勧 告 書 及 び 報 告 書 』 昭 和 ４ ０ 年 Ｐ を 参 照 して 筆 者 作 成 ）345
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（ 出 所 ： 兵 庫 県 商 工 労 働 部 『 播 州 織 産 地 診 断 勧 告【表 共同化工場の希望割合30 】

書 及 び 報 告 書 』 昭 和 ４ ０ 年 Ｐ ３ ６ ４ ）

（ 出 所 ： 前 掲 書 Ｐ ３ ６ ６ ）【 表 規 模別にみた 共同化希望状況31 】
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さ ら に共 同 事業 の指向 におい て も、播 州織 産地 は全国 平均 に較べ て 抜きん で

29.4 23.8 19.4た 高水準を示し 、賃織共同受注 ％ ＞共同炊 事 ％ ＞副資材 共同購入

％ ＞共 同寄宿舎 ％＞共同販 売 ％ ＞金 融事業 ％となってい る。規模15.3 14.9 14.3

別 の 共 同 事 業 の 指 向 を み る と 、 全 体 と し て 共 同 受 注 と 共 同 炊 事 が 高 く 、 特 に ２

０ 台 未 満 の零 細 機 業 で 顕 著 な 期 待 が あ る 。 ５ ０ ～ １ ０ ０ 台 の 中 堅 機 業 に お い て 共

同 炊 事 の 指 向 が 強 く 、 １ ０ ０ 台 以 上 の 大 機 業 に お い て も 共 同 購 入 と 共 同 販 売 へ

の 指向 が強 い 。 兵 庫県 商 工 労働 部 の調査 がお こな わ れ た 昭和 ３ ９年 ８ 月 は、 政

府 に よ る 中 小 企 業 共 同 化 政 策 の 広 報 活 動 が お こ な わ れ る 遙 か 以 前 で あ り 、 播

州 織 産 地 が 共 同 化 と 協 同 化 に よ っ て 危 機 を 乗 り越 え て き た 歴 史 的 な 経 験 とイ ン

。 、セ ンテイブ が強くあったことを示 してい る このよう な播州織の共同化の経験は

織 布 工 場 で は な く 後 工 程 の 整 理 加 工 部 門 が 中 心 と な っ た こ と 、 及 び 共 同 化 の

ね ら い が少 品 種大 量 生産 によ る「 規 模の利 益 」 追求 にあ った と い う 歴史 的 な限

界 があ り、 多 品種 少 量生 産 への展 望 を はら ん だ もので はな かった 。 し かし 、分

業 工 程 の 相 互 の 無 関 心 と 工 程 内 の 加 工 賃 競 争 を 克 服 し 、 賃 織 制 か ら 縞 売 制 へ

の復帰の可 能性を秘め た貴重な試行であったとい える。

従っ て問 題は 、多 品種 少量 生 産と製 品 差別 化に向 かう 新 たな 共 同化に あり、

過 去 の 貴 重 な 共 同 化 の 基 盤 を 生 か し た を 中 心 と す る 中 核 企 業 主 導 と 情 報LPU
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ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る 必 要 が あ り 、 お そ ら く こ の 点 に 播 州 織 産 地 の 将 来 が 懸

かっ てい る。 つ まり 、す で に先 駆的 に試 行 され てい る 遠州 産地 の と 京鹿 のLPU

子 絞 の総 合 加 工方 式 な ど と並ぶ 零 細 機業 排 除型 では な い 戦 略 の可 能性 をLPU

遠 州 産 地 で は 、 準 備 工 程 を 含 め た 織 布 ま で の 生 産機 能 を 持は ら ん で い る 。

つ １ ０ 機 業 程 度 か ら な る 親 機 中 心 の グ ル ー プ と 、 織 布 か ら 染 色 ・ 販 売 の 機

能 を 含 め た 産 元 商 社 の グ ル ー プ 化 が 推 進 さ れ 、 グ ル ー プ 内 で 企 画 や 資 金

・ 技 術 ・ 販 売 の 能 力 を 持 つ 中 核 企 業 群 が 形 成 さ れ よ う と し て お り、 今 後 注

（ 静 岡 県 商 工 部 ・ 遠 州 綿 ス フ 織 物 構 造 改 善 工 業 組 合 『 静 岡 県 広 幅目 さ れ る 産地 で あ る

西陣 織・室 町卸・ 播州織 の情報化織 物 産 地 振 興 ビ ジ ョ ン 』 昭 和 ５ ４ 年 参 照 ）。最後に

戦略 を対比的に整理す る（表 参照 。32 ）

出 所 ： ３ 産 地 資 料 に よ り【 表 西 陣織・播州織・室町 卸情報化戦略の比較 （32 】

）筆 者 作 成
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３ ）伝統和装産業にお け る情報化限界論の検討

伝 統和 装 産 地 での情 報 化 戦 略の 混迷 な い し 失敗 は 、伝 統 和 装産 業 の情報 化

そ れ 自 体 へ の疑 問 を 生 ん だ 。 伝 統 和 装 産 業 に お け る情 報 化 限 界 論 の代 表 的 な

主 張 を 検 討 す る 。 第 １ は 、 和 装 製 品 は 必 ず し も Ｑ Ｒ 機 能 を 求 め な い か ら 、 情 報

化 に 本 格 的 に 取 り 組 む 必 要 は な い と い う 主 張 で あ る 。 そ の 論 拠 は 、 素 材 が ほ

ぼ シ ルク や 綿 で あ り、 フ ォル ム も歴 史 的 に 固 定 され 、 需 要 が冠 婚 葬 祭 時 に 限 ら

れ た 現 状 では 、 短 サ イク ル のフ ァ ッ シ ョ ン 性 は 求 め ら れ な い と い う こと に あ る。

確 か に 和 装 製 品 は 、 企 画 と 発 注 か ら 数 ヶ 月 を 要 す る 長 周 期 性 が あ り 、 Ｑ Ｒ を 追

求 す る な ら ば 逆 に 未 稼 働 （ ア キ ） 期 間 が 拡 大 さ れ 、 売 れ 筋 へ の模 倣 が 発 生 し

た り、追 加受 注の困 難性 が生まれ 、結 果的に 全量 受注 による見 切り商 品を 発生

させる。

第 ２ は 、 伝 統 和 装 産 業 の 垂 直 統 合 的 な 問 屋 制 の 生 産 ・ 流 通 シ ス テ ム は 、 情

報 化 に よ る 水 平 型 ネ ッ ト ワ ー ク 組 織 へ の 再 編 に よ っ て シ ス テ ム 間 闘 争 を 誘 発 す

る と い う 主 張 で あ る 。 例 え ば 、 京 友 禅 の 伝 統 的 な 生 産 シス テム は次 のよ う に な

ってい る（ 図 参照 。33 ）

【 図 京友禅の生産・流通システム】33
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に 、 情 報 化 に よ る 生 産 自 動 化 と 即 納 性 を 実 現 す る と 、 織 物 産 地 でこ の シ ス テ ム

は 織 元に よ る 関連工 程の 内部 化と出 機の 内機へ の編 成替え や 、 染加工 工程の 統合

と 集 中 が 誘 発 さ れ 、 流通 チ ャ ネ ル で は 製 販直 結 に よ っ て 白 生 地 ・染 加 工 ・ 前売 等

の 問屋 の 再 編・ 統 合 が 進む と予 測 され る 。 ま た 、 垂直 連 携に よ る （ 実需 対応LPU

型 補完 連携グ ル ープ ） を 導入 し た場 合に は 、大 規模小 売業（チ ェ ーン ・百 貨店）

が 産 地 有 力 メ ー カ ー と 直 接 取 り 引 き す る 製 販直 結 が 起 こ り 、 既 存 の 各 種 問 屋 が 排

除 され る 。 また 染め 見本に よっ て 、最終 需要者 から の 直接受 注を お こ なっ てい た誂

友 禅 は 、 染め 見 本 の 映 像情 報 化に よ っ て 、 問屋 や 小売 店 の 排 除が 誘 発 され 、 さら

に 仲間 取引に よる リス ク分散という 棲み 分け効果は 期待で きず 、一層の業者間競争

の激化が予測される 。

第 ３ は 、 オ ー プ ン 化 に 伴 う セ キ ュ リ テ イ ー の 問 題 で あ る 。 企 業 内 で 占 有 さ れ

、 、秘匿 されてきた衣装 とデザイン原画は 製品競 争の比較優 位の条件であったが

セ キ ュ リ テ ｲー 技 術が 未熟 なま まオ ー プン化 され ると、 盗用 や模 倣が多 発し てメ

ー カーは大打 撃を受けるのではないかという 危惧である。

以 上 の よ う な 伝 統 和 装 産 業 の 情 報 化 消 極 論 の 論 拠 は 、 果 た し て 正 し い で あ

ろ う か。 第 １ に、 伝 統 和 装 産 業 の産 地 シ ス テム の 問題 は 、 実は 情 報 化と は無 関

係 に 、す で に産 地 シ ス テム の再 編 の課 題 とし て 提 起 され て きた 歴 史 的な 経 過 が

あ る（ 通 商 産 業 省 『 新 ・ 旧 繊 維 ビ ジ ョ ン 。 京 鹿 の子 絞 振 興 協 同 組 合 が め ざ』）

す 「 総 合加 工 方式 」 とい う 先 駆 的 な試 行は 、ま さに情 報化 とは無 関 係に提 起さ

れ た 産地 シス テム の変 革で あった （ 第 ２ 章 （ ２ ）参 照 。 さら に伝 統和 装 産業 の）

海 外 委 託 生 産 が 進 み 、 国 内 完 結 型 生 産 シ ス テ ム の 崩 壊 と 、 東 ア ジ ア 国 際 分 業
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へ の 移 行 は 所 与 の 避 け 得 な い 実 態 と な っ て い る 。 従 っ て 、 情 報 化 消 極 論 の 論

拠 であ るシ ス テム 矛 盾 論は、 伝統 的 な国 内産 地 完結 型シ ステ ム 維持 論に よる実

質 的 な 反 情 報 化 論 で あ り 、 製 品 差 別 化 を 推 進 し よ う と し て い る 産 地 の イ ン セ ン

テイブに対する説得 力を持たない 。

第 ２ に、 セキ ュ リ テ イー の問題 は、 プロト コル標 準化とい う 技 術的 な側 面と、

知 的 財 産 権 と い う 法 的 な 側 面 が あ る。 し か し 重 要 な こ とは 、 す でに 産 地 で は、

コ ービ ス 社（ マイクロ ソフ ト子 会社 ビ ル・ゲ イツ 社長 ）によるデ ザイン原画 の

デ ジ タ ル化 権 の取 得 攻 勢 がか けら れ、 多 く の原 画が 流 出し て い る と い う 実 態 が

あ り 、 外 国 資 本 に よ る デ ジ タ ル 攻 勢 に 対 抗 す る と い う 緊 急 の 課 題 に 迫 ら れ て い

る 。 従 っ て セ キ ュ リ テイ ー 問 題 を 主 張 す る 真 の理 由 は 、 原 画 の 非 オ ー プ ン 化に

よ る 製 造 問 屋 （ 織 元 ・ 産 地 商 社 ） の 支 配 的 地 位 の維 持 に あ る 。 情 報 の 非 対 称

性 の 除去 や デ ー タ によ る 計画 生 産 を 可 能 と す る企 業 間 パー ト ナ ー シッ プが緊 急

の 産 地 課 題 と な っ て い る な か で 、 セ キ ュ リ テ イー 問 題 を 理 由 と す る 情 報 化 消 極

論は、一部の製造問屋の主張に終わってい る。

第 ３ に 、 シ ス テ ム 間 闘 争 を 回 避 す る 妥 協 と し て 、 情 報 化 を 「 交 流 と 発 信 」 レ

ベ ルに と ど め よ う と す る 漸 進 的 情 報 化 論 が あ る 。 し かし 播 州 織 産 地 の情 報 化 試

行 例 の 失 敗 で み た よ う に 、 初 期 情 報 化 は事 実 上 、 産 元 商 社 （ 織 元 ） へ の 情 報

一 元 化 を 意 味 し 、 既 成 の 垂 直 統 合 型 生 産 シ ス テ ム に お け る 産 元 商 社 の 支 配 を

強 化 し 、 水 平 的 な ネ ッ ト ワ ー ク 型 産 地 シ ス テ ム の 形 成 を 阻 害 す る 結 果 に な る こ

とは明らかである。

４）京都染 織デジタ ルア ーカ イブ 戦略の試 行

デジタ ルア ー カイブ は、 記録保管 所を意味す る と を 組み合わ せarchives digital

た 月 尾 嘉 男 氏 の 造 語 で あ り 、 歴 史 文 化 財 や 資 産 を 高 精 細 デ ジ タ ル 映 像 で 記 録

し 、 半 永 久 的 に デ ー タ ベ ー ス 化 に 保 存 ・ 蓄 積 し て 公 開 す る こ と に よ り 、 貴 重 な

文 化遺 産を 次世 代に 伝え たり、 新産 業創 出を めざ す ものである。 伝統 和装 産業

の 分 野 では 、 デ ザ イ ン 原 画 と 高 度 な 秘 伝 的 工 芸 技 法 を 、 三 次 元 Ｃ Ａ Ｄ に よっ て

デ ジ タ ル化 し 、 新 製 品 開 発 やオ ン デ マン ド 商 品 開 発 に生 か す ねら い が あ る。 高
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度 の 技 法 の 継 承 は 、 従 来 の 親 方 － 徒 弟 と い う 属 人 的 な 形 態 か ら 、 三 次 元 モ ー

シ ョン キ ャ プチ ャ リ ング によ る 映 像 学習 に 移 行す る 。 デ ジタ ルア ー カ イブ の先 駆

的 な 試 行 は 、 す で に 地 域 情 報 化 の 分 野 で 「 石 川 県 新 情 報 府 構 想 「 デ」、 GIFU

ジ タ ルア ーカ イブ 構 想 「 山梨県 デジ タ ルア ーカ イブ 推進 構想 「 しまねフ ロ」、 」、

ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 構 想 」 等 が あ る が 、 こ こ で は 伝 統 和 装 産 業 の デ ジ タ ル ア

ー カイブ構想に焦点 をあてて考える。

匠 の技と高 度 技術 を融 合 して ” 新伝 統産 業品 ” を開 発 する ワン ソー ス ・ マル

チ ユー ス 戦 略 が、 京都 市 『高 度 情報 化 推 進のた め の京 都 市行 動 計画 ～ 情報 新

世 紀 ・京 都 ２ １ 』に よっ て提 起 され 、デ ジ タ ルア ー カ イブ 構想 とそ の推 進機 関 と

し て 「 京 都 デジ タ ル ア ー カ イ ブ 推 進機 構 」 が設 立さ れた （ １ ９ ９ ８ 年設 立 ２ ０ ０

１ 年 に京都 デジ タ ルア ーカ イブ 研究 セ ンタ ー に改組 。 この背景 には、 京都の和）

装 産 業の衰 弱 によ る中 心市 街 地 の空洞 化 を 克服 し よ う とす る都 市 型成 長 産業 の

開発 と起業化（ インキ ュベ ータ） が求め られてい ることにある。

西 陣 織 ・ 友 禅 染 ・ 京 縫 の衣 装 と 図 案 を 収 集 ・ デ ジ タ ル 化 し （ 当 面 著 作 権 が

明 確 な ２ ０ ０ ０ 点 、 文 具 や イン テ リ ア ・ フ ァ ッ シ ョ ン 製 品 に 商 品 化 す る チ ー ム が）

立 ち 上 がり、 次 い で画 像 管理 シス テ ム 、動 画 管理 シス テム 、検 索情 報提 供 シス

テムが稼働を 始めた（図 参照 。34 ）

出 所 ： 同 「 機 構 」 資 料 よ【図 京都デジ タルア ーカ イブ推進 機構イメー ジ34 】（

）り 筆 者 作 成
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京 都 市 『情 報 新 世紀 ・ 京 都 ２ １ 』 では 、デ ジ タ ル化 の優 先順 位 を 、最 初 に早

急 に 対 応 し な い と 失 わ れる 可 能性 が ある も の（ 伝 統工 芸 の技 能 と ノ ウ ハ ウ、 開

発 に よ っ て 失 わ れ る 町 屋 な ど 、 次 に 所 在 を 明 ら か に す る 情 報 （ 京 都 の 地 域 資）

源 ・ 情 報 資 源 、 最 後 に 既 に機 能 を 持 つ も の （ 大 学 や研 究 機 関 の知 的 イ ンフ ラ）

や 博 物館 と美 術 館の収 蔵 物） と して い る 。こ の優 先順 位 の最上 位 に位置 づ けら

、れた 伝統染織のデザイン原画のデジタ ルア ーカ イブ 化を進 める専門部会として

「京 都染色デジタ ルア ーカ イブ 研究会」が発足した 。

「 」 、 （ ）京都 染色デジタ ルア ーカ イブ 研究会 の目 標は 第 １フ ェーズ 調査活動

と 第 ２ フ ェ ー ズ （ 商 品 化 ・ 事 業 化 ） に 区 分 さ れ て い る が 、 す で に 染 織 デ ザ イン

のデ ー タ ベー ス 化 とデ ジタ ルコ ンテ ンツ の流 通実 験がは じまり（ １ ９ ９ ９年 Ｆ社

・ Ｉ Ｍ Ｊ 社 提 携 、 教 育 関 係 へ の ダ イ レ ク ト ・ マ ー ケ ッ テ イ ン グ （ Ｋ 社 ・ Ｄ 社 提）

携 ） や 、 西 陣 織 の 模 様 と 色 組 み 合 わ せ を デ ー タ ベ ー ス 化 し た 世 界 配 信 が 始 動

し ている（ベ ンチ ャー Ｉ 研究所との提携 。）

、 。 、この染色のデータ ベース 化は 業者の間に少なからぬ波紋を 呼んだ 第 １ は

ぼ か し 等 の 微 妙 で 精 細 な 引 染 技 法 は 、 デ ー タ ベ ー ス 化 の技 術 的 な 限 界 があ る

の では な い か、 さ ら に第 ２ は、 図 案 を 所 有 し な い 業 者 がデ ー タ ベ ー ス か ら 排 除

さ れ る デ バ イ ド を 誘 発 す る の で は な い か、 第 ３ は 過 去 の 盗 用 問 題 の 頻 発 と 同 じ
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よ う に、 意 匠 所 有 者 の知 的 財 産 権 は 本 当 に 守 ら れ る のか、 第 ４ に「 目 利 き 」 と

い われる独自の属人的なス キルをもっと尊 重すべきではない か等である。

こ の よ う な 疑 問 は 、 な ぜ デ ー タ ベ ー ス 化 を 始 め る のかと い う 本 来 的 な 意 義に

立 ち 戻 っ て 議 論 す る な か で 解 決 さ れ て い っ た 。 京 都 の 伝 統 染 織 産 業 の 比 較 優

位 性 は 、 フ ァ ッ シ ョ ン 産 業 が 持 つ テ キ ス タ イ ル と 縫 製 技 術 に あ り 、 賃 加 工 に 終

止 し な い ク リ エ イ テ イ ブ な 製 品 開 発 に よ る フ ァ ク ト リ ー ・ ブ ラ ン ド の 創 出 に し か

な い 。 ア ジ ア 的 な 風 土 に マ ッ チ し た ジ ャ パ ン オ リ ジ ナ ル の グ ロ ー カ ル な 製 品 創

造 のな かに し か 、 京 都 の 伝 統 染 織 産 業 の 再 生 の 途 は な い 。 流 通 に お け る 問 屋

主 導 型の壁 を 打 破 し、 海 外 委託 生 産を ネ ッ トワ ー ク で結 ぶ” バ ー チ ャル” 産地

。を 形成してい くためのデジタ ルア ーカ イブ 戦略の意義が改めて確認されてい る

第４章 名古屋 市有松・鳴海絞の挑戦－内 発型発展の模索

１ ）有松・鳴 海絞の形成と展開

山 崎充 氏 は、 地 場産 業 の類型 化 を おこ ない （ 日 本 の地場 産業 』ダイ ヤモン『

ド 社 、 産 地 形 成 が江 戸期 以 前 か明 治期 以 降 か によ る [伝 統 型－ 近代 型 ]、輸 出）

比 率 が ％ 以 上 あ る か な い かに よ る [輸 出 型 － 内 需 型 ]、 立 地 によ る [都 市 型 －10

地 方 型 ]、 生 産 形 態 に よる [社会 的 分 業 型 － 工 場 一 貫 生 産 型 ]、 地域 的 分 業 形 態

による [産地完結型－ 非産地完結型 ]の ５類 型に分けてい る。

こ の 山 崎 類 型 論 を 有 松 ・ 鳴 海 絞 に 適 用 す る と 、 江 戸 期 に 産 地 形 成 を し た [伝

統 型 ]－ 国 内 和 装 市 場 主 体 の [内 需 型 ]－ 発 生 史 的 に は [地 方 型 ]で あ る が 立 地 論

的 に は [都 市 型 ]－ 絞 商 を 頂 点 と す る 精 緻 な [社 会 的 分 業 型 ]－ 江 戸 期 の [産 地 完

結 型 ]か ら 原 材 料 や 括 り 工 程 の 海 外 移 転 に よ る 急 速 な [非 産 地 完 結 型 ]へ の 移 行

とい う特徴が浮き彫りとな る。

このよ う な 特質 を 持つ 有 松・ 鳴 海絞 の形成 と展 開の過 程を 、 江戸 期 における

発 生史からみ てい く。江戸 期の寛 文～文政 年間（ １ ６ ６ １ ～ １ ６ ８ １ 年）にかけて、

江 戸と 大坂 を 中心 とす る全 国的 な市 場圏 が再編 成され 、その物 流拠 点とし て江
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戸 ・ 大 坂 ・ 京 都 を 結 ぶ 基 幹 ル ー ト で あ る 東 海 道 の 宿 場 町 が 形 成 さ れ 、 そ れ を

補 完す るかたち で助 郷村 が配置 される。 このなかで尾 張藩 の拠 点であ る鳴海本

陣 － 池 鯉 附 間 の 合 宿 と し て 、 荒 廃 地 で あ っ た 有 松 村 の 開 発 が 計 画 さ れ 、 夫 役

免 除 （ 慶 長 １ ３ 年 ） によ る 移 住 奨 励策 が 実 施 され た 。 新 村 開 拓 は 隣接 す る桶 狭

間 村の支 郷とし てはじ まり、 阿久比 村から 最初 の数名が入植 し、 開村後 １ ７ 年 で

２ ９ 名 が 移 住 し た 。 尾 張 藩 はさ ら に 入 植 を 進 め る た め に、 寛 永 ２年 に 屋 敷地 ９ 反

１ 歩 を免 税地 とし たが、 同年 の検 地では有 松村全 石高 １ ４石 ５斗 ８ 升 ３ 合（田 畑 ２

町 ７ 反 １ 畝 ） と い う 零 細 経 営 で あ り 農 業 専 業 は 不 可 能 で あ っ た 。 入 植 者 は 、 東

海 道 街 道 客 を 対 象 と す る 草 鞋 や 団 子 ・ 酒 ・ 雑 貨 販 売 等 の副 業 を 試 み た が （ 宿

場 は 鳴海 の特 権 で あり 、 有松 で「 御 宿」 や 「お 下 宿 ・ 茶屋 」 の営業 は出 来」 「

な い 、 村 独 自 の特 産物 の開 発 を 迫 ら れ るに 至 った 。 有 松絞 の開 発 され た基 礎）

条 件 は 、 出 身 村 で あ る 阿 久 比 の庄 で 手 織 の 木 綿 生 産 が あ り、 綿 作 の 機 業 化 を

保 障す る製織 の株仲 間特 権の成立 とともに 、知多 木綿の生産 が始まり、木 綿製

造 組 合 が 成立 し た こ とに あ る。 有 松 絞 の開 発者 と し て、 竹 田 庄 九郎 説 と 三浦 玄

忠 夫 人説 の二 説 があ るが、 何 れも 外来 者 によ って もた ら され た 外 発的 な開 発 で

あった。

鳴海 絞 は、慶 應元 年（ １ ９ ６ ５ 年） の大凶 作によ る零細 農家の飢 餓を 契機 とす

る 。 尾 張 藩 は 、 凶 慌 対 策 と し て 江 州 地 方 か ら 麻 職 人 数 １ ０ 名 を 招 い て 麻 織 生 産

を 始 め た が 失 敗 し 、 慶 應 ２ 年 （ １ ８ ６ ６ 年 ） に 服 部 輿 右 衛 門 と 森 井 半 兵 衛 に よる

絞 り 技 法 の 開 発 を 受 け て 、 明 治 ２ 年 （ １ ８ ６ ９ 年 ） に 七 間 町 に國 産 役 所 を 設 置 し

て 国 産 品 に 指 定 し 、 服 部 と 森 井 を 國 産 係 に 任 命 し て 販 売 に 乗 り 出 し た 。 こ う し

た 絞 り生産 の拡大 は、 農 民層 の階層 分化 を 誘発 し 、絞 り専 業と する 絞商 を 頂点

と す る 問 屋制 が 形 成 され る 。 括 り作 業 は 下 層 農家 の 副 業 とな り 、 絞 商 と括 職 を

仲 介 す る 取 次 職 （ 影 職 ） の 発 生 か ら 、 染 め 方 を 専 業 と す る 紺 屋 を 経 て 、 生 地

仕 入 れ 後 の 晒 屋 の 成 立 に よ っ て 、 絞 商 は 生 産 の 全 過 程 の統 括 者 と な っ た 。 絞

商 は 木 綿 の 流 通 過 程 に も 介 入 し 、 木 綿 販 売 株 を 所 有 す る 「 木 綿 仲 買 人 」 を 兼

職す る在地大商人に成長する。

しかし 、街道 客を 対象とす る小営業的 な農村加 工業の販売流通力 を補完 し、

有 力 な財 政 基 盤と して 組 み 入 れた い 尾 張 藩は 「 絞染 改改 所 」に よる生 産の統、
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制 を 開 始 す る 。 絞 り 用 の 生 地 に 尺 巾 を 定 め 、 藩 印 （ 御 朱 印 ） を 押 し て 独 占 販

売す るかわりに １ 反につき銀壱分の冥加金を 納めるとい うシス テムである 有、 （『

松 絞来 歴 調査 書』 参照 。尾 張藩 は天明 元年 （ １ ７ ８ １ 年） に『絞 染職 分取 締触）

書 』 を 公 布 し 、 有 松 村 の絞 り 生 産 の 独 占 権 を 認 め 、 有 松 村 以 外 の １ ４ 名 に 対 し

て は 「 有 松 絞 支 配 所 」 へ の 運 上 銀 の 納 入 を 義 務 づ け 、 そ の 後 ２ ０ 年 間 で 転 職

す るか有 松に 移住 す るかの選 択を 迫 った。 有 松村 は、 文化 元年 （ １ ８ ０ ４ 年）に

「 絞 会 所 」 を 設 置 し て 株 仲 間 を 結 成 し 、 藩 へ の 冥 加 金 の 納 入 と 絞 印 肉 料 の 徴

収 を 規 定 し た 『 絞 染 職 分 取 締 触 書 』 を 策 定 し た 。 こ う し て 有 松 絞 商 ２ １ 軒 の 支

配 権が確 定し、 世襲制による絞り生産 の独 占が成 立し（ 図 参 照 、 絞りに特35 ）

化し た全国最大級 の産地集積 地が形成された （図 ･ 参照 。36 37 ）

（ 出 所 ： 筆 者 作 成 ）【図 尾張藩の絞り生産 統制と株仲間特権35 】

（出所： 有松しぼ り ）【図 幕 末・明治期の絞業の分布36 】 『 』
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（出 所： 鳴 海絞 り 商工 協同組 合『 鳴海【 図 愛 知 県 下 絞 り 加 工 地 の分 布37 】

絞』 １ ９ ７ ９年）
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明 治 政 府 の 勧 業 政 策 に よ る 営 業 の 自 由 化 に よ っ て 、 株 仲 間 特 権 は 崩 壊 し 、

愛 知 県 勧 業 課 に よ る 種 々 の 勧 業 政 策 に よ っ て 新 規 参 入 が 相 次 い だ 。 営 業 の 自

由 化 と競 争 の開 始 は、 企 業 家 精神 に よる 染 色と 括り 工程 を 中 心と す る技 術革 新

を 誘 発 し 、 封 建的 な 株 仲 間特 権 にかわ る技 術 専 用特 権 へのイ ンセ ン テイブ を 生

ん だ 。 こ の時 期 に お ける 技術 革 新 と品 質 管 理は め ざ まし い もの があ り、 現 代 の

絞 り技 法のほ とん どがこ の時期 に開発 された 。 以下有 松・ 鳴海 絞の技 術開発 を

推進 した典型的な 例をみ る。

２ ）有松・鳴海絞にみ る企 業家精神の苦闘－新た な技法開発と製品管理

有 松 ・ 鳴 海 絞 の 製 品 開 発 の 過 程 を た ど れ ば 、 絞 り 業 の 衰 退 と 限 界 を 突 破 し

て き た 挑 戦 的 な 企 業 家 精 神 の 重 要 な 意 義 が 明 ら か と な る 。 伝 統 的 な 生 産 技 術

や 技 法 を 固 守 し て 既 成 シス テム に安 住 す る 局 面 では 衰 退 が起 こり 、 新 た な技 術

と 技 法 の フ ロ ン テ イ ア を 求 め て 挑 戦 す る 企 業 家 精 神 と と も に 産 地 の 活 性 化 が も

た ら さ れ て き た こ と を 証 明 し て い る 。 こ の 意 味 で 伝 統 地 場 産 業 の 「 伝 統 性 」 と

は、絶え ざるイ ノベー ションの歴史でもあ った 。

絞 り の 技 術 革 新 は 、 製 品 差 別 化 の 中 枢 工 程 で あ る 染 色 技 術 と 括 り 技 法 の 開

発 に 始 ま り 、 意 匠 登 録 （ １ ０年 専 用 権 ） や 特 許 権 （ １ ５ 年 専 用 権 ・ 実用 新 案 登）

録 な ど の 技 術 特 権 と 連 動 し 、 絶 対 的 な 競 争 優 位 を 得 る こ と こ と が で き る か ら 、

こ う し た 技 術 開 発 によ る専 用 権 設定 に 成功 し た 絞 商は 、江 戸 期以 来 の絞 商に か

わ っ て生 産 を 支配 す るチ ャンス を 手 に 入れ るこ とがで きる。 こ う し て有 松 ・鳴 海

絞 の 技術 的 基 礎 を 確 立 す る イ ノ ベ ー ショ ンが 誘 発さ れ た のであ る が、 一 方技 術

特 許 設 定 を め ぐ る 訴 訟 が 続 発 し （ 鈴 木 金 蔵 の第 ５ ９ ５ 号 訴 訟 が 代 表 的 な 訴 訟 後

述 、 こ れ ら の 訴 訟 を 調 整 す る 絞 業 界 団 体 の統 一 組 織 が 求 め ら れ た （ 表 参） 33

照 。）
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（ 出 所 ： 組 合 資 料 に よ り 筆 者 作 成 )【表 有松・鳴海絞産地組 合の歴史的変 容33 】
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次 い で 創 造 的 で 挑 戦 的 な ア プ ロ ー チ を 駆 使 し て 、 有 松 絞 の イ ノ ベ ー シ ョ ン を

推進 してきた歴史上の企業家精神の代表的な例を みる。

[鈴木金 蔵 １ ８ ４ ０ ]年（天保８年）生まれ ）

明治 初 期の絞 り業 の衰退 と有松 村 の困 窮を 打 開し た画 期的 なイ ノ ベー タ ー が

鈴 木 金 蔵 で あ る。 １ ８ ４ ０ 年 （ 天 保 ８ 年 ） に 絞 職 人 舛 屋 鈴 木伴 右 衛 門 の 子と し て

生 ま れ、 １ ８ ５ ３年 （ 嘉 永 ６ 年 ペ リ ー 来 航時 １ ４歳 ） に養 老影 絞を 考 案し 、 １ ８ ６

３ 年 （ 文 久 ３ 年 薩 英 戦 争時 ） に は 精 米 器を 考 案し て 名 古屋 に 進 出 し 米 穀 業 を

営 ん だ。 １ ８ ７ ６ 年 （ 明 治 ９ 年 ）に 有 松に 帰還 し た 時 の職業 は「 紙屑 小寄 渡 世」

と記され零落してい たことを示 している。

、 （ ）有 松絞復帰後の彼のインキュベー ションは素晴らし く １ ８ ７ ７年 明治 １ ０年

（ 、 ） 、に新筋絞 養老絞 を折り畳んで糸巻きにし 多 彩な模様を表 現する を発明し

軽 便 な 機 械 で 低 コ ス ト を 実 現 し て 圧 倒 的 な 価 格 優 位 性 を 築 い た 。 １ ８ ７ ８ 年 （ 明

治 １ １ 年 ） に は 、 見 幸 絞 ・ 玉 蔭 絞 ・ 嵐 絞 （ 絞 り 柄 が 百 種 を 越 え る 世 界 に 比 類 の

な い 画 期 的 な 技 法と い わ れる ） とい う 端 麗 な藍 色 の染色 と高 品 質 による 高付 加

価 値 製 品 を 創 り 出 し た 。 １ ８ ９ ０ 年 （ 明 治 ２ ８ 年 ） に は 、 日 本 錦 ・ 日 本 桜 と 言 わ

れ る新 筋絞 を さら に優 雅に発 展させた 高付 加価 値製 品の大 量生産 に成 功し （従
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来 １ ～ ２ 反 １ 日 １ 人 を １ ０ 反 １ 日 １ 人 、 販 路 を 一 気 に 拡 大 し た 。 １ ８ ９ ７ 年 （明 治 ３/ / ）

０ 年 ） に は 、 日 本 桜 の 専 用 権 を 取 得 し 、 さ ら に ミ シ ン 括 り の 特 許 権 を 取 得 し た

が 、 翌 年 に は 公 開 と 権 利 の 分 与 を お こ な い 、 有 松 絞 の 総 生 産 高 を 急 上 昇 さ せ

た 。 同 時 に 工 場 制 機 械 加 工 を め ざ す 有 松 絞 製 造 請 負 合 資 会 社 を 設 立 す る 構 想

を 抱いた が未完に終わ った 。

鈴 木 金 蔵 の特 徴 は 、 機 械 化 を め ざす 技 術 革 新 と高 付 加 価値 製 品 の開 発 及 び

工 場 制 大 量 生 産 へ の 指 向 に あ り 、 開 発 技 術 を オ ー プ ン 化 し て 産 地 全 体 へ 環 流

し たことにあ る。

][竹田林三郎 １ ９ ３ ９ 年（天保 ７ 年）生まれ

竹 田 林 三郎 は 、 有松 大 手 絞 商竹 田 家 の一 族 とし て １ ８ ３ ８ 年 （ 天 保 ７ 年 ） に生

ま れ 、 鈴 木 に 継 ぐ イ ノ ベ ー タ ー と し て 、 家 業 を な げ う ち 全 財 産 を 投 入 し て 技 術

開 発 に 専 念 し た 。 １ ８ ６ ９ 年 （ 明 治 ２ 年 ） に 、 竹 の 皮 を 用 い て 包 括 し 、 そ の部 分

だ け を 白 く 残 す 高 度 の技 法 で あ る総 紺 白 抜 絞 を 開 発 し 、 さ ら に 竹 製 の簀 子 を 用

い た 養 老 簀 子 絞 を 開 発 し 、 鈴 木 が 開 発 し た 嵐 絞 と 並 ぶ ブ ラ ン ド を 創 った 。 次 い

で １ ８ ９ １ 年 （ 明 治 ２ ４ 年 ） に は 、 通 称 紺 吹 捺 染 技 法 と 呼 ば れ る 地 白 紺 絞 模 様 押

捺を 開発し、画期 的な技術革新と言われた 。

明 治 初 期 の 有 松 絞 の 混 迷 は 、 鈴 木 金 蔵 と 竹 田 林 三 郎 の よ う な 技 術 革 新 の フ

ロ ン ト ラ ン ナ ー に よ っ て 打 開 さ れ 、 産 地 の 技 術 革 新 運 動 の 高 揚 と 、 多 く の 意 匠

登 録 や 実 用 新 案 と 特 許 権 設 定 に よ る 製 品 差 別 化 競 争 を 誘 発 し た 。 明 治 か ら 大

正 に 至 る 絞 り 技 法 と括 り 機 の 特 許 権 、 意 匠 登 録 ・ 実 用 新 案 は 、 全 部 で ４ ２ 件 に

のぼってい る（表 参照 。34 ）

（ 出 所 ： 名 古 屋【表 明治期特許・意 匠登録・実用新案一覧34 】

市 『 絞 りに 関 する 調 査 』 ３ ３ 参 照 ）P
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な ぜ 明 治 初 期 に 、手 作 業 工 程 の機 械 化 、 工 程 の簡 便 化 ・ 精 緻 化 を 試 行す る

イ ノ ベ ー シ ョ ン が 爆 発 的 に 起 こ った の であ ろ う か 。 そ れ は 、 江 戸 期 の株 仲 間 特

権 によ って 制限 さ れて い た 「 営業 の自 由」 が全 面 的に オ ー プン 化さ れ、 今ま で

、 。抑圧 されてい た企業家精 神が奔流 のように爆発し 一斉に開花した から であ る

次に 注目 す るのは、 産地 ブ ラ ン ド 性 を向 上させる製 品管 理の手 法であ る。 １ ９

０ ５ 年 （明 治 ３ ８ 年） に発 足し た「 有松 絞商 工同 業組合 」の規 約では 「当 組合、

ハ 有松絞ノ製造又ハ販売 ヲナス コ トヲ以テ組織 ス とし 定款第 ２ 条第 ４項で 検」 、 「

、 」 、査所 ヲ設ケ 組合員ノ用 フル原材料並ニ製造品ヲ 検査セシムルコト と規定し

製 品 規 格 の 統 一 を 図 り 、 証 紙 無 添 付 製 品 の 販 売 を 禁 止 し て い る 。 全 国 各 地 で

開 催 さ れ た 博 覧 会 や 共 進 会 で 獲 た 賞 を み る と 、 有 松 絞 の品 質 水 準 が 全 国 上 位

に あ った こと が分 かる 。 品 質向 上 のた め の派 遣 研 修 制度 が 導入 さ れ、 １ ９ ０ ４ 年

（ 明 治 ３ ７ 年 ） の内 國 勧 業 博 覧会 （ 役 員 と 事 務 職工 派遣 、 １ ９ ０ ７ 年 （ 明 治 ４ ０）

年 ） 第 ９ 回関 西 府 県 聯 合共 催 会 （ 知多 郡 長 の要 請 によ り事 務二 名 派 遣 、 １ ９ ０）

８ 年 （ 明 治 ４ １ 年 ） 長 野 県 主 催 １ 府 １ ０ 県 連 合 共 進 会 （ 事 務 １ 名 派 遣 ） へ の 派 遣

研修 をおこなっている。

大 正 期 に は い る と 、 鳴 海 や 大 高 等 の 近 郊 農 村 が 絞 り 生 産 に 参 入 し 、 そ の 結

果 粗 製 濫 造 の粗 悪 品 が 横 行 し た 。 こ れ に 対 し 業 界 は 、 共 同 生 産 ・ 共 同 販 売 の

「 有限会 社鳴海 絞販売購 買会社 産 廣社」を 設立し たり 「 絞改良実施 細則」、
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（ 愛 知 縣 絞 同 業 組 合 聯 合 会 ） を 制 定 し 、 改 良 委 員 会 や 研 究 発 表 会な ど 品 質 競

争 へのインセンテイブ を喚 起する取り組み を 強化して いった（ 表 参照 。こう35 ）

し て 有 松絞 は、 東 海 道宿 駅 に零 から 派 生し た 無 名 の地場 産 業で あった にも かか

わ らず、京鹿の子絞と並ぶ全国的な絞りブ ラン ド を構築した のである。

（ 出 所 ： 組 合 資 料 によ り筆 者 ）【表 昭和初期の製品管理年表35 】
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３ ）有松・鳴海絞にみ る経 営現代化の展開

日 本人の伝統的 工芸品に対するイメージを みると 技術が素 晴らし い 格、「 」、「

調 や 風 格 があ る 「 あ き が こ な い 「 使 い 込 む ほ ど 味 が 出 る 」 な ど 伝 産 品 の」、 」、

工 芸 的 側 面 に 対 す る 高い 評 価 があ る も のの、 一 方 で は「 値 段 が 高い 「 ぜ い」、

た く 「 面 倒 「 古 く さ い 」 な ど の 消 極 的 評 価 が あ る 。 ま た 伝 産 品 が 現 代 生」、 」、

活で使用されるための条件として 安価にする 現代にあった使い 方 簡、「 」、「 」、「

単 に 使え る 」 な どの 要望 が強 く 、 絞り にお ける経 営 現代 化 の内 容的 な 目 標を 示

し ている。

【 日本人の伝統 的工芸品に対するイメージ （出所：総理府広報 室資料）】
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【 現 代 生 活 で使 わ れ る た め に 必 要な こ と （ 出 所： 総理 府 広 報 室 資 料 よ り）】

（ １）バ ーチ ャル・クラ フトタ ウン構想ー愛知県 絞り工業 組合

愛知 県 絞り工 業 組合 は、 ＡＴ デザ イン、中 部産 業活 性化 セン タ ー、 地域 計画

建 築研 究 所ア ルパ ックと 連携 し て、 デー タ ベ ー ス を 構築 し 、イン タ ーネ ッ トによ

っ て 世 界 の デ ザ イ ナ ー と の 情 報 交 換 と 技 術 交 流 を お こ な い 、 ミ ラ ノ の デ ザ イ ナ

ー と 契 約し て 製 品 開 発 を め ざし 、 世 界 のデ ザ イナー とのメ デ イア ミ ッ クス による

市 場 開 拓 を め ざ す 。 ア ル パ ッ ク 名 古 屋 事 務 所 は 、 こ の プ ロ ジ ェ ク ト を ビ ジ ネ ス

・ イン フ ラ 整備 のケ ー ス ス タ デ イー と位 置 づけ 、伝 統 産 業分 野 での新 産業 の創

出 を め ざ し 、 中 部 地 域 の仮 想 伝 統 産 業 都 市 （ バ ー チ ャ ル・ ク ラ フ ト タ ウ ン ） を

つ くる とい う 構想を掲げてい る（図 参照 。38 ）

こ の構想 のビ ジ ネス ・ プロ セ ス は、生 産 加工 基地 であ る名 古屋 市有 松と 工芸

作 家 デ ザ イナ ー と ア ン テ ナシ ョ ッ プを ネ ッ ト ワ ー ク で結 び、 市 場 高 感 度型 Ｑ Ｒ 供

給 を め ざ す と こ ろ に あ る 。 生 産 者 か ら デ ザ イ ナ ー へ の 素 材 情 報 と デ ザ イ ナ ー か

ら 生 産 者 へ のデ ザ イ ン 情 報 の提 供 が、 リ ア ル タ イ ム で お こ な わ れ 、 試 作 の プロ

モ ー シ ョ ン 段 階 で 販 売 者 か ら デ ザ イ ナ ー へ 市 場 情 報 が フ ィ ー ド バ ッ ク さ れ る 。

デ ー タ ベ ー ス に 蓄 積 さ れ た 素 材 と 絞 り 技 法 ・ 染 色 技 法 が 即 座 に ア ウ ト プ ッ ト さ

れ 、 製 品 開 発 時 間 の大 幅 な 短 縮 が 実 現 す る。 顧 客 情 報 は 、 商 社を 介 在 し な い

で デ ザ イ ナ ー に も た ら さ れ 、 電 子 決 済 シ ス テ ム で 即 決 的 な 取 引 が 完 了 す る と い

う Ｅ コ マ ー ス 事 業 で あ る 。 海 外 と の 間 の 素 材 と 人 の移 動 は 、 情 報 環 境 に よ っ て
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瞬 時 に お こ な わ れ る か ら 、 開 発 と 加 工 工 程 は 極 端 に 短 縮 さ れ る 。

但 し 、 素 材 の 質 感 や 肌 触 り な ど の ヒ ュ ー マ ン イ ン タ ー フ ェ イ ス を 確 保 す る 場

は 設 定 され る 。 こ の構 想 は未 だ 仮 説 的 な 段階 で あ り、 初 期投 資 や ラ ン ニン グコ

ス トの問題 を含めて試 行の段階にある。

【 図 有松・鳴海絞のバー チャル・クラフ トタウ ン構 想】38
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（ ２）異業種交流・ 新製品開発戦略ー 老舗（株）Ｋ 商店の場合

、「（ ） 」 「（ ）現 在の有松で最も売上高が大きい絞 商は 株 藤娘きぬたや と 株

浅 井 絞 」 及 び 「 株 ） 竹 田 嘉 兵 衛 商 店 」 の ３ 大 製 造 卸 商 であ り 、 前 ２ 社 は戦 後（

に 急 成 長 し た 会 社 で あ る 「 株 ） 藤 娘 き ぬ た や 」 は 、 古 着 か ら 始 め て 友 禅 に。 （

入 り 、 そ の 後 絞 商 に 移 行 し た 製 造 卸 で あ り 「 株 ） 浅 井 絞 」 は 昭 和 １ ０年 に 創、 （

、 、業し たが戦時期に白生地がストップして衰退し 一 時期は鉄工関係に転進して

そ の 後 絞 りに 戻 り 急 成 長 し て い る 会 社 で あ る （ 浅 井 絞 社 長 浅 井 健 次 氏 １ ９ ９ ７ 年

８ 月 聴取 調査 から 。こ の ２ 社 は、大 ロッ ト による海 外生産 を行 う か、 大ロッ ト の）

仕 入 れ を 行 う 点 で 共 通 し て お り 、 主 と し て 浴 衣 な ど の 日 用 定 番 品 市 場 を 対 象 に

し て い る （ 株 ） 浅 井 絞 は 、 価 格 競 争 に よ って 他 の 絞商 を 圧 倒し 、 今や 有 松 絞。

＝ 浅 井 絞 と も 云 わ れ る 大 手 に 成 長 し 、 他 の 絞 商 は 海 外 委 託 生 産 か ら 撤 退 を 余

儀 な く さ れ 、 浅 井 絞 か ら 製 品 の 二 次 購 入 を お こ な う ま で に な っ た 。 浅 井 健 次 社

長 は 云 う 「 将 来 方 針 は 理 想 と 現 実 が あ る 。 理 想 は 結 構 だ が 文 化 で は 飯 が 食。

え な い 。 空 洞 化 と 言 う が私 は 空 洞 化 と 思 って い な い 。 岐 阜 のよ う に 縫 製 全 部 を

持 っ て い っ た と こ ろ は 全 滅 に 近 く 空 洞 化 と 言 っ て よ い 。 絞 り は 、 労 働 力 自 体 が

国 内 に無 くな り生 産 ができな い のだ。 空 洞化 は、 生産 可能 な のに海 外に持 って

い く こ とを 言う のだ 。染色 を 中国 でやっても よい のだが、 昔から 付き合 いのある

染 め 屋 は う ち を 当 て に し て い る の で、 染 色 は 海 外 に 出 さ な い 。 シ ル ク の染 め は

京都 に出す 」と海外委託を全面 的に肯定する（ １ ９ ９ ７年聴 取調査による 。）

こ のよ う な 大 ロ ッ ト 海 外 生 産 の「 規 模 の経 済 」 に よ る価 格 競 争 戦 略 の対 極 に

あ る の が 、 老 舗 であ る （ 株 ） 竹 田 嘉 兵 衛 商 店 の経 営 現 代 化 戦 略 で あ る 。 以 下

は 、現 社長 竹 田浩 巳氏 の聴取 調 査によ る（ １ ９ ９ ２ 年 ８ 月 実施 「 江戸 期の絞 り）。

は 、 時 代 の 先 端 を 行 く フ ァ ッ シ ョ ン 産 業 で あ り 、 浮 世 絵 の 絞 り を 着 た 役 者 絵 は

現 代 の ア イ ド ル の プ ロ マ イ ド で あ っ た 。 現 代 の 絞 り が フ ァ ッ シ ョ ン 産 業 と し て 展

開 す るた めに は、 和装 以外 の分 野への転 換 が求め られ てい る。 そこで採 用し た

方 法 が 、 カ ジ ュ ア ル・ フ ァ ッ シ ョ ン デ ザ イ ナー の三 宅 一 生 、 山 本耀 司 、 川 久 保

玲 、 高 田 賢 三 等 に よる パリ ・ コ レ 参 入 だ 」 と絞 りに よ る最 先 端フ ァ ッ シ ョ ン の創
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造 を 指 向 す る 。 絞 り の 凹 凸 の 立 体 感 を 形 状 記 憶 技 術 で 保 持 し 、 染 め 際 の 美 と

光 が透過 する美 し さを 組み 合わ せるコ ンセ プト によって 世界市 場に展 開し 、イタ

リ ア でも ロメ オ・ ジリ ー が絞 りを 素材とし た フ ァ ッシ ョ ンを ミラ ノ・コ レク ショ ン で

発 表 す るに 至 っ た （ 株 ） 竹 田 嘉 兵 衛 商 店 は、 三 宅 一生 に 年 間 ４万 点 の 絞 り素。

材を 提供する先端的な 洋装メーカ ーへと変貌を遂げ つつ ある。

こ のよ う な 絞 り経 営 の現 代 化 は、 産 地 の生 産シ ス テ ム へ影 響 を 及 ぼし た 。 な

ぜ な ら 先 端 フ ァ ッ シ ョ ン ・ ビ ジ ネ ス の製 品 サ イク ル は 約 ２ ヶ 月 で あ る から 、 徹 底

し た ＱＲ が求 め ら れ、 中国 委 託生 産で はとて も納 期対 応がで きず、 再び国 内生

産 の 復 活 が 課 題 と な っ た の で あ る 。 国 内 生 産 へ の 回 帰 の 条 件 で あ る 括 職 の 予

備 軍 は 、 実 は 意 外 な と こ ろ に 形 成 さ れ て い た 。 そ れ は 、 産 地 組 合 や 工 芸 作 家

が主催する絞り教室から生まれた 大量の市民 アマチュア労 働力であ った 。

（ ３ ）オリ ジナル・クリエイショ ン戦略ー 工芸作家活動

有 松 ・ 鳴 海 産 地 に は 、 絞 り の 工 芸 的 な 美 に 魅 せ ら れ た 多 く の 工 芸 作 家 が 存

在 し 、 前 衛 的 な 工 芸 活 動 を 展 開 し 、 そ れ が 産 業 化 に 連 動 す る 場 合 が 少 な く な

い 。そ の代 表 的 な例 に よっ て 、産 地 のオ リ ジ ナル な新 製 品 開発 を 考 える 。新 製

品 開 発 戦 略 は 、中 小 零 細 性 が強 い 伝 産 的工 芸 品 産 業 の伝 統に 刺 激 を 与え 、 新

た な 産 業 フ ロ ン テ イ ア の 可 能 性 を 拡 げ る 契 機 と な っ た 。 焼 物 技 術 を 活 用 し た き

め の細 かい コ ー ヒ ー 用 フ ィ ルタ ー 、 伝 統 織 物 を ガ ラ ス に 融 合 し た ガ ラ ス 食 器 、

宝 飾 品 メ ー カ ー と 窯 元 の連 携 に よ る ペ ン ダ ン ト や カ フ ス 、 和 紙 の 表 面 加 工 を 施

し たシステムキ ッチ ンなど伝統的産 業資源活用製品が創出されつつ ある。

[三戸部 克子 住空間に映えるインテ リア 戦略 ]

三 戸 部 克 子 は 、 絞 りを 和 装 か ら 解 放 し て 、 イ ン テ リ ア にフ ィ ッ ト す る布 と デ ザ

イ ン を 開 発 し た 先 駆 的 な 作 家 であ る 。 作 品 のモ チ ー フ は、 洋 風 建 築 にマ ッ チ す

る イ ン テ リ ア デ ザ イ ン とし て 、 絞 り の 民 族 的 な 伝 統 性 と 土 俗 性 を 払 拭 し よ う と い

う コ ンセ プ ト にあ る 。三 戸 部 の場 合 、 布は 綿 、 染料 は 藍 を 主体 に 化 学 染料 を 副

合させ、括りは白蔭絞、杢目絞を 中心に主として曲線で表現す る。

[榊原あ さ子 古典技法の現代的再生 ]
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榊 原 あ さ 子 は 、 幼 少 期 か ら 有 松 絞 の 家 庭 に 育 ち 、 ４ ４ 歳 か ら 本 格 的 に 絞 り に

入 り 、 現 在 絶 滅 し て い る 幻 の 蓑 絞 、 み ど り 絞 、 白 影 絞 を 復 興 し た 括 り 職 人 で あ

る。 彼女 は云う 「 ４ ４歳の頃 ）ち ょ う どそ の頃 から 韓国 絞や中 国絞 がよ く目に。 （

つ く よ う に な った 。 幼 い 頃 か ら 見 て き た 絞 り の味 わ い と は ど こか 違 う そ れ ら の絞

り に接 し て、 な にか悲 し み と焦 りみ たい な思 い に 駆ら れ た。 こん な ことでは 、本

物 の絞りは消 えて しま う のではない か。 白影 絞もみ どり 絞ももう やる人 がいな い

とい う 。 昔の人に できて私 たち にできな い ことはない はずだ 。幼い 頃 から 絞りに

親 し ん で きた 私 が 、 何 かの役 に 立 つ こ と がで きれ ば 、 そ ん な 気 持 ち で絞 り に取

り 組 み 始 め た 。 有 松 は 分 業 が 確 立 し 、 縫 う 、 巻 く 、 染 め る な ど の工 程 を 担 う 人

が皆 異なってい る。 そのため失 敗が出た 場合 の責 任問題 で投げ 出して しまい 、

技 法 が滅 ん だ ので は な い だ ろ う か 。 私 の よう に 一 人 で 全 て の工 程 を お こ な っ た

か ら こ そ、 幻 の絞 り と い わ れ る 技 法 を 復 元 さ せ るこ と が でき た の だ と思 う （ 傍」

線 筆 者 。 最 初 の 傍 線 部 に は 、 伝 統 に 対 す る 純 粋 な 自 負 とア イ デ ン テ オ テ イ ー）

が み ら れ 、 製 品 差 別 化 の 方 向 を 暗 示 し 、 後 半 の 傍 線 部 で は 、 絞 り 技 法 の 継 承

と 分業 の関 係を 示 し て 京鹿 の子 絞 の「総 合 加工 方式 」と 類似 し た生 産 シス テム

を 予告してい る。

[早川嘉 英 ブ ラ ン ドの世 界展開 ]SIBORI

１ ８ ９ ８ 年 （ 平 成 元 年 ） に 開 催 さ れ た 世 界 初 の国 際 絞 り 公 募 展 か ら 、 １ ９ ９ ２ 年

（ 平 成 ４ 年 ） の 第 １ 回 Ｉ Ｓ Ｓ 国 際 絞 り 会 議 （ 名 古 屋 ） を 経 て 、 １ ９ ９ ６ 年 （ 平 成 ８

年 ） の第 ２ 回 Ｉ Ｓ Ｓ 国 際 絞 り 会 議 （ イ ン ド ア ー メ ダバ ー ド ） で 確 認 さ れ た 絞 り の

今 日 的 な 概 念 は 「 シ ェ イ プ（ 形 状 ） に よ る レ ジ ス ト ダ イ（ 防 染 」 で あ り 、 伝、 ）

承 さ れ て き た 高 度 の 熟 練 技 法 を 駆 使 す る 何 者 に も 束 縛 さ れ な い 自 由 な 自 己 表

現 と し ての 絞り であ る （参 照 ： 国 際絞 り 会 議運 営 委 員 会『 国 際絞 り会 議 事業 報

告書 』 １ ９ ９ ６ 年 。）

個 性 表 現 の切 り札 とし ての手 仕 事 や 、天 然 原 料 によ る自 然 との共 生 を め ざ す

「 絞 り コ ミ ュ ニ テ イ ー 」 の 発 足 、 絞 り の 国 際 的 な 情 報 交 流 を 行 う 「 ワ ー ル ド 絞

り ネ ッ ト ワ ー ク Ｗ Ｓ Ｎ 」 な ど のグロ ー バ ル な 活動 のコ ン セ プ ト は、 伝 統 工芸 と先

端 技 術 の融 合 に よ る現 代 型 染 織 産 業 の創 出 に あ り 、 早 川 嘉 英 は そ のフ ロ ン ト ラ
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ンナーとして工 芸作家活動を展 開してい る。

４）有松・鳴 海絞ルネッサンス の可 能性を求めて

、 、 、 、ここでは 有松・鳴海絞の産地特性 海外製品問 題 産 地の課題を 整理し

有松 ・鳴海絞の将 来戦略を検討す る。

有松 ・ 鳴海 絞 産地 の特 徴 の第 １ は、 他産 地 に見 ら れ る製 販直 結 によ って 誘発

、 。された問屋シス テム の衰弱 がみ られず 問屋システム が健在であることである

第 ２ は、 複 数 の 産地 が 入 り乱 れ て 激 し い 競 争 を 繰 り広 げ て い る のに 較 べ て 、

絞 り産 地は京 都 と名古 屋 のみ に特 化され 、統 合型 産地 とし ては世 界で唯 一であ

る 。

第 ３ は、 従来 の枠 を 越え る 新製 品 開発 と用 途 の拡大 の可 能性 を 秘め てい る い

う 点 で あ る。 し かし 現 状 は、 価 格 競 争 に傾 斜 し て 、 製 品 開 発 競 争 を 重 点と し て

い ない 。中堅絞商Ｃ商店社長 は次 のように云う 。

絞 商 は 、 販売 網を 自ら 確保 で き ない か ら 集散 地問 屋向 け に 商 売せ ざ る「

を 得 な い 。 決済 で 集 散 地 問 屋に 従属 す る 。 小 売 りに 売れ た 分 し か 手形 で し

か も 遅 れ て 決 済 さ れ る 。 大 ロ ッ ト で の 出 荷 は 、 絞 商 団 体 で 統 一 価 格 に し よ

。う と し た が や は り 産 地 の 問 屋 間 競 争 に な る」

第 ４は、 製 造分 野の後 継者 難 と括り の海外移 転に よって、 現在 は染色 工程

のみ が国内 に残 る とい う 空 洞 化に よって 、 将 来は 問屋 のみ にな る崩 壊 の危機 が

商 社迫 っ て い る と い う 点 で あ る 。 こ の 点 に つ い て 有 松 絞 Ｃ 商 店 社 長 は 云 う 「。

が 、 有松 と は 無 関 係 に 独 自 に 中 国 で 絞り を 買 い 集 めて 、 有 松の 絞 商 に 売 り

に 来る 。百 貨店の （株 ）Ｄ 社は 、独自に 中国絞 の製品 コー ナー を設け て 販

売し て いる 。大手絞商が 、大量に 仕入れて 安価に 流し 、長者町（名古屋繊

維 問 屋 街 筆 者 注 ） か ら 小 売 り に 流 れ る と 、 有 松 の 絞 商 に 売 る 価 格 よ り 遙

か に 安 くなる とい う 矛盾 が発 生し て いる 。私も かっ て百 貨店の（株）Ｍ 社に

納 品し たが 、ど う し て も 海 外輸 入品は 、納期 の 遅れ が 心配で 現 在は 納 品を

や め た 。 大 島 紬 は 韓 国 委 託 で 壊 滅 し た 。 愛 知 県 絞 り 工 業 組 合 は 韓 国 委 託
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加 工 阻 止 の 目 的 で 設 立 さ れ た が 、 現 実 に は 委 託 加 工 の 窓 口 業 務 と 伝 産 法

の 窓 口団 体へ と 変身 し た 。私 は 原 産地 表示 を主 張し て い る が 、 日本で 作 る

力が ない 業者の 反対で 実現し ない。韓国絞 は工場制 であ り、そ の 工場で技

、 。術の習得をし た職人を引き抜き 独立して 生産をお こない競争が激化した

中 国委 託は 、絞 公司 と 愛知 県絞 り工 業組合 が 双方 の窓 口と な って 契 約す る

が 、実際に は 商社や 貿易屋（貿易 の斡旋 を行う 個人業者）に ３から ５ ％ の ミ

ッ シ ョ ン を支払っ て 委託する 。と ころ が団体 契約が 徐々に 有名無実 化し て い

っ た 。か っ て は 、 有 松絞 商の 独自 のデ ザイ ン で 委託 し た が 、現在 は 現地 の

デ ザ イ ン 力 が 向 上 し 、 全 工 程 が 中 国 で お こ な わ れ 、 有 松 絞 商 の 独 自 の 製

品 は な く なっ た 。こ の ま ま 無秩 序な海 外生 産が 進 めば 、大 手の 絞商の み が

生 き 残 り、 問 屋の 問 屋 が で き 、 産地 の 転 廃業 が 続 出し 、 ５ 年以 内に は 崩壊

。する可能性が ある」

第 ５ は、 新 製 品 開 発 が 遅 れ 、 製 品 改 良 レ ベ ルに 留 ま っ て い る こ と であ る 。 途

上 国 商 品 の 競 争 優 位 性 は 価 格 競 争 に あ り 、 普 及 品 は 日 本 と 同 レ ベ ル の 品 質 に

あ る が 、 最 先 端 製 品 で は 比 較 劣 位 で あ る 。 こ の 点 に つ い て 有 松 絞 Ｃ 商 店 社 長

は 次のよう に 云う 。

織物と陶 器、草木染の 異業種交流を ねら っ て いる。 具体的には 、美濃「

の 和紙を細 長 く裁断し て 機織し 、そ こ に絞文様を入 れて草木染 をお こなう 。

す で に 米 沢 で 実 験 的 に 開 発 し 成 功 し て い る 技 法 は 、 残 念 な が ら 公 開さ れて

い な い の で 、 私 は 独 自に 開 発 し 、 成功 し つつ あ る 。草 木は 、桜 ，よ も ぎ 、

タ ン ポ ポ な ど あ ら ゆ る 草 木 に 挑 戦 し て い る 。 化 学 染 料 で は 出 せ な い 素 朴 な

色 彩 が 出 る 。 草 木染 に よ っ て 、 草木 の 命 と 織物 の 命 が 融合 し て 新 し い 生命

が 誕生す る。藍 染が現在ほ とん ど中国 で行われて い るの は、徳島 産地の閉

鎖 性 に 問 題 が あ る か ら だ 。 ア マ チ ュ ア に も 公 開 し て 、 我 々 に は な い 感 性 で

製 品 開 発 を 行 う べ き だ 。 徳 島 の 藍 染 が 死 ん だ の は 、 技 法 が 難 解 で 高 価 だ

。 、 、という 神話を維持して きたからだ 私は 絞り教室を月二回開催し ているが

全 国か ら 生徒が 来 る。 御殿場 と岐阜 に新 たなグ ル ー プ が 独立し た 。和気藹

々 とや り、絞 りの 単 調なと こ ろを 補完 する た めに 、陶 器や 草木 染に も 挑戦し
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て い る 。 私 の 町屋 は 、 み ん な が 気 軽 に 集 え る 宿泊 施 設 を持 っ た 文 化 セ ン タ

ー 的なも の にし た い。 ３ ５ ０ 年の 伝統的家屋を 名古屋市 の補助を受 けて 改修

。するつもりだ」

以上の 聴取調査 が示 し て いる 国内産地の 緊急課題は 、第 １ に 、中高級品

の 開 発 輸 入 を規 制 し 、 国 内産 地 の 恢復 を は か る こ と で あ る が 、 で は 国 内 の

生 産基 盤が 崩壊 し て い る 現状 をど う 考え る べ き か 。Ｃ 商店社 長は 云う 「括。

り は 、 三好町 、豊 明市 、知立 市、 大府市 など で 現 在も 細々 と行 われ て い る

が 、 ほと ん ど ７ ０ 歳 以上の お 年寄 りで あ る 。伝産 法で 、加工 者の 登録を お こ

な い 補 助 金 を 申 請 し て い る が 、 補 助 金 を も ら っ て い る 人 は 実 際 に は 括 っ て

い ない 人が 多い 。伝 産法の ね ら い で あ る 後継者 育成は 、有 松では 全 く 効果

を あ げ て い ない 。低 い 加工賃 と後 継者 育成事 業の 失 敗に よ って 後 継者が 途

絶 し 、 こ れ が 海 外生 産 を 加 速し 、 そ れ が ま た 産地 を 衰 弱 さ せ る 悪 循環 に な

っ て い る 。 分 業 も 崩 壊 し 、 絞 商 が 工 程 の 職 人 を 個別 に 囲 い 込 ん で い く 傾 向

。が 生 ま れ て い る 」

第 ２ は、 日用 定番品 は途上 国で 、中高 級品 は国内 産地 でとい う 棲み 分

け 分 業 を 確 立 し 、 非 価 格 競 争 の優 位 を 構 築 す る こと であ る 。技 術 移 転 によ る開

発 輸 入 戦 略 は 必 ず 破 綻 す る と い う 産 地 の 合 意 形 成 を も と に 、 少 な く と も 企 画 と

デ ザ イ ン 部 門 は 国 内 に 環 流 す る 必 要 が あ る 。 産 地 再 生 は 、 価 格 競 争 と の 決 定

的 な 訣 別 がで き るか ど う か にあ る 。 絞 り は 他 の地 場 産 業 と異 な り 、 産 地 が京 都

と 名 古 屋 に 統 合 さ れ て い る の で 、 産 地 結 集 の 可 能 性 が あ り 、 個 別 企 業 の 経 営

力 強 化 の限 界 を 、産 地 の共 同 で乗 り 越え る 条件 を 持 って い る。 有 松 絞Ｃ 商店 社

中国 製品は 本 来同じ 価格で ある の も係 わら ず 、こ こで も 価格競争長 は 云 う 「 同。 じ

が 起こっ ている 。自分で 開発した 商品は自分で 独自の値段を付け るこ とは当然で、

こ れ は 価 格競 争で は な い 。だ か ら 企 画と デザイ ンを 早 く 日本 国内 に 取 り戻 し て、絞

商がそ れ ぞれ の独自ブラ ン ド を持つことが 重要だ。絞商と現業の 共同開発が求め ら

れ る が 、 有松 の 一番 弱 い と こ ろ が 此 処 だ 。現 状 で は 、 海 外生 産 に よる 産 地崩 壊 を

。くい止める打開策を、誰も打ち 出し得ていない」
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こ のよ う な 産 地 業 者 の 声を まと め る と、 第 １ に 求 め ら れ るこ とは 、海 外 生 産 か

ら 少 な く と も 企 画 と デ ザ イ ン 部 門 を 国 内 に 環 流 さ せ 、 新 製 品 の共 同 開 発 が 必 要

。 、 、 、である 第 ２は 大胆 な新製品開発を 試行し 知識集約型デザ インから高級 化

多 様 化 、 フ ァ ッシ ョ ン 化 、 洋 品 化 、 イン テ リ ア 化 な ど 想 定 さ れる あ ら ゆ る方 向 を

試 行 す るこ と で あ り、 第 ３ は、 集 散 地 問 屋 への 一 元 的 な 従 属を 打 破す る市 場 開

拓 で あ り 、 商 社 や 百 貨 店 或 い は 製 販 直 結 を 含 め た 新 た な 需 要 開 拓 の 試 行 で あ

る 。 第 ４ は 、 有 松 ・ 鳴 海 絞 産 地 の 独 自 の 条 件 で あ る 町 並 み 保 存 に よ る 地 域 活

性 化 と連 動 し た 内 発 的発 展 の追 求 であ る 。 次に この 町並 み 保 存と 絞り 産業 の相

補 的 な 誘 発 効 果 に つ い て 検 討 す る 。

５）有松 町並み保存 運動の誘発効 果

有 松 は 、 東 海 道 鳴 海 宿 と 池 鯉 附 宿 （ 現 知 立 ） の 「 合 の 宿 （ 休 み 宿 」 と）

し て 、 尾 張 藩 が 慶 長 １ ３ 年 （ １ ６ ０ ８ 年 ） に 起 立 し た 開 発 村 で あ り 、 最 初 は 街 道

客 向 け の 茶 屋 集 落 で あ っ た が （ 最 初 の 入 植 者 ２ ３ 名 、 そ の 後 の 絞 り 開 発 に よ）

っ て 全 国 的 な 絞 り 産 地 に 成 長 し 、 商 家 の 邸 宅 が 立 ち 並 ぶ 独 特 の 町 並 み が 形 成

さ れ た 。 天 明 １ ４ 年 （ １ ７ ８ ４ 年 ） の大 火 で 全 村 が 消 失 し た 後 、 防 火 用 の 瓦 葺 や

。 、塗籠 造・うだつ を備 えた豪壮な絞 商の邸宅が並ぶ景観が形成された 有松は

東 海 道 が 通 る 北 側 に 藍 染 川 が 流 れ 、 南 側 に 国 道 １ 号 線 が 通 り 、 藍 染 川 沿 い に

「 」 、 。名古 屋鉄道本線が通る 有松駅 があり 昭 和 ３ ９年に名古屋市に合併 された

保 存 対 象 と な っ て い る の は 、 有 松 町 の 旧 東 海 道 沿 い の 東 は 藍 染 川 に か か る 有

染 橋 か ら 西 は 祇 園 寺 ま で の 約 ８ ０ ０ Ｍ で あ る 。 有 松 の 町 並 み の 特 性 は 、 都 市 近

郊 （ 名 古 屋 ま で 電 車 で １ ０ 分 ） に 位 置 す る 伝 統 地 場 産 業 型 の 町 で あ り 、 企 業 誘

致 型 の 開 発 機 会 が 無 かっ た こ と が、 か え って 江 戸 期 の町 並 み を 原 状 に近 く 残 し

て きた 、 い わ ば 停 滞型 の町 並 み を 現代 に残 す ことに なっ た（ 図 参照 。とこ39 ）

ろ が今 や、 ア メニ テイー や歴 史的 環境 を生 かした ふるさと づ く り と地 域振 興を め

ざす 都市計画のモデルとして脚光 を浴びるに至った。

有 松町 並 み 保存 運動 の歴 史は、 建 築学 者（ 城戸 久 名古 屋工 業大 学教 授）に
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よ る 町 屋 建 築 の調 査 やジ ャー ナ リ ス ト （ 石 川 忠 臣 朝 日 新 聞 記者 ） に よ る外 発 的

な 調査 ・啓 発活 動とし て始 まり、 次にその刺 激を 受け た有 松在地 の名望 家（竹

田 嘉 兵 衛 ・ 服 部 孫 兵 衛 ） を 中 心 と し た 町 並 み 保 存 運 動 が 立 ち 上 が り 、 全 国 的

な 歴 史 的 環 境 保 存 運 動 の高 揚 のな か で、 名 古 屋 市 の財 政 的 な 支 援 を 受 けて 、

町並 み保存運動が本格化し ていった（表 参照 。36 ）

（ 出 所 ： 有 松 町 史 編 纂 委 員 会 『 有 松 町 史 ）【 図 建物の年代別分布39 】 』

【 表 有松町並み 保存運動史 （ 出所：筆者作成）36 】
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町 並 み 保 存 は 、 地 域 文 化 論 か ら 建 築 工 学 に い た る 多 彩 な ア プ ロ ー チ が 可 能

な 学 際 的 な 性 格 を 持 っ て い る 。 用 語 的 に も 「 歴 史 的 環 境 （ 環 境 庁 「 歴 史」 ）、

的 国 土 （ 旧 建 設 省 「 伝 統 的 建 造 物 （ 文 化 庁 「 伝 統 文 化 都 市 （ 国 土」 ）、 」 ）、 」

庁 ） な ど 分 か れ て お り 、 そ の保 存 方 式 も 「 歴 史 的 風 土 保 存 地 区 」 指 定 （ 建 設

省 ） や 「 重 要 伝 統 的 建 造 物 保 存 地 区 」 指 定 （ 文 化 庁 ） な ど 行 政 に よ っ て 分 か

れており、何ら かの用語と保存方式の統合が望 まれている。

本 書 で は 、 町 並 み 保 存 と 地 場 産 業 の 関 連 を 主 と し て 地 域 経 済 誘 発 効 果 の 視

点 から 考察 する。 名古屋 市の「町 並み 保存要 綱」策 定（ １ ９ ８ ２ 年） に向けて、

「 （ ）」 、 （ ）名古 屋市教委が提起した 修景基準 のあら まし 案 は 外観 ファサード

保 存 に とど ま って い るが 、 かな り 厳 し い 基 準 で あ り、 外 観 工事 の １ ０分 の ７ （ ５ ０

０ 万 円 、 修 景 工 事 の １ ０ 分 の ６ （ ３ ０ ０ 万 円 ） の 補 助 を お こ な う と し て い る 。 町）

並 み 保 存 の運 動 の 成 否 は 、 住 民 主 導 に よ る 自 主 的 な 財 政 運 営 が で き る 「 町 並

み 保 存 財 団 （ 仮称 ） とい った 行 政 から 独 立 し た 組 織 を 中 心 に 、 修 景 対 象 を 、」

建 造 物 か ら 、 広 く 演 出 要 素 や 情 景 要 素 ま で 総 合 的 に 考 え る こ と で あ る が 、 こ れ

ら の点におい て行政主導型の性格が強くみら れる（表 参 照 。37 ）

（ 出 所 ： 昭 和 ５ ８ 年 名 古 屋 市 教 育 委 員 会 資 料 ）【 表 修 景 基準 の あら まし （ 案37 ）】
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名 古屋 市 の町並 み 保存 計 画に対 す る地域 住民 の意識 は、ど のよ う であった ろ

う か 。 住 民 説 明 会 に お け る 住 民 と 市 側 の 質 疑 応 答 記 録 を み る と 、 当 時 の 町 並

名 古 屋 市 都 市 整 備 課 ・ 教 委 文 化 課み 保 存 に 対 す る 住 民 意 識 の 特 徴 が う か が え る （

。１ ９ ８ ３ 年 １ １ 月 ２ ２ 日 実 施 筆 者 参 加）

質 問 「 有 松 線 （ 旧 東 海 道 筆 者 注 ） の 整 備 対 象 地 域 に 私 の 商 店 は 入 っ て い る か 、 い つ

実 施 す る の か 」

市 側 「 全 く 決 ま っ て い な い 。 地 元 の 皆 さ ん と 話 し 合 い な が ら や る 。 財 政 的 に 苦 し く な か

な か 事 業 に 入 れ な い 」

質 問 「 今 の 段 階 で は 改 築 の 許 可 は 下 り る の か 」

市 側 「 鉄 筋 以 外 の も の は 立 て ら れ ま す 」

質 問 「 建 築 の 図 面 は 外 観 だ け か 、 新 し い も の を 求 め て い る の に 昔 臭 い も の を 作 る の

は ど う か と 思 う 。 昔 と 似 て い な い も の で も 許 可 さ れ る の か 」

市 側 「 基 本 的 に 外 観 だ け で す 。 近 代 的 な も の に も 周 囲 に ふ さ わ し い も の が あ る の

で 止 め る わ け に は い か な い 」

質 問 「 外 来 者 が 見 に 来 て 賑 や か に は な る が 、 一 般 車 両 の 通 行 を 制 限 す る と 、 絞

り 以 外 の 一 般 商 店 は 困 る の で 、 も う １ 本 バ イ パ ス を 造 る 必 要 が あ る の で は な い か 」

市 側 「 必 要 な 車 は 通 す が 、 車 両 制 限 は す る 。 通 勤 ・ 通 学 や 買 い 物 の 客 も 多



- 129 -

い の で は な い で し ょ う か 」

質 問 「 国 道 １ 号 線 を 越 え て 南 側 に 住 ん で い る 人 の 意 識 や 将 来 を ど う 考 え て い

る の か ]（ 国 道 南 側 は 旧 東 海 道 か ら 離 れ て い る 筆 者 注 ）

市 側 「 １ 号 線 の 南 側 は 近 く新 し い ま ち づ く り が 始 ま る 。 区 画 整 理 が 住 民 サ イ

ド で お こ な わ れ 生 活 道 路 の 充 実 に よ る コ ミ ュ ニ テ イ ー づ く り と 町 並 み 保 存 事 業 を 両

立 さ せ た い 」 質 問 「 要 綱 は 強 制 力 が な い が 、 将 来 条 例 化 を め ざ す の か 」

市 側 「 将 来 条 例 化 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 た だ 、 現 在 は 条 例 化 す る と 、

重 要 伝 建 保 存 条 例 に 該 当 し な い 恐 れ が 、 有 松 以 外 の と こ ろで 出 て く る の で 、 強 制 力

の な い 要 綱 で や っ て い き ま す 。 今 ま で の と こ ろ ３ ０ 数 軒 を 戸 別 訪 問 し て 指 定 の 検 討 を

し て い る が 、 伝 建 指 定 は １ 月 に な る と 思 い ま す 」

こ の よ う に 住 民 は 、 必 ず し も 町 並 み 保 存 に 全 面 的 に 賛 成 し て い るわ け では な

、 。 、 、く さまざまの不 安を示し ている その内容 は 近 代的な生活と両立するのか

観 光 化 は 一 部 の 者 の利 益 に な る ので は ？ 保 存 地 区 を はず れ ると 恩 恵 がな い の

で は ？ 財 政 的 な 自 己 負 担 があ る ので は ？ な どで あ り、 町 並 み 保 存運 動 の初 期

段 階 の一 般 的 な 特 徴 が 現 れ て い る 。 特 に 有 松 に お い て は 、 住 民 内 部 の自 発 的

な 意 志 と い う よ り も 、 研 究 者 と ジ ャ ー ナ リ ス ト に よ る 外 発 的 な 誘 導 か ら 出 発 し た

が故に、このゆ らぎ は当然であった 。

次 に 地 元 経 済 界 の 町 並 み 保 存 に 対 す る 意 識 を み る と 、 地 元 経 済 団 体 は 、 む

し ろ 積 極 的な 地 域 活 性 化 の契 機 とし て と ら え てい る。 有 松 商工 会 は、 町 並 み 保

存 と地 域経 済活 性 化を 相補 的 な誘 発効 果 を持 つ 地 域資 源とと ら え 、事 業計画 を

作 成し 実行 し てい った （表 参照 。 この背景 には商 工会法 改正に よって商工38 ）

会 の 性 格 が 「 地 域 経 済 団 体 」 か ら 「 地 域 の 総 合 的 発 展 の 推 進 団 体 」 へ と 発、

展 し 、 そ の 具 体 的 な 施 策 と し て 、 愛 知 県 商 工 会 に よ る 「 小 規 模 事 業 対 策 特 別

推 進 事 業 」 が ス タ ー ト し た こ と が あ る 。 こ の 事 業 を 推 進 す る 視 点 に つ い て 、 有

松 商 工 会 は 、 次 の よ う な 町 並 み 保 存 と 絞 り 業 活 性 化 を 一 体 の も のと し て と ら え

る施策を 提起してい る。
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① 有 松 絞 の 生 産 と 販 売 の 過 程 を 知 る た め の 絞 り 博 物 館 の 建 設 に 努 め る

②小物入や イン テリ ア製品などの土産物へ の活用を図る

③有松の町並みを保存する

④商店の暖簾に 有松絞を使用する

有 松 商 工 会 事 業 計 画 概 要 出 所【 表 （38「地域資源の見直しと地域文化の創造」 】

）： 商 工 会 資 料 を も と に筆 者 作 成
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、 （ ）有 松商工会の地 域活性化計画は 誘致外来 型 大型公共事業の請願と誘致

か ら 地 域 振 興 型 （ 独 自 資 源 に よ る 住 民 誘 導 ・ 参 加 ） を 経 て 、 自 己 実 現 型 （ 個

人 の ニ ー ズ に よ る 自 主 活 動 ） に 至 る 日 本 の 地 域 活 性 化 政 策 の な か で は 、 地 域

振 興 型 に 属 す る 。 絞 り と 町 並 み と い う 地 域 資 源 の 発 見 を ” み ん な 集 ま っ て 一、

緒 に や ろ う ！ ” と い う フ ロ ン ト ラ ン ナー の呼 び かけ に 答 え て 、 地 域 住 民 の 集 合 が

形 成 され 、町 並 み によ る観 光化 と絞 り とい う オ ン リ ー ワ ン産 業の再 生と い う 戦略

は 、 有 松 地 域 の 現 状 を 打 破 し よ う とす る 戦 略 で あ る 。 し か し こ の戦 略 は 、 内 発

型 で は あ る が 住 民 の 名 望 家 層 が 主 導 す る 垂 直 誘 導 型 の 限 界 を 持 っ て い る 。 新

規 産 業 の創 出 を 展望 し た 新 た な ま ち づく りを め ざ す 自己 実 現 型地 域 活性 化 へ発

展させるためには、水平的な住 民主導型へ転換する必要がある。

こ の 流 れ を 受 け て 当 事 者 の 住 民 の な か に も 、 積 極 的 な 推 進 グ ルー プ や 団 体

が 発 足 し 、 地 道 な 活 動を 展 開 し て い く 「有 松 町 並 み 保 存 会 （ １ ９ ６ ４ 年 「 有。 」 ）

松 ゼ ミ ナー ル （ １ ９ ７ １ 年 「 有松 ま ち づ く り の会 （ １ ９ ７ ３ 年 初 代会 長 服部 孫」 ） 」

兵 衛 会 員８ ０名 ） な どの多 彩 な住 民 推 進組 織 が立 ち 上が った が、 その中 心 と

な った のが 故 竹 田 嘉 兵 衛 が 主 導 し た 「 有 松 ま ち づ く り の会 」 で あ る 。 こ の段 階

から、有 松町並み保存 運動は次第に内発的な性格を 持っていく こ とになる 「有。

松 町づ く りの会」 が昭和 ４ ６ 年、 ４ ９ 年、 ５ ４年 に有松 住民対 象に実施 した ア ンケ
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－ ト結果から 住民意識の変化をみ る（表 参照 。39 ）

（ 出 所 ： 有 松 町 づ く り の 会 資 料 ）【表 町 並み 保 存に対 す る住民 意識 の変化39 】
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保 存 の当 事 者 で あ る 住 民 は 、 伝 統 的 な 価 値 の単 純 な 保 存 と現 実 の生 活 意 識

のズ レ を 感じ 、機 械的 な凍 結保 存を 半強 制的 な自 己犠牲 と受 けとめて い る。重

要 な こ と は 、 現 代 的 な 生 活 と 町 並 み 保 存 を 両 立 さ せ る 、 伝 統 の 現 代 的 な 再 生

のあり方を相互に問い かける主体形成の問題である。

こ の よ う に 町 並 み 保 存 は 、 住 民 ＝ 行 政 ＝ 企 業 の ３ 位 １ 体 を 組 織 す る 理 念 と 情

熱 、 大局 観 や調 整 能力 を 併 せ持 った フ ロ ン ト ・ラ ン ナー 的 な指 導者 の存 在が決

定 的 な 役 割 を 果 た す 。 こ の 典 型 的 人 物 が 、 江 戸 期以 来 の 豪 商 竹田 嘉 兵 衛 商 店

の 当 主 竹 田 嘉 兵 衛 （ 故 人 ） で あ り 、 彼 は 今 や 絞 り 創 業 者 竹 田 庄 九 郎 と 並 ぶ 戦

後の有松再興を 担った歴史的人物と評価されてい る。

竹田 嘉 兵衛 は、 服 部 孫兵 衛 亡き 後「 有 松ま ち づく りの会 」会 長 とし て、 文字

通 り 寝 食 を 忘 れ て 有 松 町 並 み 保 存 運 動 に 没 頭 し た 。 彼 の 起 草 し た 「 有 松 町 並

み 保 存 計 画 」 は そ の 後 の 保 存 運 動 の 展 望 を 切 り 開 き 、 住 民 の 主 体 的 な 参 加 の

ウ エーブ によ って、 絞り会 館の建設 、全 国町 並み 保存 連盟の結 成、有 松絞り祭

の 開 催 、 町 屋 風 有 松 駅 の 建 設 が 進 ん だ 。 私 た ち は こ こ に 地 方 名 望 家 の 現 代 的

形態 をみることができる。
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終 わりに

本 書 は、 地 場 産 業の 現代 的 な 再 生へ の希 求を 込 め て 、地 場 産業 論 の再検 討

と 地 場 産 業 の 現 代 的 な 特 質 の 解 明 を 経 て 、 新 た な 再 生 の 方 向 を 探 っ た 。 結 論

的 に云 えば 、 情 報化 を含 む産 地シス テム の再編 成によって 、異 業種 交流 と新分

野 進 出 を 推 進 し 、 新 製 品 開 発 と 伝 統 製 品 を 融 合 し な が ら 、 オ リ ジ ナ ル な ク リ エ

ー シ ョ ン を 挑 戦 的 に 試 行 す る 新 た な 企 業 家 精 神 に 、 産 地 再 生 の 基 本 的 な 条 件

が あ るとい う こ とであ る 。 そのよ う な 現 代 的 な企 業 家 精 神を 支え る ものと し て、

伝 統 的 工 芸 品 産 業 振 興 法 に よ る 支 援 政 策 や 生 産 地 標 示 ・ セ ー フ ガ ー ド な ど の

保護 政策を位置づけなければ ならない 。

第 ２ に指 摘し た い ことは 、伝 統的 な 職人 的技 能の継 承 者や 町並 み 保存 運動に

み ら れる人 間 の尊 厳や 主体 形成 とい う 、 商品 世 界を 越 えた す ぐ れて 人間 的 な価

値 の 存在 を 指摘 し た い 。 ２ １ 世 紀 に おい て、 伝 統 和 装産 業 が生 活 文 化 創 造型 産

業 へ離 陸でき るかどう かは 、そ れを 支 える生 活 者の価 値意 識の豊 かさの内 実に

かかってい るとい うべ きであ る。

。伝 統和装の将来 を先駆的に身を 以て示した故 竹田嘉兵衛氏に本書を 捧げる
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